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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ







Open…青年は老図書館と共に異世界に召喚され

Book1. 姫騎士さまは武器防具大全が愛読書のようです

Book2. ドリアードの憂鬱はこの本で解決でしょう

Book3. ドワーフに本の知識を与えるとこうなります

Book4. 女エルフさんが仲間に入りたそうにこっちを見ていますよ

Book5. 「ほんゎもゃさなぃょ？」とウィル・オ・ウィスプは言いました

Close…どうやら生きがいらしきものを見つけたようです




　あとがき







～館内案内図、注ちゆう釈しやくメモより抜ばつ粋すい～




日本十進分類法（NDC）

：日本の図書館で主に採用されている図書館分類法である。

　大きく十の類目に分けられる。




［類目］

０　総記

１　哲てつ学がく

２　歴史

３　社会科学

４　自然科学

５　技術

６　産業

７　芸術

８　言語

９　文学




　かなりざっくりとした説明で恐きよう縮しゆくだが、

　以上、図書館内を巡めぐり歩く際の地図とされたし。





寺てら澤さわ文庫図書館館長　　　









[image: Open…青年は老図書館と共に異世界に召喚され]




　クソみたいな学生生活を送ってきました。

　具体的に言うと、ネトゲで廃はい人じん生活。

　そのせいかは分かりませんが、どうやら僕は就活に失敗したようです。




　さて、そんな他人からすればどうでもいいシケた話は置いておいて、もう少しマシな話をしようと思う。じゃないと僕がつらい。

　……とは言っても、こちらも気が滅め入いるような話である。

　東京都世せ田たが谷や区○×坂にある古い図書館・寺澤文庫図書館の廃はい館かんが決まった、という話だ。

　館長は、寺てら沢さわ博ひろ信のぶというじいさま。

　僕、寺沢優ゆう一いちの祖父じいさまでもある。

　そのじいさまが、死んだ。

　国道を通すためだとか。老ろう朽きゆう化かが進んだからだとか。利用者が激減してるだとか。

　何やかんやの理由はあるのだが、それらの理由から図書館を守り続けていたじいさまが一ヶ月前に死んだことこそが、この明治時代に設立されてから百年以上経たつ老図書館の廃館を決めた最大の原因だった。

　じいさまも馬ば鹿かだよね。

　このネットで何でも調べられるような時代に、古びた図書館とか、本なんていう、そういうアナログなものに、心血を注いでさ。働き過ぎてさ。

　僕みたいに何の役にも立たなそうな図書館なんてものを、病気になって、体調もどんどん悪化して、食事もとれなくなって瘦やせ細って起きられなくなって……それなのに、最後まで守ろうとしてさ。

　結局、何にも残せないでやんの。

　……本当、馬鹿な人だよ。







　春。四月。図書館最後の日。

　ぱりっとしたスーツを着た新社会人たちが、恐おそらく入社式やら何やらで未来への希望のような何かをキラキラまとい、胸を張って歩いている。

　それを眼鏡めがね越ごしで脇わき目めに見て「はいはい社しや畜ちく乙おつ」なんて思いつつ、道みち端ばたに落ちて色いろ褪あせた桜の花びらを踏ふみつけながら、僕はこの日、人々から捨てられた寺澤文庫図書館へとやって来た。

「相変わらず立派な見た目だな」

　西洋の古い洋館を思わせる赤レンガ造りの図書館を見て、僕は思わず呟つぶやいた。

『君は何だかパッとしない』だとか、『全然印象に残らないね』だとか……就活で散々聞かされた僕という人間への、そんな残念な評価が脳のう裏りを過よぎる。

「久しぶりだな……中学以来だから、七年？　八年かな？　昔はよく来てたんだけどな」

　最近ひとり言が多い。話す相手がいないからだろう、あんまりよくない傾けい向こうだ。

　……で。

　僕が何故なぜ、長いこと訪おとずれなかったこの図書館へとやって来たかと言うと。

　これもまた、じいさまのせいである。

　じいさまが残した遺ゆい言ごん状じようのせいとも言う。

　つまり。

　じいさまは、図書館最後の日に、僕にこの図書館の閉館を任せたのだ。

　お前どうせ暇ひまだろ。じゃあ図書館頼たのんだから、みたいな感じで。

「まったく、僕が就職してたらどうする気だったんだか……無責任極きわまりないね」

　閉館し誰だれもいない図書館のしんとした空間に、戸と締じまりをする僕の声が虚むなしく響ひびく。

　館内には本が普ふ段だん通り残っていて、明日も開館できそうな状態だった。じいさまが、「取り壊こわされるまでの間、きれいな状態でこの図書館を残したい」と言ったからである。

　じいさまも訳が分からないことをする。昔から変人ではあったけれども。

　さて。

　見れば見るほど、古い古い図書館だった。

　本ほん棚だなや机なんかの色や傷のつき方で、使い込まれてきた年数が何となく分かる。

　頑がん張ばって働いてきたんだろう。

　働くことを世間に許してすらもらえなかった僕には、少し羨うらやましくも思える姿だ。

「不採用…………無職かぁ……」

　……ま、まあ、いいんだよ。

　就職？　毎日あくせく汗あせ水みず垂らして働くのとかご免めんだったし。時は金なり、自由になる時間が手元には、ほらたくさん。じいさまが残してくれた遺産も少しあるから、少しは生きていけるし？

　いいじゃん、無職でニートライフ。悪くない。またネトゲ三ざん昧まいな生活もできる。

　……けどさ。

　家族も、もういない。友達もいない。

　彼女もいないし童どう貞ていだし無職。ネトゲ以外に、趣しゆ味みも特技も何にもない。

　うわあ……

　考えないようにしてたんだけど……僕をこの世に繫つなぎ止めるものなんて、実は何一つないんじゃないかな。就活に失敗ってさ、つまりそれって、世間に必要とされてなかったってことだろうし。

　あはは……本格的にやばいな。

　異世界とかあるなら、もう喜んで行きますって感じだよ。

　……分かってるんだけどさ。そんな世界はないってこと。

　子供の頃ころからそんな未知の世界に憧あこがれて、僕はもう二二歳です。身体からだだけは立派な大人。一度もそんな世界の気配は感じられなかった。

　現実が全すべてなんだ。もう、十分、分かっている。

　この図書館に来ていた頃は、もっと楽しかったんだけどな。

　おかしいな、どこで生き方を間ま違ちがえたんだろう……

　そこまで考えて、僕はふと思い出した。

　じいさまが薦すすめてくれた一冊の本が、この図書館にあったことを。

　この図書館で、十五年以上も前に、最初に借りた本のことを。

「ええと、どこだったかなー。確かこの辺だった気がするんだけど」

　僕の背よりも高い本棚の間を歩くが……うわ、全然どこにあるのか分からない。

　タイトルごとに並んでるわけでもないし、書いた人ごとに並んでるわけでもないし、図書館って何でこんなに本探しづらいんだろう。ありえない……

　僕の図書館スキルが足りないだけなの？　みんなは普ふ通つうに探せるの？

　……無理だこれは見つからない。そう、諦あきらめようとした時だった。




　見つかった。




　目の前にあった。

　まるで、見つけてくれとでも言っていたように。

「これだよ、これ……『恐きよう竜りゆうのほん』」

　パラパラと本をめくる。当然なんだけど、中身は昔のまま変わらない。

　僕は、こんなに変わってしまったのにな。

『恐竜のほん』を手に、僕は図書館の入り口を閉めて帰ることにした。

　帰ってももう誰もいないんだよな、晩飯どうしよう、太たい勝しよう軒けんのラーメン食べて帰るかな、などと考えながら、図書館のエントランスホールまで来た時だった。

　突とつ然ぜん、手元の本が光り始めた。

「は？　何だこれ……」

　ポカーンとしていると、本が僕の手を離はなれて宙に浮うき、パラパラと勝手にめくれ始めた。

　そうしてあるページでピタリと止まる。

　……超ちよう怖こわかった。

　明らかに怪かい奇き現象じゃないですか。

　でも……今後の人生を考えるより怖いことなんてないだろう、と僕は思った。

　何より興味をそそられたのだ。

　僕はそっとページを覗のぞき込む。

　キラキラと、ある一箇か所しよの文字列が輝かがやいていた。

「〝ペルム〟？」

　そこに書いてあった文字を読む……はて、何だっけそれ？

　首をかしげた次の瞬しゆん間かんだった。

　図書館が揺ゆれ始めた。

「うわっ、地じ震しんっ!?」

　しかも、結構デカいんですが。

　緊きん急きゆう地震速報さん鳴ってないよ何やってるんですか仕事してくださいマジで。

「う、わ、わ、ぁっぶなっ──」

　危ないって自分で言ったのに、引きこもりの運動不足が祟たたったのだろうか。

　全く足の踏ん張りが利きかず、僕はたたらを踏んで、瞬間、ドンッというとびきり馬鹿デカい振動が起きて、僕はそのまま横っ飛びに吹ふっ飛んで──ガツン、と頭に衝しよう撃げき。

「う……」

　視界暗転、意識がブラックアウトし──







　──目覚めたら……僕は図書館の中にいたし、いろいろとその後の過程は端折はしよりますが、何と言うか、結論だけ言うと……




　……そこは、どうやら異世界ってやつでした。
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　目が覚めた時、僕は寺澤文庫図書館の中に倒たおれていた。

　後頭部がズキズキしていた。地震の時にぶつけたのが、どうやらその部分らしい。

　まあ、そんなことはどうでもいい。生きてるっぽいし。死ぬこと以外かすり傷っていうし……いい言葉だよね、ツイッターで知ったんだけどさ。就活で座右の銘めいを聞かれた時に答えたら「は？」って言われた思い出がある。

　さて、問題はその後だった。

　何だか外が騒さわがしかった。

　地震が結構ひどかったのかもしれない。幸いこの図書館に被ひ害がいはなかったが、外に出るのがちょっと怖かった。でも、床ゆかに落ちていた眼鏡をかけ直し、恐る恐る外に出た。

　いい天気だった。空は快晴で、空気が気持ちいい。

「うん？」

　しかし思わず疑問の声を上げてしまったのは、でっかい疑問が目の前にあったからだ。

　ここ、世田谷？　その前に東京？

　待って、その前に………………………………日本？

　快晴の空の下──目の前に、日本の街中では見たことのない建物と、見たことのない植物と、見たことのない動物と、見たことのない格好の人たちがいた。

　その人たちが、外に出てきた僕を見ていたので……僕は居たたまれず、頭を下げた。

「えっと………………どうも？」




「引　っ　捕と　ら　え　よ　─────　ッ　ッ　ッ　!!」




　そんな女性の声が高らかに響いた途と端たん。

　たくさんの兵士っぽい格好の屈くつ強きような男たちが、ドドドッと地鳴りのような足音を鳴らして僕の元に押し寄せる。え、何ですかこれお祭りですかうわー楽しいかもーなんて一いつ瞬しゆんでも思った僕が馬ば鹿かでした。んなわけあるかい。

　捕つかまってしまいました。引っ捕らえられてしまいました。

　おかしいな、挨あい拶さつしただけなんだけど。







　……おかしいと言えば、全てがおかしい。

　図書館前で捕まった僕は、ロープというか植物のツルっぽいのでぐるぐる巻きにされて、馬っぽい動物に乗っけられて（鱗うろこがざらざらで、何か恐竜っぽかった）、城っぽい建物に連れてこられた。およそ体感で一キロくらい移動したんじゃないかなと思う。

　その間、周囲をお上りさんのようにキョロキョロと見回していたのだが……やっぱり日本の街中では見たことのない建物と、見たことのない植物と、見たことのない動物と、見たことのない格好の人たちしかいなかった。

　中世のヨーロッパの街並みに近いだろうか。

　だが、それよりも緑が多く、その緑は──シダ類ってやつだろうか。でかいゼンマイみたいなぐるぐるした植物が、普通に街路樹のような感じで生えている。

　考えてみて欲しい。ヨーロッパの街並みに巨きよ大だいシダ類。

　見たことないはずだ。僕はない。

　さらにそこを、こんな鱗だらけの馬が歩いている。

　道を横断していった鶏にわとりっぽいのとかも、すごい毒々しい色してたし。

　……何なんだろう、ここ。

　最初、図書館の周りだけ舞ぶ台たい装置が用意されたのかと思ったのだが、その線は消えた。範はん囲いがさすがに広すぎる。

　東京ではなさそうだ。そもそも日本でもなさそうだ。

　どちらかと言うと、ゲームの中の世界がこんな感じではないだろうか。

　だって、なんかドワーフっぽいのとか有翼人ハーピーっぽいのとかもいたし。




「……異世界………………なの、か？」




　石いし壁かべと鉄格ごう子しで隔かく離りされた、暗くてじめついた牢ろう屋やの中。

　ロープっぽい植物のツルでぐるぐる巻きにされて放置されていた僕は、思わず呟つぶやいた。

　いやいやまさか、とも思うが、そう思うとここまで見た全てのものに説明がつく。

　もう、ここは異世界ってことでいいや。その方が楽しい。

　……今は、まったくもって楽しさの欠片かけらもないけどね。

　頰ほおに当たる石いし畳だたみの床が冷たい。眼鏡はズレっぱなしだし。

　ここに放ほうり捨てられてから、かれこれ一時間は経たっている気がする。身体はもうとっくに痺しびれて、腕うでや足の感覚もなくなってきていた。

　これ、そろそろやばいんじゃないかな？

　……っていうか、牢屋に突つっ込まれるなんて生まれて初めてなんですけど、手続きとか皆かい無むだったんですが。問答無用だったんですが。

　こういう時、「弁護士を呼べ！」って言えばいいんだろうか……弁護士、いるかな。

　どうなるんだろう、これから。誰だれかが助けに来てくれるイベントとか発生しないかな、助けてくれそうな知り合い、誰もいないけど。

　殺されたりしないよな……痛いのは、嫌いやだなぁ。

　あー、太勝軒のラーメン食べたかったなー……いや、こんなことになるなら寿す司しでも奮発して昼のうちに食べておくんだった。

　目を閉じて、夕飯に食べる予定だったラーメンやら寿司やらの味を思い出し、口いっぱいに涎よだれを溜ため込んでいた時だった。




「おい、不ふ審しん者。起きているか」




　凛りんとした女性の声に、不審者とは失礼なと思いつつ、僕は目を開けた。

　鉄格子の向こうに、きれいな女の子が立っていた。

　その姿を見て、〝女騎き士しさん〟という言葉が思わず浮かぶ。

　金きん髪ぱつを赤いリボンでポニーテールにして、赤いミニスカートのドレスに、銀色の甲かつ冑ちゆうをつけて、帯たい剣けんしている。

　そんでもって、えらく美人だった。僕よりちょっと年下だろうか。
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　腰こしに携たずさえた剣とか、コスプレにしてはよく出来ているなーと思ったが、

　……ちょっと待とう。

　ここがもし本当に異世界なら、これはコスプレなんかじゃ──

　ガチャガチャ……ギイッ。

　女騎士さんが、そんな耳みみ障ざわりな音を立てる鉄格子の扉とびらを開けて、中に入ってきた。

　そうして僕を見下ろす形で、目の前に仁に王おう立ちする。

「立て、話がある」

「はぁ？　立てるわけないでしょ、こんな風に身体からだを拘こう束そくされてて。身体も痺れてるし」

「そうか。無理なら、致いたし方ないな」

　シャラン、と涼すずやかな音が鳴り、その音より涼し気な顔をした女騎士さんの鞘さやから長剣が抜ぬかれる。

　すっ、と鼻の下にその剣の先が。

　誰の鼻かって？　はは、僕のだよ……

「すみませんごめんなさい立ちます死力を尽つくして立ち上がりますからどうかお願いです命だけは──」

　死んだらかすり傷とか言ってられない！

　命いのち乞ごいの最中に目の前から剣先がシュッと消えた。

　次の瞬しゆん間かん──スパッと小気味いい音がして、パラッとツルが解ほどけ、身体が自由になる。

「あれ？　……もしかして、もしかしなくても、切ってくれたの？」

　尋たずねるも、女騎士さんは答えず、己おのれの右手の長剣をなぜかうっとりと見つめ、

「ふふ、素す晴ばらしい切れ味だ……」と呟いた。

　僕の話、全然聞いちゃいなかった。

「……あのー。何か話があるんじゃないですかね？」

「ああ、そうだった！」

　痺れが治ってきた僕がやおら立ち上がって尋ねれば、「すっかり忘れてました」みたいな反応をされた。

　……大だい丈じよう夫ぶだろうか、この人。

「おぬしに会いたがっている方がいる。ついて参れ」

　僕の手だけを再びツルで縛しばり、女騎士さんはそう言ってツルの端はじっこを持って歩き出した。僕は散歩される犬のようにツルに繫つながれたまま後を追う。

　牢屋を出て、石の階段を上ってゆくと、周囲が明るくなった。どうやら外に出たらしい。

　僕は、城っぽい建物の中を移動して、何やら立派な赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた回かい廊ろうを歩かされ、そうして大きな扉の前に連れてこられた。

　扉を守護する番人二人が、扉を開けてくれた。

「入れ」

　女騎士さんに命令のように言われ、僕は訳が分からないまま、中に入った。

　玉座の間のようだった。

　いや、たぶん玉座の間で間ま違ちがいない。天てん井じようが高くて広い空間の中、赤い絨毯が続くその先に、立派な玉座があった。

　そこに、綺き麗れいな女の人が座っていた。

　ドレスを着ていて、頭に王おう冠かん。高貴な感じがこれでもかとしてくる。

「進め」

　女騎士さんに剣を突きつけられて再び命令のように言われ（いや、これもう命令だね……）、僕は玉座に向かって進んだ。ここまで来れば、さすがにあの玉座の人に面会させられるために連れてこられたのだということは理解できた。

　立ち止まり、数段高い所にある玉座を見上げる。

　女騎士さんに似た綺麗な金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女の人が、僕を見下ろしていた。

　……いや、訂てい正せいしよう。見下されていた。超ちよう目つき悪いです、この女の人。

「ベルフローリア、この者ですか。街中に現れた謎なぞの建造物から出てきた男というのは」

「はい、そうであります。姉上」

「女・王・陛・下、でしょう」

「そ、そうでありましたご無礼をっ……！」

　マジ睨にらみされて、あわあわと玉座の女性に向かって慌あわてて頭を下げる女騎士さん。

　なるほど、似ていると思ったけれど、つまり彼女たちは姉妹らしい。女騎士さんの方が妹か……確かに女騎士さんの方が若い気がする。ちょっとピチピチ感があるし。

　そして、目の前の玉座に座る目つきの悪い女性は、この国だか世界だかの女王さまか。どうりで人の見下し方がサマになっているわけですね。僕より結構年上っぽいし、何だか視線にぞくぞくしなくもない。

「あなた、名を何と申すのですか？」

　女王さまが、顎あご先をくい、と上げて訊きいてきた。

　にこりともしないし、名乗りもしない。

　……ふう、まったく困ったものだ。人に名を尋ねる時はまず自分からだと親に教わらなかったのだろうか。

　彼女の尊大で横おう柄へいな態度に、僕はふと、就活の面接を思い出した。

　うん、きっと面接の時のように答えれば間違いないだろう。

「はい、寺沢優一と申します」

「テラサワ・ユーイチ？　変わった名前ですね。あなたはどこから来たのです？」

「世田谷区から参りました」

「……どこですか、そこは」

「東京二十三区の南西部です」

「トウキョウ……ベルフローリア、知っていますか」

「いえ、全く……おい、貴様。トウキョウ何とかとは何だ。まさか怪あやしげな呪じゆ文もんか！」

　女騎士さんに剣を突きつけられ真顔で言われた。

　まさか東京二十三区が呪文認にん定ていされる日が来ようとは思いませんでした。慌てて「違ちがいますよ」と否定する。呪文は呪文でも、これでは滅ほろびの呪文だ。自分の身が滅びるの。

「セタガヤ……こちらも聞いたことがありませんが…………まあ、いいでしょう。質問を変えます。あの巨きよ大だい建造物……あれは、あなたが召しよう喚かんしたのですか？」

「巨大建造物？　召喚とかよく分かりませんけど……図書館のことですか？」

「トショカンと言うのかあれは。城じよう塞さいではないのか」

　女王さまに目で問われた女騎士さんが、真顔で訊いてきた。

「城塞」

「違うのか？　なら何だ。武器庫か」

「いえ、ではなく」

「ふむ……では、防具庫か！」

「いいえ、そうでもなく」

　現実でそんなタクティカルな言葉を使う女の人、初めて会いました。さすが女騎士さんだ、大層な武器防具を身に着けているだけはある。

「……となると、一体何なのです。何のための建造物なのです」

　女王さまが眉み間けんに皺しわを寄せ、元から悪い目つきをさらに悪くした。

　身体が勝手に震ふるえ上がるくらい、おっかない。

「本が保管してあるんですよ。その本を貸し出す施し設せつなんです、あそこ」

「ホン？　ホンとは何です？」

「え？　本、知らないの？」

　今度は僕が驚おどろいた。驚きのあまり、敬語を忘れたほどだ。

　敬語じゃなかったからか、それとも馬ば鹿かにされたとでも思ったのか、女王さまの眉間の皺がさらに深くなる。女騎士さんを見れば「うんうん」と真しん剣けんな顔で頷うなずく。

　二人とも、知らないらしい。

「本って、こう、紙が何枚も集まってできたような、冊子なんだけど」

「カミ？　サッシ？　……ベルフローリア、この者は何を言っているのです？」

「申し訳ありません、わたしもさっぱりです。どんな危険物が潜ひそんでいるか分からなかったので、トショカンの中には入っておりませんでして」

　超睨んでくる女王さまと、目をぱちぱちと瞬またたいている女騎士さん。

「ユーイチとやら。そのホンとやらは、トショカンとやらの中に行けば見られるのですか？」

　どう伝えたらいいか迷っていると、女王さまがそう訊いてきた。

「まあ、置いてあるからね」

「ではベルフローリア。その者と共に行き、確認してきなさい」

　女王さまの命令に、女騎き士しさんが「かしこまりました」と畏かしこまって応じた。







　恐きよう竜りゆうに似た馬っぽい生き物に、ベルと二人で乗って移動する。

　ベルとは、姫ひめ騎士さまのことだ。

　本名は、ベルフローリア・ファナ……何だったかな。

　東京二十三区よりもよっぽど呪文みたいな長ったらしい名前で覚えられなくて。それで、愛あい称しようで呼ぶことを許してもらえたのである。

　意外と気さくな人だった。結構な頻ひん度どで剣を振ふり回すのはどうかと思うけど。

　そして女王さまの名は、リーネストーリア・何とかかんとか。こっちも呪文だったので覚えられなかった。女王さまとかリーネさまとでも呼んでおけばいいだろう。

　さて、ベルは「ちょっと頭大だい丈じよう夫ぶかな？」と不安になる人ではあったが、それさえ目をつぶればとても見目麗うるわしい女性ではあったので、この二人乗りは彼女いない歴＝年ねん齢れいの僕が、少しばかりときめきを覚えたのも仕方のないことだと思われる……まあ、手はツルで縛られたままなんだけどさ。

　そんなこんなで、戻もどってきました寺澤文庫図書館。

　何やら周囲に、兵士さんたちによる厳重な警けい戒かい網もうが敷かれていた。

　ベルはそこを顔パスで通過していく。

　一いつ緒しよに図書館の中へ入ると、中にも兵士さんたちがいて見張りをしていた。

「さて、と……これが本だよ。はい」

　図書館の本ほん棚だなから一冊本を取って渡わたす。

「これがホンか………………よし」

「……待ってベルさん。何をやろうとしているのかな」

「何って、剣で切り開いて中身を露あらわにしてやろうと──」

「待ってね。そうやって使うものじゃないからね」

　床ゆかに置かれて切り裂さかれそうになっていた哀あわれな本を僕は拾い上げた。まさかこの本も自分が剣を突つきつけられることになろうなど夢にも思うまい。僕も思わなかったです。

「ほら、こうして中を見るんだよ」

　ペラペラめくってみせると、ベルが「おおっ」と感かん嘆たんの声を上げた。

　本をめくるだけで驚かれるとも思わなかったです。

「……まさかと思ったけど、本当に本を知らないんだね」

「こんなもの、生まれてこの方、見たことがない。ほほう、で、これは絵と文字か？」

「絵と文字の概がい念ねんはあるんだ、ここ」

「一応あるに決まっているだろう。馬鹿にしてるのか」

　馬鹿にはしてない。けれど、本とか紙が通じない時点で、それらもないかもしれないとは思いました。あと、一応なんだね……

「ちなみに、絵とか文字ってどこにあるの？」

「壁かべとか地面とか」

　なるほど壁へき画がと地上絵か。

「石にだって刻まれているぞ」

　石板ですかね。やっぱり紙はないらしい。

「しかし、このホンとやらは何だ。絵がまるでその場を写し取ったようではないか」

「あ、そっちは写真」

「シャシン？？？」

　あ、これは姫騎士さまの脳内許容量がオーバーした。

　知らない言葉を聞きすぎたせいか、目がぐるぐるしている。容量少なくないかな？

「そ、そもそも、文字とはいうが、ここに記されているものは全く読めんではないか」

「あ、日本語読めないんだ。こっちの英語は？」

「ニホン語？？？　エイ語？？？？？」

「読めないんだね。理解した」

　じゃあ、僕がいま話してるのは何語なのだろう。考えたけどそのうち頭が痛くなりそうな話なので保留にした。たぶん今後考えることもないだろうけど。

「で、結局このホンとやらは何なのだ。分かりやすく説明してくれ」

「うーん……まあ、文字とか絵とか写真とかを残しておくための……いわば情報の保存媒ばい体たいってやつかな」

「うむ。さっぱり分からんな！」

「ええと……そうだな。つまり、知ち恵えとか知識とかを残しておくためのものってことだよ。こうやって読む後世の人にも伝えることができる」

「なるほど。そういうものなのか」

「おお、通じた!?」

「貴様、わたしを馬鹿にしているのか？」

　ちょっとね、とは思ったけど言えない。剣先こっち向いてるし。

「とりあえずその剣しまって。危ないし、そこいら傷つけられても困る」

「わたしはこれっぽっちも困らぬが？」

「……ええと、例えば、僕が死んだらここが何なのかとか、そういったこと全然分からなくなるけど。それはそっちも困るだろう？」

「まあ、少しは」

「そういったものをちょっとでも失ったらさ、ベルはリーネさまに怒おこられるんじゃない？」

　ベルは素す直なおに剣をしまった。よほど女王陛下が怖こわいらしい。

「……知恵や知識を残すためのものがホンというのは理解した。では、このトショカンとは、そのホンを集めて保管している場所か」

「おお、正解。すごいすごい」

「貴様、やっぱりわたしを馬鹿にしているだろう！」

　あ、バレたか。

　ジトッとこちらを睨にらんでくる姫騎士さま。だが、一理を理解した彼女は剣を抜ぬかなかった。学習能力はあるらしい。馬鹿にして申し訳なかった……と思ったのだが、

「不要だな」

「はい？」

「このトショカンとやら、ひいてはホンとやら。不要だと言ったのだ。元々ここには武器庫を造る予定だったしな、即そつ刻こく取り壊こわし、更さら地ちにしましょうと姉上には進言する。知恵や知識を残す？　ハッ、そんなもの、石板に剣で刻めばよいではないか」

「いやいや、石板は邪じや魔まだし、原始的過ぎでしょう」

「何が原始的なものか。そもそも、くその役にも立たん知識や知恵など、エルフにでも食わせておけばいい」

　ベルが、ふん、と鼻を鳴らして結論を言い放つ。

　うわあー……知識や知恵が役に立たないとか言っちゃったよ……

　前言撤てつ回かい。こいつ、馬鹿だ。

　っていうか、エルフもいるのかこの国。本当にファンタジーな世界だ。

「そもそも我ら人間族に必要なのは、力だ。武力だ。剣だ、防具だ。最強の知力は最強の武力に敵かなうか？　否いなだ」

「なぜ断言できるのか」

「なぜか？　それは、わたしが武力を信じているからだ。強いは最強！　強いは正義！」

　わーすごいやー。脳筋だー☆

　うん、駄だ目めだ。

　これは話が通じる通じないとか言ってる場合じゃない。そもそもの思想が違う。

　どうしよう、この世界の住人、みんなこんなんばっかなんだろうか……などと不安の波に攫さらわれそうになっていると、図書館内で見張りをしていた兵士さんたちと目が合った。

　憐あわれむような、申し訳なさそうな、そんな顔をしていた。

　うちの脳筋姫ひめがごめんなさい、と言われた気がした。

「うちの脳筋姫がごめんなさい……」

　……実際に言っていた。

　聞こえていないのは先ほどから「剣は強い！　防具も強い！」と、小学生でも言わないだろうことを連呼しているベルだけだ。どうやら彼女がアレなだけらしい。ホッとした。

　さて、だが問題はこの姫騎士さまだ。

　僕がやれやれと目を向ければ、彼女はまだ熱弁を振るっている最中だった。

　誰だれも聞いちゃいないのに、終わる気配がまるでない。

「知識や知恵があったって腹は膨ふくれぬ。ゆえにトショカンなどというものは不要なのだ。だが、武力は必要不可欠、そこで剣だ。剣があれば狩しゆ猟りようによって食料を得ることだってできるし、何より強い！　剣があれば己おのれを守れるし、国も守れるし、何より強い！　そして剣は力があるだけでなく、美しい。刃やいばのきらめき、その造形、それを振るった瞬しゆん間かん描えがかれる軌き跡せきですら美しく、何より強──ギャンッ!?」

　あんまりやかましいので、僕は思わず手近なところにあった分厚い本で姫騎士さまの頭を鈍どん器き殴おう打だした。

　さすがに一国の姫相手に暴挙かなと思い、やる前に兵士さんたちに目配せしてみたのだが強く頷かれた。よって、決行することにした次し第だいである。

「にゃ、にゃにを……──はっ、それは!?」

　ベルが、僕が手に持っていた本──つまり今しがた彼女を鈍器殴打した分厚い本──を見て、途と端たんに瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせ始めた。

「そ、それ、見せてくれユーイチ！」

「はあ、これでよければ……」

　突とつ然ぜんぐいぐい迫せまってきたベルに、どうぞ、と僕は若じやつ干かん引き気味にその本を渡した。

　ずっしりした重さを感じたらしいベルが、目を大きくする。

「重い！　なるほど、先ほどの衝しよう撃げきはこれのせいか」

　ツルテカで上質な紙っぽいのが三〇〇ページくらいある本だろうか。そりゃあ痛かったよね。ちょっとやり過ぎたかもしれない。

　そんな風に考えていると、ベルはページをめくり、さらに目を大きくした。

　どれだけ大きくなるんだろうこの目、三段階目いけるのかな。

「こ、これは……見たこともない武器や防具がいっぱいだ……ほ、ほら！」

　ベルが本の中身を見せてきた。

　フランベルジュとか鎖くさり帷子かたびらとか載のっている。

　何だこれ、と思って表紙を見て……僕は、ベルがどうして反応したのか納なつ得とくした。

　剣のイラストが入った表紙。そこには、デカデカとタイトルが書かれている。




『世界の武器防具大全』




「ユーイチ、いっぱいだ！」

　子供のように青い目をキラキラ輝かせる姫騎き士しさま。

　テンションがもの凄すごく上がっているのだろう、彼女の周囲までキラキラ光って見えた。

　嬉うれしそうなその表情に、思わずこちらも頰ほおが緩ゆる……いや、引きつり笑いしかできなかった。だって、武器防具大全だよ、なんて物ぶつ騒そうな……

「いっぱい！」

「そうだな」

「いっぱいだ！」

「そうだな」

「いっぱいだ!!」

「分かったから。いっぱいなの分かったから。もう十分だから」

「はああ、すごい……これは衝撃の出会いだぞぉ……」

　ベルは頰を紅潮させながら、ぺたんとアヒル座りで床に座り込んで、一心不乱に本をめくっている。

「うわあ」とか「ひゃあ」とか声を上げて無む邪じや気きに喜ぶその姿は、本当に子供のようでかわいらしかった。甲かつ冑ちゆう身につけて帯たい剣けんしている人の反応とは思えない。本を不要だとか言い切っちゃった人の反応とも思えない。

「いや、確かに衝撃は与あたえたんだけど……まあ、いっか。ところでベル」

「うん、何だ。わたしはいまこのホンの相手で忙いそがしい」

「いや、話の続きなんだけど」

「続き？　何か話していたか。わたしはいま忙しい。忙しい」

「忙しいのは分かりましたってば。で、この図書館が必要か不要かって話だよ」

「もちろん必要に決まっているだろう。何を言っているのだ、おぬしは」

　手のひら返しもここまで来ると潔いさぎよいな。

「それ、リーネさまにもそう報告するんだ？」

「もちろんだとも。は、こうしてはおれん、姉上に報告せねば。ユーイチ、行くぞ！」

　ベルは本を持ったまま、僕の手を縛しばるツルを引っ張った。僕は犬のように引っ張られて、図書館から連れ出された。







「……なるほど。これが、ホンですか」

　再び僕を連れて玉座の間へ戻もどってきたベルが本を捧ささげ渡わたすと、受け取ったリーネさまは、それを開いてしげしげと中を見る。

　本を確かく認にんする彼女は、絵になるような美女だが、相も変わらず目つきは悪い。

「……というわけで、ユーイチはトショカンが国の利益になるのではないか、と申しております」

　玉座の下で跪ひざまずいたベルが、僕から聞いた図書館についてをかい摘つまんで報告した。

「お前はどう思ったのですか、ベルフローリア」

「わたしは、そのホンとやらは素す晴ばらしいものだと思いました！　その！　ホンは！」

　明らかに武器防具大全一冊だけの感想のような気がしたが、僕は何も言わずに聞いていた。図書館や本について、僕は正直、興味がない。だからそれがどのように評価されようと、ぶっちゃけ、どうでもよかった。だから、

「この文字が読めるのは、あなただけですか。ユーイチ」

　突然リーネさまにそう話を振ふられた時も、僕は他人ひと事ごとのように肩かたを竦すくめて答えた。

「さあ？　他ほかにも読める人がいるかも」

「では、あなたでなくともいい、ということですね。そうなると、あなたの存在価値もありませんし、生かしておく必要もないのですが」

「僕だけです」

　びっくりした。突然生き死にを決められそうになった。

「そうですか。それだと、殺してしまってはいけませんね……ユーイチよ。このトショカンとやら、どんな価値があるか、わたくしに言えますか？　トショカンとやらは、我が国に利益をもたらすのですか？」

　あれ、これ……身に覚えがある。

　フラッシュバックするのは、就活の面接だ。

　──『あなたを採用することで、弊へい社しやにどのような利益メリツトがありますか？』

　……そんな感じで、自己ＰＲならぬ、図書館ＰＲしろって言われてる。

　そして、『図書館の本を読めるのが僕だけか』と訊きかれたことから推察するに……

〝図書館の価値＝僕の価値〟だ。

「どうなのですか、ユーイチ？」

　どうもこうも、この人たちが、この国が何を求めているのか、欲ほつしているのか、全然分からないのに。しかも図書館について僕、別に詳くわしくも何ともないのに。

　……なのに、何をどうＰＲせよというのか。

　リーネさまの冷ややかな視線が僕に刺ささる。見下す角度で、ぐさぐさと。

　就活の面接で重役たちの前に立たされて「快感♥」とか言ってられないだろう？　同じです。圧あつ迫ぱく面接じゃないけど、間ま違ちがいなく精神的には圧迫されてるっていう。何で異世界に来てまでこんな緊きん張ちよう感かんに苛さいなまれないといけないんだろう……

　そんな風に心臓を握にぎり潰つぶされそうになりながら、必死に考える。

　カンペも予行練習も何もないこの状じよう況きようで、頼たよれるのは己の思考力と判断力。そして……神さまとか、仏さまとかかな。

　この際、神さまでも仏さまでも何でもいい。何か、何か──

　──その時、ふと、じいさまの笑え顔がおを思い出した。

　懐なつかしい声が、聞こえた気がした──『優一、図書館はな──』

「も……もしかしたら。この図書館は、リーネさまの、そしてこの国の財産になるかもしれません……」

「財産、ですか？」

　リーネさまが睨にらむように目を細める。

　緊張で勝手に敬語になるレベルでどきどきしたし、口もカラカラだったけど、僕は必死にじいさまが昔言っていたことを思い出し、声にした。

「こ、この図書館にある本には、先人たちの知ち恵えや知識が詰つまっています。その知恵や知識は、リーネさま、あなたを始めとしたこの国の人たちが、もしかしたら誰も知らないものかもしれない。有効に使えば、活用すれば、いろいろな悩なやみや問題を解決できます」

　じいさまが昔、僕に語りかけていたように、僕はリーネさまに語る。

　訝いぶかるようなリーネさまの視線に、じいさまが言っていた以上の言葉が僕の口をつく。

「ですから、この図書館はこの国の財産になる可能性がある！　この図書館の本が、国を発展させて、何かもうすごいことになるかもしれません!!」

　口からでまかせ一丁出ましたー。

　何だよすごいことって……突っ込まれても僕にだって分かんないぞ、そんなこと。隣となりにいるベルも「何だよすごいことって」という顔をしている。

　ええい、ままよ！




「で、ですから……ですから、必ずやこの国に莫ばく大だいな利益を提供するでしょう！」




　自分でも訳が分からないまま、僕は、やけくそで押しの一手を使った。

　フッ、言い切ったぞ……と、やり切った感に浸ひたっている時だ。

「莫大な利益、ですか。では……」

　リーネさまが、懐ふところから何やら取り出した。

　ソロバンのようなそれの石を、パチパチパチパチ、と弾はじく。

「……ふむ、維い持じ費はこれくらい……人件費はこれくらいですか。なるほど」

　そうして何やら納得して、彼女は僕を見下ろして静かに言った。

「ユーイチ。あなたに、トショカンの管理と活用を命じます」

「……はい？　ええと、それって……」

「分かりませんか。利益を出してみろ、と言っているのです」

　リーネさまが、にっこりと笑顔になった。

　胃の辺りが痛くなるような、怖こわい笑顔だった。

「トショカンには統治する責任者はいなかったのですか」

「え……いましたけど、館長」

「では、あなたは今からトショカンの館長です。わたくしが任命しました」

「過去形……いやいや、何を勝手に」

「この国では、わたくしが統治者です。わたくしの国に、勝手に、許可も取らずに建造物を発生させておいて、何の罰ばつも与えずにいてあげようと言うのですよ？」

　ぐ……それを言われると、何も言い返せない。

「トショカンで利益を出しなさい、ユーイチ。そうすれば、トショカンを残し、あなたがこの国で生きることを、人間族女王リーネストーリアの名のもとに許してあげましょう」

「それって、利益を出せなかったら……」
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「存在意義の欠けつ如じよにより、不要。つまり、生きられないということですね。維持するにもコストがかかるのですよ、物も、人も」

　リーネさまは、みなまで言って微笑ほほえんだ。

　な、何という遠えん慮りよ皆かい無むのお言葉か。この女王、鬼おにか。

「そ……そもそも利益って何ですか。具体的に言ってもらわないと分かりませんよ」

「そもそも、あなたが利益という言葉を使ったのではありませんか、ユーイチ」

　超ちよう悪い目つきで口の端はしを上げられた。

　くっそ、そこで揚げ足を取るとは……超性格悪いぞこの女。




「あなたは言いましたね、『国を発展させる』と。それがあなたが目指すべき、出すべき利益です。どれだけ国の発展に貢こう献けんしているかは、ベルフローリアを始めとした周辺の者たちからの意見を参考に、わたくしが判断します」

　女王さまのさじ加減で決まる、と。なるほどね……

　……ふっ。これ、無理ゲーじゃないかな。

「それ、成果をなかったことにされるという可能性は……」

「やろうと思えばできますが、わたくしは功労者をきちんと評価します。きちんと利益を出していれば、生活に支障がないくらいの給料を保証します」

「なら、賞与ボーナスは出ますか」

「ぼーなす？」

「ええと、期待以上に頑がん張ばった分に与あたえられる報ほう奨しようというか」

「考えておりませんでした。が、そうですね。検討します」

　よかった。ボーナスもらえるなら、地を這はうばかりのモチベーションも、少しは上がるってものだ。少しだけど。ほんの少しだけど。

「他に質問は」

　ありすぎて、逆に出てこなかった。

「では、何もないということで。ちなみに、今月のノルマですが……」

　僕が無言でいると、勝手に判断して、ノルマをつらつらと話し始める女王さま。

　……ええと、この世界には、他には国がないんでしょうか。国外脱だつ出しゆつ無理ですかね。せめて転職、いや、雇こ用よう主を替かえることはできないかな……

　そんなことについて考えていると、満面の笑みでベルに肩ポンされた。

「しっかり働けよ、ユーイチ！」

　……完全に労働力扱あつかいされてしまいました。

　しかも最初からノルマついてるし、多分ここブラック企き業ぎようの類たぐいじゃないかと思う。いま「就職おめでとう！」とか言ってくる人がいたら、迷わず殴なぐり倒たおす自信があります。

「寝しん食しよくなどの生活はトショカンで行うといいでしょう。トショカンの所有権はあなたのものですから」

「というか、僕の手元には現状、図書館しかないんですが……」

「では、トショカンを大事にしないといけませんね」

　そんな風にさらりとおっしゃいました。

　木の剣けんと鍋なべの蓋ふたを渡わたされてモンスターを倒せ、というのよりは恵めぐまれているのかもしれないが、先立つものがうらぶれた図書館一つしかないのに利益を出せというのは、やはり無理ゲーではなかろうか。

　しかも、本はこの世界の人たちには読めないみたいだし……

　他ほかに初期装備的なものが貰もらえる気配はなし。チュートリアルも雑すぎて、ゲームだったらクソゲー認にん定ていしているところだ。ＣＤ‐ＲＯＭなら叩たたき割ってるね。

　しかし、どうやら『図書館の廃はい館かん＝僕の死』という構図の成立によって、僕は図書館と一いち蓮れん托たく生しようすることになってしまったらしい。

　……どうしよう。

　図書館のことなんて、詳しくないどころか、全然知らないレベルだし。

　本とか、ほとんど読んでこなかったし。

　ぶっちゃけ図書館とその本だけを渡されて利益を出せなど言われても、はてどうしたものかと頭を抱かかえざるを得ないんだけど。装備できない武器を渡された気分なんだけど。

　そもそも図書館運営って、業種は何業になるんだろう？　僕、それすら知らないんだけど……

「どうするのです、ユーイチ。トショカンの館長、やりますか？」

　リーネさまが、最後の確認だというように、超見下す感じで言ってきた。

　望まぬ就職だ。もっと、優良ホワイト企業を選びたかった。

　高給、週休二日、福利厚こう生せいもばっちりで、雇用主や上司は菩ぼ薩さつのように優やさしくて良識があって、同どう僚りようにも恵まれ、最初から自分の能力を使って大だい活かつ躍やくできる……そんな場所への就職を夢見ていた。

　だが、内定が来たのは、ここだけ。

　ぼっちで異世界で図書館運営。断れば、デスだそうです。

　……ため息、一つ。

「…………いいですよ。館長、やります」

　僕の答えに、リーネさまがいい感じにＳっ気のある笑顔で言った。

「それでは今後、あなたの有益性を示してみせなさい。楽しみにしています」

　僕の有益性、ですか。

　そんなのあるなら、僕自身が教えて欲しいよね。

　……ため息、もう一つ。俯うつむいた拍ひよう子しにズレた眼鏡めがねを押し上げる。




「………………善処しますよ」




　こうして僕と老図書館との、異世界生活が始まったのだった。
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　人間族の集落に面おも白しろい建物が現れた。

　どうやらその場所へと行けば、天から啓けい示じを与えられるがごとく、どんな悩なやみもあっという間に解決するらしい。




　そんな噂うわさが、この世界ペルムの住人たちの間でまことしやかに囁ささやかれるようになった。

　すごい場所じゃないか、と思うだろう？

　そんな場所があったら、確かにすごいと僕も思う。

　でもね、驚おどろくことなかれ。

　……それ、どうやらこの図書館のことらしいんですよ。







「ユーイチユーイチ、ズシャーッて切れそうだ！　敵の血がブシャーッてなりそうだ！」

　もの凄すごく物ぶつ騒そうな効果音を上げた姫ひめ騎き士しさまことベルが、開いた本のページを指差してうっとりと目を細めながら言った。

　もちろん本は武器防具大全。

　うん、ハタチ前後の女の子の見せる反応じゃないね。

　服とか宝石とか、そういうのだったら分からなくもないんだけどね。

　ベルは、リーネさまに僕の仕事ぶりを報告するためだとか言って、もう毎日のように図書館へやって来ていた。一応、僕の上司的な立場の人である。

　だが、武器防具大全を開いて今のように黄色い声を上げているだけなので、きちんと仕事ぶりを見てくれているかというと、怪あやしいことこの上ない。

　実際、僕の方を見てる時間、皆かい無むだし。

　この人、この国の騎士団長らしいんだけども、騎士団って暇ひまなんだろうか。

「なあなあ、見てくれ。これ、これこれ、すごくないか!?　すごくない!?」

「はいはい、すごいねー。よく分かんないけどねー」

　暖かい空気に満ちた昼下がりの図書館。その棚たなと棚の間を歩きながら、僕は生返事をした。季節は春か……いや、この世界は常とこ春はるのような気候なのかもしれない。

　図書館と共に異世界生活を始めてから、かれこれ十日が経たっていた。

　最初にリーネさまから、前まえ払ばらいということで生活費を支給された僕。

　驚いたことに、食料の現物支給だった。

　給料とか言いつつ金を寄よ越こさないとはとんだブラック企業だな！　などと思ったのだが、なんと、この世界には貨か幣へいというものが存在しないらしい。まさかの物々交こう換かん制なのだ。

　不便だと思うのだが、まあ、本も紙もないなら、そういうこともあるだろうか。

　だが、最低限の生活を保証するとリーネさまは言っていたな。

　……あれは噓うそだ。

　数日分しか渡されなかった。「足りない分は来館者から対価として徴ちよう収しゆうしなさい」などと言われた。

　ひどすぎるよね、あんまりだよね……

　さて。嘆なげいていても雇用主や待たい遇ぐうは変わらない。

　その支給品と来館者からの対価を切り詰つめて細々と糊こ口こうをしのぐギリギリの底辺生活をしながら、僕はベルに付き添そってもらい、この世界が（とは言え図書館周辺だけの話だが）どんなものかを見て回った。

　そのおかげで、少しずついろいろと分かってきた。

　まず、住んでいる住人。

　どうやらこの世界では〝なんとか族〟のように種の名に〝族〟をつけてそれぞれの種族を呼んでいるらしい。

　いくつかあるが……まず、ベルや僕のような人間族。

　それから最初、城に連行される時に見かけた種族──小さくてずんぐりむっくりなのはドワーフ族、羽の生えたのはハルピュイア族だ。人型だが獣けものに近い姿を持つ獣じゆう人じん族や、水辺で暮らすウンディーネ族にも会った。彼らは、この人間族の集落リクリウッド王国に住んでいるだけで、故郷というか、種族の集落が別にあるらしい。

　実際に会ったのはその四種族だけだが、他にもエルフ族やドリアード族、それからウィスプ族なんて種族もあるとか。主な種族はその八つだが、他の人口の少ない希少な種族を含ふくめると、いくつの種族が存在するのかを正確に把は握あくするのは困難なようだ。

　何というか、剣と魔ま法ほうのＲＰＧの世界みたいだった。

　ところで、剣はベルや兵士さんが持っていたが、魔法なんかもこの世界には存在しているのだろうか。あるなら見てみたいものだ。

「これはザシュッって感じかな！　ギャルンッてなりそうだ！」

　そんなことを考えていたら、ベルが再び物騒な効果音を上げた。

　……ごめん。先せん鋭えい的すぎるというか、独創的すぎて、もう全然分かってあげられない。ザシュッはまだ分からなくもないけど、ギャルンッてどんな感じですかそれ。

「なあ、ユーイチ！　何て書いてあるんだこれは！　名を何というんだ！」

　僕の雑な応対にもめげずというか気づかず、後ろをついてきていたベルが僕の服の裾すそをくいくいっと引っ張った。

　なお、いま現在、僕はこの世界の衣服を着ている。来た時に着ていた服は、さすがに三日も着ているうちに要洗せん濯たくとなったので、なけなしの給料で手に入れたのだ。訊きけば、どうやらあの街中に生えていたゼンマイ状の植物の綿毛で作った服らしい。

「えーと……『柳りゆう葉よう刀とう』だってさ。『日本で青せい龍りゆう刀とうと呼ばれるものはこの形だが、厳密に青龍刀と言えば、薙刀なぎなた型の青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを指す』だそうだ」

「セイリュウエンゲツトウ!?　何それかっこいい!!　何それ!!　ユーイチ何それ!?」

「ええとちょっと待て、参照ページが書いてある……これだな」

　そう言って、青龍偃月刀の写真が載のっているページを見せてやる。

　写真を指で示せば、それを見たベルが目をキラキラさせて周囲に星ほし屑くずを振ふりまいた。

「ふああ、かっこいい……かっこいいな、ユーイチ！」

「はいはい、そうですね。かっこいいですね」

「むう……なぜおぬしはそんなにツレない反応しかせんのだ。つまらんぞ」

「あんたのお姉さまに頼たのまれた仕事してるんでしょうが」

　リーネさまから直々にされた依い頼らいだった。

　依頼と言っても大したことではない。

　それは昨日、リーネさまに玉座の間に呼び出され、「十日も経ってまだ利益皆無のようですが、言い訳を聞きましょうか」と超ちよう怖こわい笑え顔がおで説教を食くらった時のことだ。

　──「別の世界から来たからですかね。勝手がまだ分からなくて」

　利益が出せていないことの言い訳としてそんな風に答えたところ、リーネさまは興味をお持ちになったらしい。そして、僕がいた世界がどんな世界だったか、それをリーネさまは知りたいと言った。

　口頭で説明してみたのだが「分かりづらい」、「もう一度」、「伝える気があるのですか」とプレゼンの駄だ目め出だしもかくやというような感じで指し摘てきされてしまい。かと言って、わざわざ図書館までご足労願うわけにもいかず。

　というわけで現在、ざっくり『元の世界は、こんな感じでした』と、絵か写真で紹しよう介かいできる本を探していたのだ。

「リーネさま、異世界について、何だかやけに興味を持ってたな」

　目についたタイトルの本を手に取って中を見てみるが、コレジャナイ感がすごかったのでそっと棚に戻もどす。テキトーに渡わたしてもいいのだが、またあのおっかない顔で怒おこられては敵かなわない。

　しかし、図書館の本って、何順で並んでるんだこれ。タイトル順でもないし、著者順でもない。何となく似たような種類の本が並んでる気はするんだけども……

「姉上は、異世界というのに憧あこがれていたようだからな」

　武器防具大全を読みながら、ベルが言った。

　あの高ハイ圧プレ女ツシ王ヤーさ・クイまーンが異世界に憧れてたか……何だ、少しは可愛かわいいところもあるんじゃないか──

「──って、じゃあ、この世界の他ほかにも世界があるって、リーネさまは知ってたのか？」

「さあ、どうだろうな。わたしは詳くわしく訊いたことがない。武器防具の話なら詳しよう細さいを乞こうていただろうが、それ以外は別にどうでも」

　お前さんは武器防具以外のことにも興味を持とうな……

　まあ、言っても無む駄だなのはここ十日ほどで十分理解したからもう言わないけども。

　リーネさまに詳しく話を聞いてみたいが……いや、訊いたら「そんなことより働きなさい」とか平気で言ってきそうだ。やめよやめよ、わざわざあの人に接せつ触しよくしたくない。

「こにゃにゃちわ～」

　その時、図書館の入り口の方から声がした。

　ベル以外の人が来るのは、これで今日は三人目だ。

　何用か予測しながら、僕は手ぶらのまま棚の間から出て、図書館の入り口へ向かった。

　入り口には、猫ねこ耳みみ娘むすめさんが立っていた。

　耳や髪かみ、尻尾しつぽが茶色い。手には籠かごをぶら下げている。

「こにゃにゃちわですにゃ、トショカンの館長にゃん」

　挨あい拶さつを再びして、猫耳娘さんが頭を下げた。尻尾も生えている。

　どうやら獣人族のようだ。中学生くらいだろうか、小さくて可愛らしい。

「ここでお悩み相談をしてるって聞いたんにゃけど」

「あー、まあ、お悩み相談ね……うん、まあ、そう」

　僕の歯切れ悪い返事に、猫耳娘さんが猫目をぱちぱちさせた。

　僕は、お悩み相談なんて始めたつもりはないのだ。だが、どこからどう噂が流れたのか、そんなことになっているらしい。

　つまり、「あそこでお悩み相談をやっている」と。

　さらにやって来た先客の悩みを実際に解決してしまったりしているせいで、どうやらここ数日で「あそこで悩み事を相談すると解決する」に噂がグレードアップしたようだ。

　そのおかげで、一週間前には一日に一人冷やかしの人が来るか来ないかというような感じだったのに、今では一日に二人は必ず来るようになっていた。

　今日は三人目なので記録更こう新しん。実際に来館者から対価を貰もらっているので、繁はん盛じようしていると言っていい。

　この状じよう況きようで「利益皆無」なんて言ってくるんだから、リーネさまはお厳しいお方だと思いますよ本当に。昨日そんなことを思わず零こぼしたら「トショカンの中に人を溢あふれさせてから言いなさい」と、にべもなく一いつ蹴しゆうされましたけど。

「お代は持って来たにゃあ。先さき払ばらいにゃ」

　言って、猫耳娘さんは手に持った籠から、なんとネズミを出した。

　しかも生きているやつだった。チューチュー悲鳴を上げている。

「そ、それを僕にどうしろとっ……!?」

「食べろにゃ。ごちそうにゃ。丸焼きにするといいにゃ」

「いやなんかもう本当ごめんなさいお断りします」

　郷ごうに入りては郷に従えとは言うが、いきなりハードル高すぎでしょう。まあ、昨日イモムシ持ってきたハルピュイアの少年よりはマシか……

「ユーイチ、食わず嫌ぎらいはいかんぞ」

「じゃあお前にやる」

「わたしは、いい。遠えん慮りよしておく」

「なんだ、お前さんも食わないんじゃないか」

「わたしは、一度は食べた上で断っている。ただ好き嫌いが激しいだけだ」

「それ胸張って言うことじゃないからな？　偉えらくないからな？」

「ふむ。館長にゃんはネズミが嫌いかにゃ。じゃあ、こっちでどうかにゃ」

　猫耳娘さんが同じ籠からどデカいラグビーボールみたいなものを出してきた。カカオの実に近いというか、味もチョコレートっぽいのは既すでに先日食べて知っている。ただし、中に種がなかったので、もしかしたらこれ自体が実ではなく種なのかもしれない。

「それでいいよ。引き受けよう」

「にゃった！　ええと、相談にゃんだけど、簡単にノミ対策ができんかにゃと」

「ノミ？　ああ、あのぴょんぴょんする」

「そうにゃ、あの忌いまわしい寄生虫にゃ。健康な獣人は大だい丈じよう夫ぶにゃんだけど、ちょっと疲つかれた獣人はノミに憑つかれちゃうのにゃ」

　何だか幽ゆう霊れいみたいな扱あつかいである。

「ノミに憑かれたら手で取るしかにゃいんだけど、それが面めん倒どうでにゃあ。しかも同じ獣人だとうつされちゃう可能性があるから、ノミ取りをするのもにゃかにゃか大変で……」

「というと、簡単な方法で駆除したいってことかな」

「そうにゃ！」と猫耳娘さんがこっくんと頷うなずいた。

　僕は猫耳娘さんをその場に残し、本ほん棚だなに向かった。確かさっきこの辺に動物関係の飼育書の類たぐいがあった気がしたんだけど……

「うーん、ここじゃない。こっち……でもない」

　そうこう行ったり来たりして、ようやく動物関係の本にたどり着いた。

　今回もたまたまたどり着けただけで、館内はそこそこ結構広いし時間がかかる。

　やっぱり探しにくいんだけど、何か法則とかないのだろうか。

「……いや。待て待て。あったぞ、確か……」

　前にじいさまが教えてくれた気がする。何だったかな、本の背表紙についてるこのラベルの数字が関係していた気がするんだけど……

　……まあいいや。とりあえず今は猫耳娘さんの相談だ。

　猫飼育の本を見つけて、棚から引っこ抜ぬいて何冊か確かく認にんする。それらに書いてあったのは、『シャンプーやら薬を使う』、『獣じゆう医い師しに相談』などの方法だった……何か違ちがう気がする。そういう方法を選べる世界なら、猫耳娘さんはここに来ていないだろう。

　と、その付近で『犬猫にやさしい自然派治ち療りよう』という本を見つけた。

　ページをめくってみると──あった、〝手作りするノミの忌き避ひ剤ざいについて〟。

　これが一番近いかも……とりあえずその本を持って猫耳娘さんのところに戻る。

「どうかにゃ？　全部まるっと解決しそうかにゃ？」

「うーん……この本に書いてある材料がこの世界に存在するのか分からないし、この世界のノミが僕の世界のノミと同じか分からないから、断言はできないんだけど」

　僕は図書館入り口にあるカウンターの、対面して座れる席に猫耳娘さんを座らせた。僕も向かい合って座り、手元を明るくするためにテーブルランプのスイッチを入れる。

　不思議なことに、ここには電気が通ってないはずなんだけど、このランプはつくのだ。先日からきちんと点灯している。

「ええと、いろいろ方法はあるみたいだけど、比ひ較かく的てき安全そうなのはこれだな。『ナツシロギクやオックスアイデイジーなどのキク科の花を容器に入れ、お湯を注いで作るリンス剤』。これをぶっかける」

「ナツ……にゃにゃん？　分からにゃあ……にゃにかにゃ、それ？」

「植物の名前なんだけど」

「ならドリアードに訊くにゃ。この葉っぱの絵を見せれば分かるにゃん？」

「いい案だとわたしも思う。ドリアードならば、植物に関してはエキスパートだ」

「ホンとかいうそれ、借りてもいいかにゃ？」

「いいけど、返してくれよ。あと、ここに名前書いて」

　貸すのはいいが、一応ここの本はこの図書館の財産でもある。なので、本来の図書館がやっているように、貸し出しの記録をとっておくことにした。業務マニュアルのようなものがカウンターに残してあったので、それを参考にすることにしていた。

　さて。

　何でも、最近では非常に珍めずらしいとは聞いていたが、この寺澤文庫図書館は未いまだに貸出カードと言われる紙製のカードで本の貸出管理をしていた。

　本の裏表紙の内側にポケットが作られていて、そこにカードが挟はさまっている。貸出者に名前を書いてもらったそのカードのみを、本が貸し出されている最中、図書館側で保管するというアナログな管理方法だ。

　じいさまが言っていたのだが、昔は一いつ般ぱん的なやり方だったらしい。だが、今はコンピュータで管理されているところがほとんどだとか。実際、中学、高校、大学と、僕も図書館を使う機会は微かすかにあったわけだが、そこでもコンピュータ管理のようだった。

　とりあえず、僕は本を貸し出す上で、この図書館にあったシステムをそのまま用いることにした。未使用のカードもたくさんあったので、当分の間はそれを使えばいい。

　しかし、初めての貸出希望者を相手に、一つ問題が発覚する。

「あのう、館長にゃん……名前というか、字が書けないにゃん……」

　猫耳娘さんが耳と尻尾を垂らしてしょんぼりと言った。

　しまった。この世界の識字率を考えていなかった。

　本や紙に記録する習慣がないのだ、書けなくとも仕方ない。

「ええと、それじゃ君が書いたって分かるような……そう、サインを書いてくれないか？」

「さいん、にゃ？」

「どんなものでもいいよ。簡単な絵とか……似顔絵でもいいし」

　と、猫耳娘さんはピンときたらしい。「書くにゃ！」と言って、僕が渡したペンを幼い子供のように握にぎった。そうして一心不乱に何かを書き──

「できたにゃ！　さいんにゃ！」とカードを見せてきた。

　ええと、この○と△を組み合わせて描かいたようなこれは……

「似顔絵にゃあん。可愛いにゃあん♪」

　……なるほど。可愛いかどうかは別として、そう見えなくもない。

「これで館長にゃんは、ミーナが借りたって分かるにゃ？」

「君、ミーナって名前なのか」

「そうにゃ」と猫耳娘さんが頷く。

「うーん。これじゃ結局誰だれのか分からなくなりそうだから……いいや、こうして、」

　僕はミーナのサインの横に『＝ミーナ』と補足を書いておいた。今後、他の人たちに貸す時も、とりあえずサインと僕が名前を代筆したものとで記録を取っていこう。

　カードに必要なのは、あとは貸し出した日の日付だ。

　この世界にも何月何日という概がい念ねんはあるようなのだが、〝ふくら鳥の月〟やら〝狸たぬきの寝ね待まち月〟やら名めい称しようがよく分からないことになっていた。そのため、僕は暫ざん定てい的に、この世界に来た日を一月一日にした。

　なので、今日は一月十一日（何となく数えておいたのだ）。それを猫耳娘さんの名前脇わきに記入した。とりあえずこれで貸し出してから何日経たったのかは把は握あくできる。連れん絡らく先とかもあればなおいいのだが、あいにくこの世界には電話なんてものはない。

「ありがとにゃ！　ドリアード族のところに行ってみるにゃ！」

　にゃにゃーん！　と手を振ふって、本を受け取った猫耳娘さんのミーナは、カギ尻尾をふりふり、足取り軽く図書館から出て行った。

「今日はもう誰も来ないか……っていうか、さすがにこう毎度迷うとなると、図書館内のどこに何の本があるのか把握しておきたいな……うーん、何かないだろうか」

「ユーイチユーイチ！　これは何だ！　盾たてか!?」

「図書館に盾なんてあるわけないからなー」

　うちのご先祖さまの収しゆう集しゆう癖へきは、本に対してだけだったはずだ。盾などあるわけない。

　ベルを無視して何か館内を把握する術すべがないか本棚の方を見て考えていると、くいくいっと服の裾すそが引っ張られた。もちろん犯人はベルだ。

「ユーイチ、ではこの金属の板は何なのだ？」

「……金属の板？」

「何か彫ほられている。あと、何か、文字が書かれたカミがくっついてるぞ」

　僕は振り返ってベルが示すものを見た。

　そこにあったのは、館内案内図だった。

　そんなものあったのかという感じだ。しかもご丁てい寧ねいに注ちゆう釈しやくが、手書きで貼はられている。

　見覚えのある文字……どうやら、じいさまの字のようだった。

　日本十進なんたら法がうんたら～というざっくりした説明書きと、その他ほか、案内図の棚を示すところに、数字と単語がセットで書かれた小さなシールがいくつか。

　シールの方は、説明書きよりも０ゼロの数が増えている。

「『０００　総記』、『１００　哲てつ学がく』、『２００　歴史』……ベル、ちょっと本貸してくれ」

「ちょ、ちょっとだけだぞ？　本当に……ちょっとだけ……」

　下着を見せてくれそうな感じでベルが言った。だが、そんなイベントはない。

　さて、今生の別れか離はなれがたしというような表情のベルを横目に、僕は武器防具大全の背表紙のラベルを見た。

『５５９．０２３』

　館内案内図のシールを見ると、『５００　技術・工学』とあった。

　ついでにカウンターに置いておいた、ここに来た時に光った例の『恐きよう竜りゆうのほん』を見る。

『４５７』

　再び館内案内図のシール数字を見ると、『４００　自然科学』と書いてある。

　……なるほど、少し理解できた気がする。

　つまり、背表紙のラベルが０００～０９９の番号は〝総記〟という括くくりの本、１００～１９９の番号は〝哲学〟という括りの本で、この武器防具大全は５００～５９９の番号に含ふくまれるので〝技術・工学〟の括りの本なのだ。

　十の位以下とか、小数点以下が何かとかさっぱりだけど。だが、とりあえず大まかにはこの館内案内図を頼たよりにすれば目的の本の目星がつけられるだろう。

　しかし、図書館ユーザーはこんなの熟知してるのだろうか。僕も図書館をちょっとでも使ってたら、「こんなの常識だぜ」って言って少しは楽に本が探せてたんだろうか。

　……まあ、そんなことを考えても仕方ない。もしかしたら他にもヒントが転がっているかもしれないし、もう少し館内を探検してみよう。

「ユーイチユーイチ！」

「うん？　何だベル、そんなに必死こいて」

「返しておくれ！　そのホンを返しておくれ!!　お願いィ!!」

　ぐいぐい引っ張られた。切実に引っ張られた。眼鏡めがねがズレた。

「はいはい……まったく、すっかり愛読書だな」

「そうだとも、アイドクショだ！」

　絶対に意味が分かっていないベルが、武器防具大全を胸にぎゅっと抱だいて言った。

　……まあ、ある意味間違ってなさそうだし、今回は別に説明も不要かな。

「うーん。それにしても、何だか大層な噂うわさが広まってるみたいだな」

「噂とな？」

「この図書館に来ると悩なやみが解決するっていうやつ。今朝、ご近所さんに言われた」

　すごいねえ、頑がん張ばってねえ、とご年配の女性たちに言われた。

　あんな風に期待を込めて言われては、いえその噂は誤解です、とは言えなかった。

「どっから流れたんだか」

「ああ。それならわたしが流しておいた」

「お前か、風説の流る布ふの犯人は……しかしまた何でそんなことを」

「『新しく店を開いたら宣伝が必要でしょう。ベルフローリア、存分におやりなさい』と姉上に言われた」

　ベルがリーネさまの真似まねをして言った。さすが姉妹、似ている。

　しかし、あの女王さまが主犯か。まったく、手を回すのがお早いことだ。

「いや、ここ店じゃないし、あの噂、すごいチート感満まん載さいだったんだけど」

「はて？　〝ちーと〟とはなんだ？」

「んー。何ていうか、〝反則的に強すぎる〟とか〝ありえないくらいに万ばん能のうすぎる〟とか……つまり、あれだ、〝すごすぎる〟ってこと」

　我ながら残念な語ご彙い力だなとは思うが、これ以上の説明をしてもきっとベルには伝わらないだろうと思う。

「トショカンはちーとではないと、ユーイチは申すのか？」

「ただの図書館だよ。強くもないし、万能でもなければ、別にすごいってことも……」

　図書館が異世界でチート生活できるなんて聞いたことないし、図書館ＳＵスＧＥゲＥＥー！　とはならないだろう。だが、

「何をいう。トショカンはすごいではないか」

　あっさりとベルが言った。

　いや、武器防具大全をヨダレ垂らして見ながらの発言なので、説得力がまるでない。完全にその一冊に心摑つかまれただけで言ってるだろう、それ……

「うーん。すごいかねえ……僕にはすごさが全然分かんないけど」

「実際に住人たちの悩みを解決もしているではないか。もう十人近く」

「あれ、そんなに？」

「パッと思い出すと、ハルピュイア族から『いい声で歌うための発声法が知りたい』、ウンディーネ族から『最近乾かん燥そう肌はだがひどくて』、人間族から『夫ふう婦ふ喧げん嘩かしたが仲直りしたい』、『あの人を振り向かせるには』、『強くなる方法』なんかがあったな」

「あー、あったあった」

　それにしても人間族の相談事が俗ぞくっぽすぎる気がするのだが。

　あと最後のは、この姫ひめ騎き士しさまからのご相談です。とりあえず筋トレ本を渡わたして少し解説というか読み聞かせてやったのだけど、どうやら兵士さんたちにやらせているらしい。兵士さんたちもご苦労さまです。

「でも、解決してるかまだ分からないものもあるし、リーネさまにも満足されてない」

「よいではないかよいではないか。姉上にはこれからご満足していただけるだろうよ」

　悪い殿とのさまみたいな台詞せりふで、ベルが無責任なことを言う。武器防具大全を舐なめるように見ながら。

　うん、全く真しん剣けんに考えてないな。







　──それから数日後。

「にゃにゃーん！」

　カウンターの中に何があるのか探さぐっていた僕は、その元気な声に顔を上げた。

　猫ねこ耳みみ娘むすめのミーナが図書館に再びやって来た。

「館長にゃん、先日はありがとにゃん！」

「お、おおう、どういたしまして？」

「ノミ駆く除じよのお薬、ちゃんと効果あったにゃ！」

「ほお……材料見つかったんだ？」

「ドリアードにホンの絵を見せて相談したらすぐに見つかったにゃ。植物のことはドリアード族に訊きけば一発にゃ！」

　ドリアード族とは、ベルに聞いたところ、植物と人生を共にしている種族らしい。

　植物を愛し、植物を友とし、植物を家族として過ごしているのだという。それなら植物についてエキスパートになっても当然かもしれない。

「これはお礼だにゃあ！」

　どさっ、とミーナは籠かごをカウンターに置いた。

　例のカカオっぽい実がたくさん入っていた。

「また頼たのむにゃん。あ、あと、ドリアード族の族長がトショカンに興味持ってたにゃん」

「ドリアード族の族長とは、ネロリどののことか？」

　毎日毎日飽あきもせず、今日も今日とて武器防具大全を眺ながめていたベルが、ミーナが来てから初めて反応した。

「そうにゃ」とミーナが猫耳をぴょこんと動かして頷うなずいた。

「ベルの知り合いなんだ？」

「ああ、一応、族長同士の会議で、姉上のお供を仕つかまつった時に顔を合わせているしな……しかし珍めずらしいな。あの方が人間族のことに興味を持つなど」

「何か相談したい悩み事があるんじゃないかにゃ？」

「ふむ……だが、よほどのことでなければ、あの方は相談になど来ないだろうな」

「そうなんだ？　集落が遠いとか？」

「いや……ドリアード族は、人間族のことをあまりよく思っていないようなのだ。というより、人間族を下等種族だと思っているらしい」

　おお、何かあまり芳かんばしくない雲行きの言葉が出てきたぞ。

　やっぱり異世界にも種族間問題みたいなのはあるんだな。

「それは姫騎士にゃんが脳筋だから……」

　ミーナがベルに聞こえないくらいの声で言った。

　……うん。人間族が見下されている理由はこいつか。理解した。

「うん？　何か言ったか？」

「言ったにゃ。姫騎士にゃんは高貴って言ったにゃ。にゃあ、館長にゃん？」

「ああ、そうだね。剛ごう気きだって言った気がしたけどね」

「ふむ。高貴も剛気もいい言葉だな。褒ほめてくれてありがとう！」

　キリリとドヤ顔を決めてベルが誇ほこらしげに言う。

　うん、本当は二人で揃そろって馬ば鹿かにしたんだけどね。ミーナもなかなか腹黒い子である。

　そんな風に「ドリアード族の族長が～」などと噂をしていたせいかもしれない。ミーナが帰った直後だった。




「失礼するぞ」




　低く厳おごそかな声こわ音ねが、突とつ如じよ、図書館入り口から聞こえてきた。

　続いて、背の高い男の人が、ぬっと入ってきた。肌はだが木き肌はだのように浅黒く、髪かみは樹木のような艶つやのある緑色──

「ネロリどのではないか」とベルが驚おどろいたように言った。

　どうやらドリアード族族長さまご本人が来館されたようだった。

　……本当、噂をすれば何とやらである。







　さて、僕は現在、いかめしい顔をさらに難しい表情でコーティングしたネロリさんと対面してカウンターテーブルに座っていた。

　ミーナやその他ほかの住人たちと同じように座っているのに、プレッシャーが半はん端ぱない。リーネさまといい、就活の面接と言っても、重役との最終面接くらいの緊きん張ちよう感かんだ。

　まあ僕、最終面接まで行ったことないんだけどね。

「そなたが、異界からの訪問者か」

「は、はい」

　何ですかそのカッコいい呼ばれ方。僕、巷ちまたでそんな風に呼ばれてるのか。

　しかし、そこで会話が途と切ぎれた。

　……沈ちん黙もく。

「ええと、本日はどのようなご用件で……」

　図書館の中を悠ゆう然ぜんと見み渡わたしていたネロリさんに、僕は緊張に堪たえかねて尋たずねた。と、ネロリさんがこちらに気づいたように眉まゆを上げて視線を向けてきた。

「ああ……ここで、悩み事を解決できると聞いて来たのだ」

　ため息のような憂うれいを帯びた声で、ネロリさんは言った。

「何か悩み事が」

「……あるから来たのだ」

　ですよねー。質問を間ま違ちがえました。

「ど、どんな悩み事が」

「………………ううむ」

　おや？　おやおやおやおや？　この反応、多分あれだ。

『人間なぞに頼んで解決するものだろうか』とか悩んでいるやつだ。

「人間なぞに頼んで解決するものだろうか……」

　大正解でした。うーん、人間族かなり嫌きらわれてるなぁ……

「ネロリどの、それは人間族に対する無礼ではないか！　人間なぞとは、我々はそんなに頼たよるに値あたいしない種族かってこれは素す晴ばらしい武器だなユーイチ♥」

　諸悪の根源がログインしたので、文化的な方法で黙だまらせました。

　武器防具大全開いて見せただけなんだけど、チョロすぎじゃないですかねこの姫。多分いま話していた内容、頭からスッポ抜ぬけてるぞ。

　僕は武器防具大全をベルに預け「向こうで読んでおいで」と言った。ベルは本の中を見つめたまま素す直なおに無言で頷いて、勉強机が並ぶ閲えつ覧らん席の方に行った。まるで聞き分けのいい子供だ、助かった。僕はいま一国を救ったかもしれない。

「……女王以外で、あの脳筋姫を一いつ瞬しゆんで黙らせる者がいるとは」

　ベルを見送った僕は、背後から聞こえてきたそんな言葉に振ふり返る。

　発言者のネロリさんは、僕を見て眉を上げてみせた。

「そなた、なかなかやるな」

「え、ええ……お褒めいただき光栄です」

　ネロリさんの空気が若じやつ干かん和なごんだことにホッとする。

　しかし他種族の間でも脳筋で通ってるのか、あいつ……一体これまで何やらかしてきたんだろう。知るのが怖こわい。

「女王ならばともかく、あの姫相手では徒労になるやもと思ったが……あれを手玉に取っておるそなたになら、まあ、相談してみるのも悪くない」

「はあ……手玉にですか」

　真ま面じ目めに相手してないだけなんだけど、他人からはそう見えるのか……なるほど。

「さて、相談だがな。実は我が集落に生育している植物についてなのだ」

　植物、と聞いて驚いた。植物のエキスパートであるドリアードが、植物の素人しろうとである僕に、一体何を相談しようというのか。

　言っておくけど、僕は植物をまともに育て上げたことがない。小学校の時に育てた朝顔も枯らしたし、雑草と間違えて花か壇だんの花を引っこ抜いてしまったこともある。そんな植物の天敵みたいなやつが僕ですけど、いいんだろうか……

　僕が身構えていると、ネロリさんは懐ふところから畳たたまれた布を出した。それを開く。

　中に、葉っぱが数枚入っていた。

「これが、我が集落の植物において、問題が見つかった葉だ」

「問題ですか」

「この葉の、この部分だ」

　樹木の枝のように節のある指で、ネロリさんが葉っぱの表面を示す。

「部分部分に白く粉をふいているだろう。これは本来の、正常な葉にはないものなのだ。こっちが正常な葉だ」

「確かにこっちは普ふ通つうの葉っぱですね」

「この白い粉が現れてから、植物に元気がないのだ。枯れ始めているものもある。こんな風に、我が集落の植物に異常が出るのは初めてのことでな。集落の外でも植物がこんな風になっているのは、これまで見たことがない」

「なるほど、それで図書館ここに相談に」

「植物と共に生きるドリアードが、植物のことを分からぬのだ……笑いたければ笑え」

「いえ、笑いませんけど」

　ネロリさんがピクリと眉根を寄せた。

　めちゃめちゃ怖いのでその表情ご遠えん慮りよ願いたい。

「ええと……だ、だって、知らないことだったから、ネロリさんはどうしたらいいのか知りたくてここに来たんでしょう？　ここは、元々そういう調べ物のための場所なんです」

　確かそうだ。図書館は、そういうところ。

　僕は知らないけど、じいさまが生前にそんなこと言ってたし、間違ってないはず。

「だから、ここに来たことは別におかしなことじゃないですよ」

　ネロリさんは、めちゃめちゃ怖い顔のまま僕を睨にらんでいたが……

　やがて一つ深く息を吐はき出して、テーブルの上の葉っぱに視線を落とした。

「……ならば、相談させてもらおう。単刀直入に訊きく。これは何なのだ？　我らの植物に何が起きているのだ？　……そして、どうしたら元の状態に戻もどせる？」

　ネロリさんの明確な質問に、だが当然、僕はすぐには答えられない。

　僕はネロリさんにその場で待っていてもらうことにした。急ぎでなければ一度帰ってもらってじっくり本を探そうと思ったのだが、急ぎでないはずがない。

　誰だれだって、家族が身体からだの異常で苦しんでいるのに、悠ゆう長ちようにはしていられないだろう。ネロリさんにとって、植物はそういう家族みたいなものだと思ったのだ。

　僕はまず、先ほどベルが発見した館内案内図を見ることにした。

「ええと、植物っぽい本がありそうなのはどこだろう……」

　館内案内図のじいさま手書きの注ちゆう釈しやくに、それらしき項こう目もくがないか探す。

「『４００　自然科学』これか？」

　試ためしに棚たなに行ってみた。

　棚に並ぶ本は、数学……物理学……化学……あかん違う、と思い始めたが、そのまま棚を見ていくと、やがて生物学らしい本が出てきた。少し進むと植物学の本もあった。

「おお、ビンゴじゃないか！」

　……と、思ったが、甘くなかった。

　植物学として分類されているらしい棚に並んでいる本は、あくまで学問の本だったのだ。

　いわゆる植物の構造がークロロフィルがーみたいな本。

　探しているのは、そういう本じゃないのだ。もっと、こう……

「ユーイチ、あったのか？」

　その時、本棚の入り口からベルが話しかけてきた。

「いや。これは勉強のための本だ。探してるのは、もっと、こう……」

　……だめだ。なんて表現したらいいのか。

　適切な言葉が見つかれば、本ももう少し探しやすくなるかもしれないのに。

「ふむ？　よく分からんが、とりあえずあの葉っぱの持ち主である植物は病か何かか」

「そうだろうな。病……となると、医学とか？」

　……いや、それもこの４００の棚の最後に並んでいるけど、違う。

　ここには人間の病に関するものしかない。

「ベル、ちょっと考えよう」

「ふむ。何をだ？　武器のことなら得意だが、そうではあるまい？」

　僕はベルを連れて館内案内図のところへと戻った。再度、案内図と睨み合う。

「植物……病気……」

　考えても『自然科学』以外の項目でこれといった項目は思いつかない。

　あと可能性があるとして、意味が分からん『０００　総記』か、それっぽい雰ふん囲い気きのある『３００　社会科学』、『５００　技術・工学』、『６００　産業』か。

　まあ四つまで棚が絞しぼれているし、ミーナの時のようにぶらついていれば、時間はかかるかもしれないが見つかるだろう。

　そう結論を出し、僕が再び棚のところに行こうと思った時だった。

「まだ分からぬか」

　ネロリさんにそう声をかけられた。僕は振り返り、頷うなずく。

「すみません、お時間を取らせて。まだどこに何の本があるか把は握あくしきれてなくて……」

「そうか。いや、急に来て葉の一部だけを見せて答えをすぐに寄よ越こせというのも勝手な話だとは分かっている。もし可能であれば、我が集落の植物を直接観みてはもらえぬだろうか」

「え。構いませんけど、僕が見ただけじゃ分からないですよ」

「いや、それによる診しん断だんや治ち療りようは期待していない」

「と、申しますと……？」

「一時的に集落の者たちを安心させたいのだ。病に対して手だてがないわけではないことを周知したい。そなたが来てくれれば、それができる」

　なるほど。きっと集落の人たちは不安で混乱もあるかもしれない。

「そういうことならいいですよ。でも、ここからドリアードの集落って、お遠いんでしょう？」

　敬語を使い慣れてないせいで、通つう販はん番組のお高いんでしょう的な口調になってしまったが、「それがなんと～」みたいな返事は全然、誰からも期待してなかった。

「それがなんと一瞬で行けるんだ」

　ベルの答えに、僕は耳を疑いました。







　異世界という所には、時々想像もできないような謎なぞの技術があったりする、らしい。

「ええと、これは？」

　図書館を出て街の中心部の広場へとやって来た僕は、目の前にいくつも並ぶ門のようなものを見て悩なやんだ。

　尋たずねれば、ベルが門をぺしぺし叩たたいて説明する。

「ゲートだ。ここを通ると、鱗リン馬バを使ってひと月ほどかかるドリアードの集落へ一瞬で行ける」

「一瞬で行けるって……お手軽すぎるわ」

　どこでもドアか何かですか。

　門の中に空間の揺ゆらぎが見えて、すごく不安になるんですけど、これ、もしかしなくてもやっぱり、

「ユーイチ、そこへ入れ」

　やっぱりそうだよね。そうやって使うんだよね。

　けど、これすごく勇気いるぞ……などと思っていると、ベルに手を摑つかまれた。

「え」と声を上げた時には、その手を引かれて、僕はベルと二人で門の中だった。

　ぐにゃぐにゃした十センチ幅はばほどのこんにゃくのような空間を突つき破るように抜けると──そこは、緑溢あふれる森の中だった。

「ようこそ、ドリアード族の集落へ」

　ネロリさんが、そんなに歓かん迎げいしていなそうな顔で言った。

　人間族の集落と比べ、植物はずっと大きく太く、その緑も濃こい。住居も木の洞うろの中に造られているようだ。とは言え、窓から見える中は、ログハウスのようで快適そうである。

　そんな集落に住むドリアード族の人たちは、人間族の僕らの訪問にざわついていた。とはいえ、木の陰かげからこちらを窺うかがうような視線を感じるだけで、目の前に来てくれたりはしない……人間族嫌きらわれすぎでしょ、これ。

「というか、到とう着ちやく早すぎやしませんか」

「いやいや、一瞬だと言ったではないか。さて、ネロリどの。さっそく件くだんの植物の場所に案内してくれ」

「それには及およばない。そこだ」
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　ゲートの脇わきをネロリさんが指差した。

　そこには花壇があった。ゲートからの来訪者歓迎のために植えてあるのかもしれない。

　僕はその植物に近づく。

　葉っぱに白い粉がふいていた。左右に十ばかり並んでいる花壇の過半数がそんな状態になっている。枯れ始めているものもあった。

「私がそなたに見せたのは、その花壇の花の葉だ」

　花壇の傍かたわらに目を向ければ、その付近にある植物の葉にも白い粉が見られた。花壇から範はん囲いが広がろうとしているようだ。

「ネロリどの。この植物は病なのだろう？」

　僕の隣となりにやって来て植物を見たベルが、ネロリさんに話しかけた。

「恐おそらくそうだろうとは思うが」

　ネロリさんはベルのことが嫌いなのだろうな。めっちゃ話しかけんなオーラ出てる。

　傍はたから見ているこっちが怖こわいほどだ……だが、ベルは空気が読める聡そう明めいな姫ひめではない。

「そうか……だが、この植物が病だと、何か不都合があるのか？」

　うーわー地じ雷らいっぽいの踏ふみに行ったよこの姫騎き士しさま。

　不都合があるから僕のところに来たんじゃないのかな、その人？

　ドリアード族は植物と人生を共にしている種族だって、お前さんが言ったんじゃん？

　その人生共同体の植物が病気って、つまりものっ凄すごい不都合だと思うんだけど……

　ネロリさんの表情が途と端たんに強こわ張ばる。オーラが一気に黒々しくなり、まるで「てめえの血は何色だ」と問うているようだった。ええ、僕も同感です。

　すわ種族間抗こう争そう勃ぼつ発ぱつか、と思ったが……

「……我が集落の植物は、この世界の植物と繫つながっている。我が集落の植物たちが病となれば、いずれ世界中の植物が病となろう」

　ネロリさんはベルに、淡たん々たんと、怒いかりを抑おさえ込んで、まるで子供に教えるように丁てい寧ねいに『どうして不都合なのか』を説明していく。

　ネロリさん、超ちよう大人だった。僕ならあのポニテ引っこ抜ぬいてたかもしれない。

「あの病になれば、植物が弱る。枯かれるものも増えるだろう。そうなれば……そうだな、お前たち人間族にも不都合が出よう」

「な、何だと？　それはどういうことか？」

「そうだな……例えば、人間が口にする野菜や穀類の収しゆう穫かく量が減るだろう。そうなれば食しよく糧りよう問題が生じ、ひどければ飢き饉きんにも繫がる」

「それはひどい！　もの凄い不都合ではないか！」

「あ、もしかして」

　ネロリさんの言葉に、僕は思わず声を上げた。

　ベルとネロリさんが僕を見て、目を瞬またたく。

「どうしたのだ、ユーイチ？」

「本ほん棚だな、どこを探せばいいのか、分かったかも」







　ネロリさんの狙ねらいである『住人たちを安心させる』という目的も果たせたので、僕らは滞たい在ざいもそこそこに図書館へ戻もどった。まあ、また何かあっても、あのゲートはどこでもドア……つまり一いつ瞬しゆんで戻れるので、問題ない。

　というわけで、館内に戻った僕は、さっそく案内図で棚を確かく認にんしてそこに向かった。

　該がい当とうの棚を見て──あった。

　植物の病気と治療法に関する、いわゆる園芸関係の本が並んでいる。

　本のラベル番号は『６２３』──６から始まる数字の棚は『産業』だった。

「おお、見つけたのか」とついて来たベルが言った。

「ああ。ベルのおかげだよ。あっさり見つかった」

「なんと。わたしのおかげとな。それはよかった──が、わたしは一体何をしたのだ？」

「ベルの質問に、ネロリさんが〝野菜や穀類の収穫量〟って言ったから、もしかして〝農業〟が関係あるんじゃないかって思ったんだ。そこから連想して〝産業〟の棚かなって」

「ほお、おぬしは頭が回るな！」

「お褒ほめに与あずかり光栄ですな」

「我が騎き士し団に軍師として迎むかえ入れてやってもよい」

「……え、遠えん慮りよしておくよ」

　たとえ僕に軍師の才能があったとして、騎士団長のベルが『突とつ撃げき』コマンドしかないから無理ゲーだと思うんだよね。

　まあ、『農業の本』かなって思ったけど、『農業』のコーナーも別にあったから、若じやつ干かん予測は外れたのだろう。見つかったので結果オーライだが、その辺どうして違ちがったのか、いずれ分かるとすっきりしそうだ。

　さて、僕とベルは本を数冊持ってネロリさんの元へ戻った。

「それが、噂うわさに聞くホンというものか」

「そうです。で、ちょっとあっちで中身を見てきたんですけど、この病気の植物の写真が、ネロリさんが持ってきた葉っぱそっくりだなと」

「本当だ……やはり病なのだな。で、これは何なのだ？」

「これは『うどん粉病』という病みたいです」

「ウドンコ病……？」とネロリさんが呟つぶやく。

　うどん粉って言葉、この世界にないよね、さすがに。

「僕がここに来る前にいた世界では、ありふれたよくある植物の病気だったみたいです。カビが──」

　ネロリさんが「カビ……？」と再び呟いた。

　これは、本の言葉を嚙かみ砕くだいて説明しないとだめだな……

「──ええと、目に見えないくらい小さい生き物──が原因で、その生き物が植物たちに取りついている状態です。この白い粉もそれ。で、植物は葉っぱで生きるための力を作ってるんですが、この白い粉に覆おおわれると力が作れなくなって、結果、元気がなくなったり枯れてしまったりする、みたいですね」

「なるほど……そういうことか」

　よかった、納なつ得とくしてもらえる説明ができたみたいだ。

「では、その小さな生き物とやらを、どうやったら追い払はらえるのだ？」

　言われて、僕は本に書いてある対策と治ち療りよう法を見る。

　……人工的な薬やく剤ざいはだめだ、この世界にはない。

　となると、ごく身近な自然にある物質を散布する方法になる。

「ええと、この世界に、〝重じゆう曹そう〟とか〝酢す〟とかってある？」

「ジュウソウ？」

「ス？」

　ベルもネロリさんもキョトーンだ。うん、通じないの予想はしてた。問題ない。

「水に溶とかすとシュワシュワ～って泡あわが出る粉とか、舐なめると酸すっぱい、ツンとしたにおいの液体」

「ふむ。わたしは知らんぞ？」とベル。

「私もだ」とネロリさん。

「ないか……じゃあ、これだ。〝木もく酢さく液えき〟。これを作って、希き釈しやくしたものを散布しよう」

　当然二人から「モクサクエキ？」と呪じゆ文もんのような言葉が発せられた。

　重曹と酢は日本では当たり前に家庭にもあるものだから、これらの本にも当たり前に揃そろえられる前提で書いてある。

　だが、それ以外の方法として挙げられている木酢液は別のようだった。

　そもそも僕が「モクサクエキ？」と首をかしげそうになったくらいなので、一いつ般ぱん的な物ではないはずで。だから、本には入手方法や作り方も書かれていたりするようだ。

　重曹や酢の作り方は書かれてないし、そうなると選べる手はこれだろう。

「作るとな？　作れるものなのか、ユーイチ？」

「たぶん作れるはずだよ。基本的に木材があればいい。それを燃やして出た煙けむりを集めて冷やすらしい」

「木を燃やすのか……？」

「？　まずいですかね……？　木材とか軽く言っちゃいましたけど……」

「……いや、我々も木材を得るために頃ころ合あいの木を切ったりはする。ただ、燃やすのに少し抵てい抗こうがあってな……」

「あ……そうか。大切な植物を燃やすとか嫌いやですよね……すみません、別案を考えます」

「……いや、いい。道具となった木を燃やすことを憂うれうよりも、これから未来ある植物たちを生かす方が大事だ……その方法を試ためしたい」

　ネロリさんは、どうやら木酢液での治療を前向きに検討してくれるらしい。

「そのモクサクエキを作る具体的な方法を教えてくれ」

「理論的にはいま言ったように、木材を燃やして煙を集めて冷やし、三ヶ月以上は静置するみたいです。ただ、そのための装置が必要ですね。こういうのなんですけど」

　言って、僕は本に描かいてあった装置の絵を指で示した。

　するとネロリさんは一つ頷うなずき、

「この装置、私にはさっぱりだが、ドワーフならば形にしてくれるだろう。彼らを頼たよってみることにする。このホンを借りてもいいだろうか？」

「ええ、もちろんです。では、このカードにサインを……」

　ミーナたち先の来館者と同じく、ネロリさんにも貸出カードを書いてもらった。

　当然読めないが、文字のようだ。さすが族長クラスになると、字も書けるらしい。しかし、読めないけれど、ネロリさんが達筆なのは伝わってくるから不思議だ。

「植物たち、元気になるといいですね」

　対価として珍ちん味みらしい実の入った葉の包みを置き（チマキや笹ささ団だん子ごのような小さな包みだ）、図書館をあとにしようと出口へ向かうネロリさんの背に、僕はそんな言葉をかけた。

　ネロリさんが振ふり返り、僕を一いち瞥べつして──「では」と一言残して去っていった。

「ふむ。礼も言わずか」

　人々の相談に答えていく本に「意外と本って使えるかも？」と感心していた僕の傍らで、ベルが不満気にそう言った。

「まあ、まだ植物が治ったわけじゃないしね。それに、僕はこの世界の人にとってまだまだ不ふ審しん者みたいなものだし、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに信用しろってのは無理な話だよ」

「だが、おぬしは手て間ま暇ひまをかけたではないか。感謝や労ねぎらいの言葉をかけられて然しかるべきだろうに」

「まあまあ。労働の対価は貰もらったしさ。ネロリさんは人間族が嫌きらいみたいだし……頼ってくれただけでもいいんじゃないかな」

「ふむ。おぬし、随ずい分ぶんと前向きな考え方をするのだな」

「前向き、か……単純に、頼られたのが嬉うれしかっただけだよ」

　前いた世界──日本には、僕に仕事を任せようとする企き業ぎようは、人は、なかった。

　だから、こうして僕にしかできないことができ、その仕事ぶりに誰だれかが頼ってくれるというのは、誰かの役に立てるというのは……案外悪くないものだと思う。

「ほほう。頼られるのが嬉しい……その奉ほう仕しの心は感心であるな。では、わたしが頼ってやろうではないか」

「対価もらうからな？」

「友情割引にしておくれ♪」

「そんな制度はないし、一国の姫が値切るんじゃありません」

　他ほかの住人に示しが付かないでしょうが、全く。

「では、姉上に報告しておこう。ユーイチが、ドリアードの族長に恩を売るという国益を挙げた、とな」

　何ともいやらしい言い方ではあったが、そのように報告してもらえれば僕としてもありがたい。あの高圧女王さまも、これで少しは僕を認めてくれるかもしれない。給料上げて、ボーナスも支給してくれちゃったりするかもしれない。やったね。

「ところで、ネロリどのが対価にと置いていったものは何だろうな、ユーイチ？　開けてもよいか？」

「こらこら、人のものを勝手に開けないの。あと切らなくても開けられるから剣けんしまって」

　シャラ、と抜ぬいた剣をしまうようにベルに言って、僕はネロリさんが置いていった包みの紐ひもを解ほどいた。葉っぱの中身を見て、ベルが「おお」と声を上げる。

「これはすごい、ピネの種ではないか」

「何それ」

「栄養価の高い高級珍味だ。小さな包みだから、ネロリどのもケチったかと思ったのだが、これだけの量があれば、外で十日ほどは飲み食いできるぞ」

「マジですか。ちょっと外行ってくる」

「ちょっと待てユーイチ。仕事中だ。わたしの依い頼らいを聞け」

「依頼って言ったって、どうせその本読めってやつだろ？」

「よう分かっておるではないか」

　ベルがもうおなじみ『世界の武器防具大全』を見せて、にっこり笑った。いい笑え顔がおをするものだ。剣を握にぎっているよりよほど可愛かわいらしいし、安全である。

　そんなこんなで、その後は他に来館者はなく。僕はベルのために彼女の愛読書を読み聞かせてやり、その日の図書館は閉館となったのだった。







　数日後の朝、まだ空が白み始めたばかりの時間に、城の兵士さんが図書館へとやって来た。

　リーネさまが僕を呼んでいるらしい。「すぐに登城せよとのことです」と言われた。

　普ふ段だんは夢の中のこの時間。まだ眠ねむっていたかったが、せっかく呼びに来てくれた兵士さんに迷めい惑わくをかけるわけにもいかない。もしかしたら、先日見み繕つくろって渡した元の世界に関する本のことで褒ほめてくれるのかもしれないし。

　そんなわけで寝ねぼけ眼まなこに眼鏡めがねをかけて登城し、少し期待しつつ玉座の間へ行くと、

「何ですか、その嘆なげかわしい頭は」

　リーネさまに開口一番で寝ね癖ぐせを指し摘てきされた。

「責任者たるもの、もっと身だしなみに気を遣つかいなさい。まったく……」

「すみません、以後気をつけます」

「次、わたくしの前に寝癖頭で現れたら、減給しますから」

　恐おそろしいことをさらっと言われました。慌あわてて頭を撫なでつける僕。

「さて、ベルフローリアから報告を聞いています。ネロリどのの依頼に応こたえたとか」

「ええもう、ババーンとお悩なやみ解決ですよ。人間族の評価だだ上がりですよ、たぶん」

「それはよかったですね。今後も励はげみなさい。以上」

「……いじょう？」

「ええ。話はおしまいです。下がってよろしい」

「…………給料アップとか？　ボーナス支給とか？」

「ありません」

「労ねぎらいの言葉とか？」

「いえ、特に」

　リーネさまが、相変わらずの見下す角度で、ソロバン片手に笑顔で言った。

「そういうわけで、下がってよろしい」







　……まったく、恐ろしい女がいたものだと思う。

　従業員を朝っぱらから叩たたき起こし、ちょっと話をしただけで「下がってよろしい」。

　何のために呼んだんだよ、と。嫌がらせかよ、と。そんなんだから城のばあやさんが嘆いてるのに結けつ婚こん相手も見つからないんだバーカバーカ！

　この理り不ふ尽じんな仕打ち、僕の嘆き憤いきどおり……一体どこに訴うつたえればいいんだろう。労働基準監かん督とく署しよかな。どこにあるんですか、それ。異世界にもありますか。

　そんな風に、図書館開館後にカウンターで悶もん々もんとしていた時だった。傍かたわらでベルが「ユーイチ、ユーイチ！　……　……　……！」と何やら言っているが、あの高圧女王に腸はらわたが煮にえくり返っているので何も聞こえな──




　ドササッ！




　目の前のテーブルに積まれた謎なぞの丸い物体に、僕は我に返り目をぱちくりさせた。

　植物の実のようだ。メロンに似ている。それが、五つ。

「え、な、何これ……？」

「ぬおお!?　これは超ちよう激レア高級果アールスの実ではないか！　それをこんなに!!」

　ベルが叫さけんだ。何やらこれ一つ売れば、一ヶ月は飲み食いできるとか。マジですか。

　テーブルの向こう側には、数日ぶりに顔を見せたネロリさんが立っている。

「あの、ネロリさん、これ」

「礼だ。人間相手とはいえ、恩人には礼を尽つくさねばならぬだろう」

「ってことは、」

「集落の植物たちの病が治ったのだ」

「ええっ、早すぎませんか!?　だって、木酢液を作るには、最低でも三ヶ月はかかるはずじゃ……」

「ドワーフが装置で期間を短縮してくれたのだ」

　……どんな技術力ですか。

「いや、でも、治ったならよかったです」

「ああ。そなたのおかげだ、感謝する……ありがとう」

　ネロリさんがお礼を言って、口の端はしを上げた。

　目を細めて……はっ、これはまさか、笑っている……？

　おお……まさかのツンデレってやつですかね、これは。

　そんなことを考えていると、ベルが「おお、ネロリどのが笑っている！」と声を上げた。

「ほら見ろユーイチ！　ネロリどのが！　笑っている！　笑っているぞ！」

　ネロリさんを指差して、ベルが興奮気味に言う。

　やめろバカ、いらんことを……！

　ヒヤヒヤしていると、ネロリさんの笑みが一いつ瞬しゆんで消えた。ほら言わんこっちゃない。

「ああ……ネロリさん、すみません、本当に」

「いや、そなたが謝ることはあるまい。そなたが、謝ることは」

　めちゃめちゃ後半強調してる……ああ、ネロリさん大人だな。

　全く、僕の隣となりでキョトーンとしているどこぞの姫ひめ騎き士しさまにも爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたいですよ本当。いや、「では誰が謝るのだ？」じゃないよ、お前だお前。

「では、世話になった。何かあれば、こちらも力になろう」

　そう言って、ネロリさんは図書館を出て行った。

「はあ～……よかった、ちゃんと役に立てたみたいで」

　今朝のリーネさまの仕打ちで就労モチベーションだだ下がりだったんだけど、ネロリさんのおかげで持ち直した気がする。僕、ドリアードになりたい。図書館が移動できるなら、ドリアードの集落でネロリさんの下で働きたいです。

「ネロリどの、嬉しそうだったな」

　そんな僕の考えなど知るよしもないベルが、アールスの実を撫でて言った。

「ああ、だな……しかし、まさかネロリさんにツンデレされるとはなー。どうせならおじさんじゃなくて、可愛い女の子にされたかった」

「ふむ。ではわたしがツンデレとやらをやってみよう……ええと、ツンとやらは剣で突つけばいいのかな？」

「やめろ死ぬ」

　喜々としたベルによって鞘さやから抜かれた剣に、僕は即そく座ざに退場を願った。

　何度も言うが、これは真剣なのだ。ツン♥なんてされただけで流血必至です。

「ツンってのは素っ気なくて冷たくてツレない……敵対的な態度をするってこと」

「敵対的ならば、剣でツンも正解ではないか」

「はい、不正解。全然違ちがいます……でもって、デレっていうのはデレデレすることだよ。ツンの反対で好意的な態度っていうか」

「『べっ別に人間族のことなんて好きじゃないんだからねっ』みたいな感じか？」

「みたいな感じじゃなくて、そのものですね。日本にいたことあるだろお前」

「いや、突とつ然ぜんいま降ってきたのだ」

　どこから謎電波を受信してるんですか、あなた……

「いやしかし勉強になったぞ。教訓を得た」

「ほー。どんな教訓を？」

「ドリアードをデレさせたければ植物を大事にする、これだ！」

「お前さんの場合、もっと他に大事にすることがあると思うぞ」




　今回のことで、ネロリさんも少しは人間族のことを見直してくれたのではないかと感じたが、しかし、原因の姫騎士さまがこれである。キョトーンである。

　リーネさまも、僕にどうこう言う前に少しこの妹姫について教育すべきである。

　いや、そもそもリーネさま自身が、もっと愛あい想そよくするべきなのかも。

　……まだまだ二種族間の距きよ離りは縮まりそうにないなぁ、と僕は思いました。残念。
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「この武器が欲しいんだ！」




　ネロリさんの一件を解決して、ひと月後のこと。

　姫騎士さまことベルが、武器防具大全を片手に突然そんなことを言い出した。

「これ！　これが欲しいんだユーイチ！　このシャーッていうやつ！　欲しい!!」

「はあ。そんなこと言われましてもね」

　相変わらず雑な説明の姫騎士さまだった。シャーッていうような言葉で表せる武器なんてたくさんありすぎて分からない……

　……と思ったら、『シャムシール』という武器だった。名前、惜おしい。

　ベルが、るんるんしながら両手を差し出した。

「おくれ♥」

「はあ？」

「これが欲しいんだ！　ものすごく！　ユーイチ、おくれ♥」

　そんなハートを飛ばして可愛かわいらしく言われてもですね。求められているものは、武器ですからね……僕はため息をつかざるを得ない。誰だれかこの子にきれいなアクセサリーとか可愛い洋服とかのよさを教えてやってくれないかと思う……無理か。

「どれくらい欲しいんだよ。その気持ちを喩たとえてみて」

「そうだな……この武器をくれるなら、どんな命令でも今なら聞くッ！」

「そのスカートめくって見せて」

　冗じよう談だんで言ってみたのだが、ベルは「これでどうだ！」と恥はじらいの欠片かけらもなく、ぺろーん、とめくってしまった。しかもめくったままドヤ顔である。

「……あのねえ、マジでやるんじゃありませんよ」

　軽けい率そつなことを言ったと後こう悔かいしながら額に手を当てた僕は、その白くて無む駄だに高級感のある下着を早くしまうようにと手で払はらった。恥じらいのない下着には、これほど価値がないのかと、ちょっとがっかりしました。

　しかし、こんなことしてこの子、お姉さんリーネさまに叱しかられたりしないんだろうか。アホの子だし、危機予測がなってないだろうし……著いちじるしく不安だよね。

「言われた通りにしたぞ、これでくれるんだろう!?　なあ、ユーイチ！」

「いやあ、今のはちょっと価値的にさ……」

　ぷくーっとベルが頰ほおを膨ふくらませている。子供か。

「ユーイチ、これが手に入らなかったら、わたしは、わたしは──今後一いつ切さいユーイチの給料を持ってくるのをやめるぞ！」

「申し訳ございませんでした善処いたします」

　いま唐とう突とつに命のセーフティーネットをあっさり外されたよ、びっくりした……

　こいつ恐おそろしいやつだな。さすがあのリーネ女王陛下の妹だ。何のためらいもなく、もの凄すごい強権を発動してきやがった。

「じゃあ、じゃあ、これをくれるのかっ！」

「いや、僕には無理だよ。作れないから。でも……どうしたら手に入るかの提案はすることができる」

「本当かっ！　どうしたらいいんだユーイチ！　教えてくれ！」

「ドワーフに頼たのんでみたらどうだ？」







　……本当に、軽率なことを言うものではないなと思う。後悔しかないからだ。

　いま、僕はドワーフの集落に来ていた。

　言わずもがな、我が図書館に毎日居座っている姫騎士さまに連れて来られたのだ。言わずもがな、例の怪あやしいゲートを使って。

　ドワーフの集落にも、到とう着ちやくは一瞬だった。一体あのゲートはどんな文明のあれこれが関かん与よして生み出されたのだろう。

「なあ、ベル。あのゲート、一体誰が作ったんだ？」

「ドワーフたちの始祖と言われているな」

「始祖？　ご先祖さまってことか」

「ああ。その始祖の直系の子孫が、いまドワーフたちの職人工こう房ぼうの工房長をやっている」

　本当にゲームの設定のようだが、この世界では、ドワーフ族は職人の代名詞のようなものらしかった。曰いわく、この世界にある人工物は、たいていドワーフが作ったものだとか。

　ドワーフ族の集落は、人間族のアットホームな集落とも、ドリアード族の緑溢あふれる集落とも違っていた。軒のきを連ねる家々は頑がん強きような石造りで、集落全体がどこか要よう塞さいじみている。

　と、「ふぁっ!?」と声を上げてベルが目の前から消えた。

　どこ行った、と周囲を捜さがせば……ベルはとある店の陳ちん列れつ窓まどにへばりついていた。

「はあああ、よいではないか～よいではないか～」

　どこぞの殿とのさまのような言葉を呟つぶやいているベルの肩かた越ごしに、その陳列窓を覗のぞき込む。

　彼女の反応に納なつ得とくした。

　そこには、ベルがいかにも好きそうな武器や防具が陳列されていた。キラキラしている……というよりは無骨な武具なのだが、こいつはこういうのの方が好きなのだろうか。女性への偏へん見けんかもしれないが、女なのに変わった趣しゆ味みをしていると思わんでもない。

「……ベル、目的を忘れないでくれ。武器をオーダーメイドしてもらいに来たんだろ」

「はっ、そうであった！」とベルは名残なごり惜おしげに陳列窓を離はなれる。

「ふむ、いい品だった……ドワーフ族には、わたしも大変お世話になっていてな。彼らがいなくてはああいった武器も防具も手に入らん」

「オーダーメイドはしなかったのか？」

「うむ。その発想がなかったのでな。ユーイチにはいいことを教えてもらった」

　……僕はこいつに余計な知ち恵えを付けてしまったのではないだろうか。ドワーフさんたちの仕事の邪じや魔まにならなければいいが……

　そんな一いち抹まつの不安を抱かかえて、やって来ました職人工房。

　正式に言えば、職人工房ギルドのようだ。いくつもの工房が寄り集まっているらしく、石造りの建物は思いのほか大きかった。

「ここには、ドワーフ族の中でも選よりすぐりの職人たちが集まっておるのだ。武器防具職人もここにいる。ではまいろうか……たのもぉー!!」

　まるで道場破りのような挨あい拶さつをしながら、ベルが職人工房の扉とびらを潜くぐった。




　小さいおっさんがいた。




「うおっ!?」

　僕は驚おどろいて一歩後ろに飛び退のく。

　目の前に突とつ如じよ立ちふさがるように現れた、推定身長百二十センチの口くち髭ひげふさふさな小さいおっさんが、僕を愛あい嬌きようある顔で見上げていた。小さいものは可愛いなんて誰が言ったんだろう、小さいおっさんは可愛くないと思う。

「職人工房『エウレカ』へようこそ、お客さま。ご用件をどうぞ」

「ええと……武器職人さんに、武器のオーダーメイドをお願いしたいんだ、こいつが」

「わたしが！　そう、わたしが！」

　ノリノリで挙手をしたベルを見て、小さいおっさんは何やら石板を差し出した。「こちらにお名前を」と言われたので、ベルがさらさらと僕の読めない文字で名を記す。

　来らい客きやく簿ぼか何かのようだ。字が書けない場合は代筆してくれるらしい。

　僕は普ふ通つうに「寺てら沢さわ優ゆう一いち」と書いた。この名前を書くのも久々だった。久しく書くことがなくても、なかなか名前っていうのは忘れないものだなと思う。さすがに僕の名前はこのドワーフも読めないようだった。だが、

「おやおや、これはこれは、姫ひめ騎き士しベルフローリアさまでございましたか」

「へえ、ベルのことを知っているんだ？」

「我々ドワーフが丹たん精せい込めて作った剣けんの破は壊かい本数、その記録保持者として名を馳はせておいでですから」

　あんまりいい知られ方ではなさそうだった。

「こちらへどうぞ」と受付ドワーフのおっさんに案内されて、僕とベルは工房の奥へと向かう。

　思いのほか大きい工房。だがその中は、思いのほか狭せまかった。

　通路に所ところ狭せましと、いろいろなアイテムが転がっていたからだ。

「これは一体何なんだ……？」

「我らが職人たちの試作品です。置いておく場所がなくて、そこに」

　なるほど。もはや〝職人〟という言葉とイコールであるドワーフたちとはいえ、試行錯さく誤ごの末に道具を生み出しているのだなと感心した。

　発明家で有名なエジソンは、確か『私は失敗したことがない。一万通りの上手うまくいかない方法を見つけただけだ』なんて名言を残してるらしいが、ドワーフたちもそういうことをしているのかもしれない。

　なお、僕がなぜこんな名言を知っているかというと、博識で～とか言うつもりはない。寺澤文庫図書館の中に『世界の偉い人じん名言集』なんて本があったので、最近読んだのだ。

　この世界に来てからというもの、スマホやパソコンがないせいで、電子機器による娯ご楽らくに慣れきっていた僕にはすることがなかった。最初の頃ころこそ「ゲームやりたいネットやりたいネトゲェェェェェあああひゃああ！」と禁断症しよう状じようが出たが、それが落ち着いてきた頃「どれ本でも読んでみましょうか」となったのである。

　リーネさまやベル、そして住人たちに中身を読み聞かせて伝える以上、仕事として本を読まなければならなかったのだが、おかげで本の読み方というか、読書体力がついたようだった。そういう体力の存在を聞いたことはあったが、鍛きたえることができるのだなーと実際に読めるようになって気づいたのだ。

　本についてあまり興味がなかった僕だが、まあ、そんな感じで最近は少し楽しく読書をしたりしてます。

「こちらが武器工房です。お入りください」

　試作品だらけの通路の奥、受付ドワーフのおっさんに促うながされ、僕らはその扉を開けた。




　小さくて厳いかついおっさんがいた。




　今度はさすがに驚きの声は上げなかった。

　というか、上げられなかった。声を上げようものなら「出て行け！」と言われそうな、強面こわもてのおっさん相手だったからだ。

「我が職人工房の誇ほこる武器職人にして工房長ドンドールです。では、あとはそちらで」

　言って、受付ドワーフのおっさんは部屋から出て行った。

　……さて、司会進行がいなくなってしまったのだが、どうしたものか。

　ドンドールと呼ばれた工房長のドワーフのおっさんは、僕たちがやって来たのを確かく認にんすると、「フン」と鼻息を荒あらく鳴らして作業に戻もどってしまった。何やら炉ろのようなものの前にある作業台で武器らしきものを作っている。

　頑がん固こ親父おやじっぽいなー、と何となく遠巻きに見ていると、ベルが意気揚よう々ようとドンドールさんに笑え顔がおで近づいていきながら、

「ドンドールどの、このペルムにその名を轟とどろかせている、名高き武器職人であるあなたに折り入って頼みが──」

「それ以上近づくんじゃねえ」

　一言。

　接近を制されたベルが、歩く姿勢のまま硬こう直ちよくした。僕の位置からは見えないが、恐らく笑顔も硬直しているに違ちがいない。

「こっからは俺の聖域だ。むやみに足を踏ふみ入れたら容よう赦しやしねえからな」

　ドンドールさんは、握にぎった工具を武器のように突つき出して、ベルを睨にらみつけていた……いや、正確な情報を伝えるために、敢あえて族（俗ぞくではない）っぽい言葉を使おう。

　ガンくれていた。

　眉まゆとか凄い角度になってるし、顎あごをしゃくった髭ひげ面づらが超ちよう怖こわい。

　ベルは大人しくその場で足を止めた。さすがにドンドールさんに気を悪くされたら、武器が手に入らなくなるかもしれない、ということは分かっているようだ。

　さて、このドンドールさん。

　見た目は、おっかないおっさんだ。髭はドワーフ流のおしゃれなのか、リボンでチャーミングに結ゆわえてあるが、いかんせん小さくて厳いかついので、特段可愛かわいくなどはない。機き嫌げんを損そこねようものなら、傍かたわらのハンマーで場外に叩たたき出されそうだ。

　などと僕が観察していると、勇ゆう猛もう果か敢かんに攻せめ込んでいく我らが姫騎士さま。

「ドンドールどの、実はだな、その、あなたに武器を作って欲しいのだ！」

「………………」

　ベルが一いつ生しよう懸けん命めい、身み振ぶり手振りで話しかけるが、無視されている。

「こう、シャーッてなってる武器なんだがな」

「………………」

「よく切れそうなやつで」

「………………」

「すごくかっこいいんだ」

「………………」

「それで、わたしはそれが欲しくて、いても立ってもいられなくてだな」

「………………」

「心がぴょんぴょんするんだ」

「………………」

「それでな、それはこんな──」

　返事をしないドンドールさん相手に、ベルは必死に説明を続ける。

　めげないなあ、と呆あきれを通り越こして僕は感心してしまった。こいつには『突とつ撃げき』以外のコマンドはないのかと。

　……あと、心ぴょんぴょんって、絶対日本にいただろお前。

　そうこう、完全に傍ぼう観かん者として二人の様子を見ていた時だった。

「ユーイチぃ～……」

　ベルが眉をハの字にして戻ってきた。

「ドンドールどのが話を聞いてくれぬぅ～……」

　目元に涙なみだを浮うかべてベルは訴うつたえた。子供か。というか、そんなに悲しかったか。リーネさまにひと睨みされた時ですら、こんな顔にならんだろうに。
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　たぶん相手が武器職人さんってのがハートに響ひびいたんだろう。普通の人に無視されたところで、多分こいつは気にするたまではない。むしろ無視されたことに気づかないタイプだ。

　どうして分かるのかって？　僕が普ふ段だん無視してるからさ……

「いや、聞いてはくれてるんじゃないか？　無視されてるだけで」

「どっちも同じではないか……うう、どうしたらよいのか……」

　泣き言を言い始めたベルをよそに、僕はドンドールさんの様子を見た。

　真しん剣けんそのものといった感じで、作業に熱中されていた。

　工具を使って、炉に突っ込んで赤く燃えた金属を、捻ひねったり叩いたりして。僕にはそれが何かは分からないけれども、確かに何かを作っていた。

　職人さんなのだなーと思う。

　僕は職人さんという存在に、ちょっとした憧あこがれもあった。日本にいた頃に、そういう将来も少し考えたことはある。職人さんが全すべて好きなことを仕事にしているわけでもないだろうが、いわゆる趣しゆ味みを仕事にするというのもいいなと思ったのだ。

　だが、自分の腕うでだけを頼たよりにその道でご飯を食べていくというのは、並なみ大たい抵ていの苦労ではないだろう。早々にそう判断した僕は、あっさりと、というか目指すこともなく諦あきらめた。

　修しゆ業ぎようとかも必要なはずで、僕自身がそれに耐たえられるとは思えなかったのだ。

　あと、これ大事なことなんだけど……そこまで趣味や好きなこともなかった。

　まあ、そんな風に何かを熱く語れる気持ちがなかったから、アピールできなかったから、就活の面接もだめだったのかもしれない。心のどこかで自信のない自分が顔を覗のぞかせた瞬しゆん間かん、自己ＰＲをしている自分が途と端たんに冷めていったのだ。恐おそらく、そういうものも見破られていたに違いない。分からないけどさ。

　それを考えると、このドンドールさんは、すごい人なんじゃないかなと思えた。

　職人として名を馳はせ、さらに職人たちをまとめ上げているという工こう房ぼう長だ。

　つまり、僕みたいな仕事にありつけなかっただめ人間からすると、誰だれからも必要とされなかった人間からすると、この小さくて厳いかつい髭面のおっかないおっさんは、それはもう、炉の火の明かりよりもずっとずっと眩まぶしい存在なのだ。

　あれ、どうしてだろう、視界が涙で曇くもって見えないや……

「……坊ぼう主ず、どうした。目にゴミでも入ったか」

　僕は、はっとした。

　ドンドールさんと目が合った。どうやら話しかけられたらしい。

「これは違うぞ、ドンドールどのが無視するから──」

「姫ひめ騎き士しさんには訊きいちゃいねえ」

　会話に横入りを敢かん行こうしようとしたベルが、あっさり強制退場させられた。

「えっと……すごいなと思って。作業しているところ、かっこいいな、と」

　僕は眼鏡めがねを外して目元を拭ぬぐいながら、素す直なおにこの涙の理由を説明した。

「近くで見るか」

「え、いいんですか」

「見る見る！」

「姫騎士さんには言っちゃいねえ」

　ベルがお預けされた犬のようにきゅんきゅん言っているその横を通って、僕は眼鏡をかけ直し、ドンドールさんの近くに行った。

「そこの椅い子すに座るといい」

「ありがとうございます……」

　それから、ドンドールさんは無言で作業を続けた。

　僕は、その間じっとドンドールさんの作業を見ていた。食い入るように見ていた。その光景がすごく面おも白しろくて、何だか子供に戻ったようだった。

　炉の火がぽかぽかして、気持ちよくて、何だか夢ゆめ心地ごこちになる。

　そのせいだろうか。晴れた日、家の縁えん側がわで、じいさまの隣となりで本を読んでいた頃ころのことを思い出した。本の内容について、じいさまに熱く語っていた頃のことを。

　遠い遠い、もう自分の中から消えかけていた記き憶おくだったのに。

　心に湧わき上がるような熱を、胸の奥に感じた。

　こういうの、案外残ってるもんなんだな。







「……で、用事はなんでい」

　ドンドールさんは、完成した鏃やじりのようなものを点検するように見ながら、そうぶっきらぼうに僕に尋たずねてきた。

　ベルも、もう急せき込んで答えたりはしなかった。さすがに横よこ槍やりは利きかないと学習したらしく、僕に一いつ騎き討うちならぬ、回答を任せようと思ったらしい。

「ええと、ベルが……そこのベルフローリアが、ドンドールさんの武器が欲しいそうで」

　ドンドールさんは、その時になってようやくガンくれた以来の視線をベルに向けた。

　ベルはというと、殊しゆ勝しような態度で正座している。武士か何かのようだった。

「……どんな武器が欲しいんでい」

　ドンドールさんの問いに、ベルが切実な視線を僕に送ってくる。『頼たのんだぞユーイチ！』、『分かっているだろうユーイチ！』、『愛してるぞユーイチ！』などという思念が飛んでくる。はいはい、分かった分かった……うん？　愛してる？　いやいや、いま変なの受信した。忘れよう。

「ええと、作っていただきたいのは、『シャムシール』という剣です」

「……初めて聞く」とドンドールさん。「ドワーフの作った武器じゃねえのか？」と首をかしげている。

「ええ。というか、この世界ではまだ誰も作っていないと思います」

　その言葉に、ドンドールさんの眼光が鋭するどくなった。

「……どういうこってい」

　僕は「話せば長くなるんですが……」と、僕が異世界人であること、作ってもらいたいのは異世界で作られた武器なのだということを、かい摘つまんで説明した。

　ドンドールさんが、厳いかつい表情のまま硬こう直ちよくした。ですよねー。

「ええと……で、その武器の写真ならあります。これなんですが」

　誤ご魔ま化かすように言って、僕は「ああ～」と情けない声を上げるベルから『世界の武器防具大全』を取り上げ、その該がい当とうページを開いてみせた。

「これは……なんでい？　知らねえ武器や防具がたくさん……」

「これは本です。僕のいた世界の知識や知ち恵えが詰つまってる」

　ドンドールさんが「ホン？」と首をかしげた。

　みんな揃そろって同じ反応をする辺り、本当に本が存在していないようだ。

　羊皮紙のようなものはあれど、紙はないらしいし。

　さっきの受付ドワーフが持っていた来らい客きやく簿ぼも、石板だったし。

　紙がないと不便だと思ったが、案外、世界はちゃんと回っていた。

　ちなみにこの世界でのトイレはどうしているかというと、葉っぱだ。この世界にはお尻しりに優やさしいふかふかした植物の葉っぱがあるのだ。それに関しては本当に助かったと思う。発見したのはドリアード族らしいが、感謝の気持ちしかない。

　さて。

　ドンドールさんは、武器防具大全をまじまじと見ていた。ページをめくってもまじまじと見ていた。超ちよう集中している。

　だが……心なしかその表情に変化があった。

　何というか、ドンドールさんの目がきらきら輝かがやいていた。先ほどまで眼光で鳥でも射落とせそうな感じだったそれが、すごくつぶらな目に見えた。

　一いつ瞬しゆん可愛かわいいかも、などと思いそうになって、いやいや落ち着け、相手はおっさんだぞ、と踏ふみとどまろうとした時、




「……作りたい」




　ドンドールさんが、恋こいにでも落ちた乙女おとめのような浮うわついた声で、そんな風に呟つぶやいた。

　くっ……耐えられなかった。

　おっさん相手に可愛いと思ってしまいました。悔くやしい。

「……お前、名前何てぇんだ？」

　僕がそんな風に敗北に嘆なげいていると、ドンドールさんが本から顔を上げずに訊きいてきた。

　形式じみた就活スタイルの必要はもうなさそうだったので、僕は当たり障さわりなく「寺沢優一です」と答えた。

「ユーイチ…………ユーちゃん、か……」

　小さいおっさんに愛あい称しようで呼ばれた。くっ、可愛い女の子だったらよかったのに……

　などと思っていると、ドンドールさんが会話を続ける。

「このホンとやら、借りれるか？」

「待てだめだそれはわたしのアイドクショなのだ誰かに貸すなどもってのほか──」

「いいですよ」

　喚わめくベルの言葉を遮さえぎって、僕は答えた。

「ゆ、ユーイチ……そんな……後生だ……ユーイチぃ～……」

　ベルがこの世の終わりみたいな顔で僕のところに駆かけ寄ってきて、膝ひざ立だちになり、服の裾すそに縋すがり付いてきた。どんだけこの本を気に入ってるんだよ、こいつ。

「ベル、黙だまって……ドンドールさん、それは作ってくれるってことでいいですよね？」

　地に這はいつくばりかけていたベルが、僕の言葉に、はっとして顔を上げた。

　大きく見開いた青い目でドンドールさんを見る。

「ドンドールどの……ほ、本当によいの、か……？」

　姫騎士さまの懇こん願がんに似た声に、ドンドールさんが「フン」と鼻を鳴らした。

「……欲しけりゃ一週間後に取りに来い」

　その言葉に、ベルが狂きよう喜き乱らん舞ぶした。抱だきつかれた僕は、首の骨が折れかけた。

　……さすが姫騎士さまです、伊達だてに騎士の名を冠かんしちゃいない。強い。







　さて、一週間が経過した。

　寺澤文庫図書館は、今日、ベルの厳命によって閉館している。ドンドールさんの提示したシャムシールの受け取り時間に間に合わせるためだ。

　いや、間に合わせると言ったら、語ご弊へいがある。

　工房で受け取り待ちするためだ。

「トショカンを休館させます」と進言したベルは、リーネさまにめちゃくちゃ渋しぶい顔をされたようだが、そんなことでへこたれる我らが姫騎士さまではない。

　武器が絡からんだ時だけは、超強気で前向きだ。

「あれ～、今日はトショカン閉まってるにゃ？」

　図書館を出たところで、ミーナに呼び止められた。

「ああ、おはようミーナ。そうなんだ、今日はちょっと用事があって……」

　迎むかえに来たベルに、ぐいっと裾を引っ張られた。いいから早く行くぞということらしい。

「そうかにゃー。ホンを読むの楽しみにしてたんにゃけど、それにゃら仕方にゃいね。いってらっしゃい館長にゃん、またにゃん♪」

　猫ねこ耳みみ娘むすめさんにひらひら手を振ふり見送られて、僕は出かける。

　うん、可愛い女の子に見送られるの、悪くないな。

「何だその『悪くないな』みたいな顔は」

　肩かた越ごしに振り返ったベルが、じとーっと僕を睨にらむ。

「いや、悪くないよ。僕はああいう風に、出がけに誰かに見送られるなんて久しぶりだ」

　家から大学へ向かう時、家から就活へ向かう時。見送ってくれる人はいなかった。この世界に来た時だってそうだ。誰も僕を見送ってはくれなかった。

　まあ、この世界には気づいたらいつの間にか来てしまったので、「見送ってやるぜ！」という奇き特とくな人がいたとしても、見送ってもらうことは不可能だったのだろうけれど。

「見送りなんていらんだろう？　わたしが一いつ緒しよに行ってやるのだから」

　ベルがそんなオトコマエなことを言った。かっこいいな……だが、いま一緒に行ってやっているのは僕の方である。全く、一人で行かせてやろうか。

　……それにしても、この世界の住人は、好こう奇き心しんが旺おう盛せいなのだろうか。

　ミーナを筆頭に、図書館に来る人が少なくなかった。

　連日のように相談者たちはやって来ているし、大だい繁はん盛じようと言ってもいい（当社比）。認めてくれないのは、社長ならぬ女王陛下だけだ。

　開館時の館内には、いつも人間族、獣じゆう人じん族、ハルピュイア族が数人ほど滞たい在ざいしている。ウンディーネ族は資料が濡ぬれるので水浴び後はご遠えん慮りよいただいているのだが、人間族のことが嫌きらいなドリアード族も、最近は来るようになっていた。ネロリさんの口くち添ぞえがあったのかもしれない。

　とりあえず、みなさん、二ヶ月近く経っているとはいえ、突とつ然ぜん現れた得体の知れない建物だというのに警けい戒かい心しんが足りないのではないかと心配になる。

　実際、武器を振り回しているのなんて、いま僕の裾を破れるんじゃないかってくらいに引っ張っている脳筋姫ひめ騎き士しさまくらいで、騎士団はほぼ開店休業状態。街も世界も平和極きわまりないようなのだが。いいことだよね。

　……脱だつ線せんした。

　何が言いたいかというと、住民に本が、そして図書館が好かれているようなのだ。

　必要とされている、ということなのかもしれない。

　この図書館の管理者である僕としては、そういう事態が嬉うれしくないわけはなかった。

　何となく、図書館の館長を任されている僕自身も、住人たちに、そしてこの世界に必要としてもらえているのではないか、なんて思ってしまいそうになる。

　あの女王さまは、認めてくれなそうだけどね。

「どうしたのだ、ユーイチ。歩みが遅おそい！　ちゃきちゃき歩かんか！」

　ベルが服の裾をパッと手放した。

　服が破れる前でよかった、なんて安心していると……不意に、ぐいっと腕うでを取られた。

　そのまま僕を引っ張って、ずんずん大きな歩ほ幅はばで歩き出すベル。

「うむ。こちらの方がいいな！」

　それは僕の歩く速度を上げるためだろう。それ以外にいい理由が思い浮うかばない。

　もしかしたら、上司に「飲みに行くぞ！」と肩かたを抱かれるのってこんな感じなのかな、とふと思った。実際にされたら面めん倒どうくさくて嫌いやだろうなーとか思ってたんだけど。

　……まあでも、こういうのも悪くはないな、と思った。







　腕を組まれて気づいたのだけど、思いのほか姫騎士さまの胸は大きゅうございました。

　これ、胸の甲かつ冑ちゆうだけが大きくて、外したらぺったんこ、なんてことはないよね？

　日本の巷ちまたではベッドインした時にがっかり、なんて現象があったりするらしいけど、そんなことないよね？

　そんな疑問を覚えつつ、再度やって来ました職人工こう房ぼう。

「ほらよ、完成品だ」

　ドンドールさんは、出来上がった武器をベルに手て渡わたした。

　鞘さやに入ったそれを、生なま唾つばをごくっと飲み込んだベルが引き抜ぬく。

　それは剣けん先さきが反るように曲がった、ベルの愛読書にあった通りのシャムシールだった。

「ふおおおおおお、おおおおおおお」

　ベルが感激に打ち震ふるえている。青い瞳ひとみをきらっきらさせて、それだけでついて来てよかった、なんて思ってしまった。

　ベルは大変チョロいが、そういう僕も結構チョロいのかも。

「ほら、こいつも返す」

「ああっ、わたしの半身！　よくぞ返ってきた！」

　いつから半身になったのかは分からないが、ベルはドンドールさんから返された愛読書こと武器防具大全を胸に搔かき抱いた。

「ありがとう！　お代……お代はいくらなのだ！　言い値をお支し払はらいしよう！」

「金はいらねえ……けど、その代わり……」

　ドンドールさんが、ちらりと僕を見た。

　なんだなんだと身構えていると、ぽっ、とドンドールさんの頰ほおが赤らんだ。

　……重ね重ねになるが、何度でも言おう。ドンドールさんは、小さいおっさんだ。

　なのに、どうして可愛く見えてしまうのか。

　僕には全くもってそっちの属性はないのだが。断言しよう、ない……はずだ。

　ドンドールさんが、頰を染め、瞳を潤うるませて僕を見つめてくる。

　なお、相変わらずの上うわ目め遣づかいだ。

「ユーちゃん……///」

「は、はい……っ」

　……ど、どうしよう。

　これはもう、お金の代わりにナニを求められる覚かく悟ごをせねばならないのでは──




「このホンとやらを、もっと見せてもらえねえかっ！」




　恋れん愛あいフラグの乱立に内心慌あわてふためいていた僕をよそに、ドンドールさんが興奮気味にそう言った。肉体的な警けい戒かいをしてしまった自分が恥はずかしい。そんな可能性あるわけないだろう、あってはならない。

「このホンってやつは本当にすげえよ！　俺の知らねえ武器や防具ばっかりだった！　武器や防具以外のホンも、あるんだろう!?」

「ま、まあ、ありますけど」

「ユーちゃん、お願いだ！　見せてくれっ！　この通りだ！」

　ドンドールさんの職人らしい無骨な手に、僕の苦労を知らなそうな手が摑つかまれる。

　別に、断る謂いわれはない。

　承しよう諾だくした僕は、ドンドールさんを連れて、ベルと共に図書館へ戻もどることにした。







「何てこった……これ、全部ホンなのか……」

　ドンドールさんは図書館の中を見回して、そんな呟つぶやきを漏もらした。

　小さなドワーフの目の高さからすると、恐おそらく僕らが見ているよりも本の量に圧あつ倒とうされるのかもしれない。

「汚よごしたり壊こわしたりしなければ、好きに読んでいいですよ」

　そう許可すると、ドンドールさんは工房の炉ろの前で工具をいじっていた時以上の繊せん細さいな手つきで、棚たなから取り出した本のページをめくる。その度たびに「はー」とか「おー」とか感かん嘆たんの声を上げた。子供のようだ。

「文字は全然読めねえけど……けど、すげえや……こんなもんがあるとは」

　ドンドールさんが、本を眺ながめながら僕の傍そばにやって来た。

「ユーちゃんのいた世界の知識や知ち恵えが書いてあるって言ってたな……これは、ユーちゃんの世界にはあったもんなのかい？」

「そうですね、館内の本を全部把は握あくしてるわけじゃないですけど、失われてしまったものとか想像上のものもあるかもしれませんが、基本的にはあったものなんじゃないかと」

「そうか……ユーちゃん。実は、相談があるんでい」

　ドンドールさんが、上目遣いで見上げてきた。きゅん、としちゃう僕の胸。

　……分かった。この身長差がいけないのだ。

　ドワーフ族は、みな小学校低学年の子供くらいの身長だ。だから、僕の中の庇ひ護ご欲よくが搔かき立てられてしまうのだろう。可愛かわいいなどと思ってしまうのだろう。

　相手は髭ひげモジャの厳いかついおっさんだというのに……

「ええと……相談、ですか？」

　納なつ得とくしながら尋たずねると、ドンドールさんは首を大きく縦に振った。

「いや、実はな……俺が工房長してる職人工房っていうのは、てめえで言うのは大それたことかもしれねえんだが……ドワーフ族の顔みたいなもんなんだ。ゲートを知ってるだろ？」

「はい、あのどこでもドアですね」

「どこでもドア？　ユーちゃんの世界ではそんな風に呼ぶのか」

　余計なことを言ったな、と反省した。説明がややこしくなる。

「すみません、続きを……」

「ああ……で、ゲートを作ったのも職人工房の初代工房長だった。ゲートは偉い大だいな発明だ。文明を一歩も二歩も進めたって言われてる。それだけのもんをドワーフ族は作れたんだ。けどな、最近、俺も含ふくめたドワーフ連中の仕事がマンネリ化してきてなぁ……どうにか刺し激げきが欲しかったんだ。そこに、これよ」

　ドンドールさんが、本の表紙を軽く叩たたいた。

「刺激なんてもんじゃねえ、これは概がい念ねんの破は壊かいだ！　他ほかのドワーフたちにも見せてやりたいと思ったんだ。それで、ユーちゃん、こいつは俺たちに刺激的なんじゃねーかっていう本をいくつか見み繕つくろってもらいてえんだ。頼たのめるか？」

「なるほど、そういうことですか。構わないですよ。用意しておくので、後日取りに来てもらえれば」

「明日にでも取りに来る。頼んだぜい！」

　僕の腕を軽く一叩きして、ドンドールさんは言った。

　ドンドールさんが図書館から帰ったあと、僕はさっそくドンドールさんのお眼鏡めがねに適かないそうな本を探すことにした。

　再び、館内案内図の前で腕うで組ぐみする。

「発明するための刺激が欲しいっていうことだと……やっぱりこれかな、『５００　技術・工学』」

　僕は該がい当とうの棚に向かった。

　その棚には、工学関係の本がたくさん並んでいた。ビンゴである。

　建築工学やら、機械工学やら、電気工学・金属工学などなど、職人であるドンドールさんが好きそうな本ばかりだ。それらの本は建築工学なら建築工学で集まっていたので、やはり種類によって並びが分けられているようだった。

　文字は読めないだろうと、僕は絵や写真、図のある本を重点的に選び、十冊ほどピックアップ……で、カウンターまで運ぶと、仕事が終わってしまった。

　これなら待っててもらってもよかったな、と思った時だ。

　ふと、もう少しおまけを付けてあげられないだろうか、という気持ちになった。つまり、もう少し役に立ちそうな本を探せないだろうか、と。

　勤労意欲なんて僕にはないと思っていたのだが……まさか、誰だれかに対して何かをしてあげようだなんて思うようになろうとは。サービス業の素質、あったんだろうか。

　そういえば以前に抱いだいた「図書館運営は何業なのか」という疑問だが。

　ここの図書館に限ってはサービス業だな。

　そんな風に結論を出した時だ。

「ユーイチ、そう言えばこの辺の棚はよく見ているが、奥の棚は全然見ておらん。どんなホンが並んでるんだ？」

　ベルが僕の服の裾すそをくいくいっと引っ張ってそう尋ねてきた。

　本当に服の裾を引っ張るのが好きなやつである。

「あー、じゃあ、見に行くか」

　ドンドールさんの役に立つ本も見つかるかもしれない……そう思って、僕はベルと共に奥の棚を見に行くことにした。

　この寺澤文庫図書館は、私設図書館の割に広い。

　見た目は立派だなんて言ったが、実は中も立派だ。

　そんじょそこらの公立図書館に引けをとらないくらいの広さだ……と、じいさまが言っていた。僕はそんじょそこらの公立図書館に行ったことがないので、本当かどうかは知らないが、噓うそではないと思う。それくらい広いのだ。

　一階部分には本が並んでいるのはもちろんのこと、吹ふき抜けというのだろうか、低めの二階部分にも本が並んでいて、それが一階部分からも見えた。

　ベルが奥と言っているのは、この二階部分のことだ。

　階段を上らなくてはならないということもあって、僕もあまり行かないし、図書館に来ている人たちがそこにいるのを見たこともあまりない。

　館内案内図では、そこには『０００　総記』『１００　哲てつ学がく』『９００　文学』などが置いてあるらしい。階段を上って右手が文学、左手が残りの総記と哲学のようだった。

　住人たちの足が向かないのも、何だか文字が多そうな棚だからかもしれない。

　そして、実際に、文字が多い本ばかりだった。

「うぬう～、ユーイチ。全く読めんぞ。あれも、これも、それも、全部文字ばかりだ」

　ベルが顔を、ぐにょーん、と歪ゆがませて呻うめいた。かなり綺き麗れいな顔をしているのに、こういう残念な百面相をするから本当にもったいないなと思う。

「まあ、哲学に文学だからな。そうなるだろう」

　なお、総記が何ものか僕もよく分かってなかったのだが、辞書で調べたら『どの分類にも収めないもの』のようだ。要するに、分類する側もよく分かってないものってことなんじゃないかな。

「テツガクにブンガクとは何なのだ？」

「この世界にはその概念すらないのか……ええと、哲学は昔の偉えらい人の人生観かな。文学は物語」

　改めて訊きかれると、なかなか一言で答えるのが難しいものだが……合ってるだろうか？

「ほう、では後世、ここにわたしの人生観が並ぶかもしれんのだな」

「いや、それはないな」

「なぜだ!?」

「お前の人生観、武器サイコー！　とか、そういうのだろ？」

　そんなの哲学書じゃなくてジョーク本じゃないか。

　僕の皮肉には全く気づかない様子で、ベルが屈くつ託たくなく笑う。

「さすがだ、ユーイチはわたしのことをよく分かっているな！　いいやつめ！」

　……この子、ちょっと最近、僕のことを過大評価しすぎなんじゃないかなって思うんだよね。結構バカにしっぱなしなんで、何だか心が痛んだりしないこともない。

「うーん……やっぱりドンドールさんの役に立ちそうな本はこの辺にはないかな」

「ユーイチ、これは何を表しておるのだ？」

　棚を眺めていると、僕の先を行くベルがくいっと裾を引っ張り、棚を指差す。

　棚のところに、見出し板が挿さしてあった。

　その見出し板には、電球マーク。

　そして一いつ緒しよに【未来の発明家たちにオススメの『人生訓』分類の本】などと書いてある。

「何だこれ……？」

　僕は見出し板を見る。じいさまの字だ。

　館内の備品なのだからちゃんと印字すればいいものをと思いながら、その見出し板の先の本を見る。

　何やら人生訓についての本が並んでいた。

　本についたシールを見ると、１５０番台の本が並んでいる。エジソンの名前なんかもタイトルに入ってたりした。１６０の手前で、『ここまで』の見出し板が挟はさんであった。

「ふーん……人生訓か」

　僕はそこにあった一冊の本を手に取って、中を見る。

「ふむふむ、っと……へえ。これ、いいかも」

　人生訓の分類などというから、「こうするべき！」とか押し付けがましいもっと肩かた肘ひじの張った内容の本だと思ったのだが、どちらかというと「こうすると捗はかどるよ？」みたいな発想の転てん換かんを促うながすような内容らしい。

　ドンドールさんの役に立つかもしれないと思った。

　文字は多いかもしれないが、僕が内容を説明すればいい。

「いいホンがあったか？　なんという名のホンなのだ？　そのホンにも我がアイドクショのように名があるのだろう？」

　ベルが僕の手元を覗のぞき込んで尋ねてきたので、僕は表紙を見せてやりながら教えた。

「『あなたもこれで発明家！～発想の転換法～』だってさ」







　翌日、やって来たドンドールさんは僕が選んだ本を見て目を輝かがやかせた。

　特に、僕が哲学の棚で見つけた本をいたく気に入ってくれたようだ。最初は文字ばかりの本に眉み間けんに皺しわを寄せていたが、僕が内容を読んで聞かせると、どんどん目がキラキラしていって、「どうにかこの文字を読めねえかなあ」などと言ってくれるまでになった。

　ドンドールさんは、計十一冊の本を図書館から借りて行った。動物の皮を鞣なめして作ったらしい丈じよう夫ぶそうな鞄かばんに詰つめて。

　あの鞄いいなぁ、いつか手に入れられるくらいに稼かせげる日が来るだろうか、リーネさま次し第だいかな、などと思いつつ僕は見送った。




　それが、かれこれ二週間以上前のことである。




　貸出期限は、図書館が元の世界にあった時に準じて二週間にしてあった。

　この世界でも日にちの概念は日本と同じだったので、ドンドールさんは、恐おそらく返へん却きやく期限を忘れているのだろう。

　電話やメールなんてものはこの世界にはないので、返して欲しかったら直接訪問するしかない。返却依い頼らいを直接伝えに行くのは、初めてのことだったので迷うところだった。

　そんな風に迷っていた日の、翌日。

　またしても僕は、我が雇こ用よう主リーネさまに早朝から城へと呼び出された。

　しかも、今日は休日のはずだった。

　そう。まさかの休日出勤ならぬ休日登城である。

「何ですかリーネさま……僕、今日休みで、まだ寝ねてられるはずの時間なんですけど」

「わたくしは政務で忙いそがしいのです。あなたと話をするには、この時間しかありません。それに、あなたが本日休みだから呼び出したのです」

「……と、おっしゃいますと？」

「あなたを呼び出したのは、今日、ドワーフ族の集落に行って来て欲しいからです」

「ドワーフ族の？　何のために？」

「最近、何やら起きている様子で。側近たちからも『ヤバいことになっている』と聞いています。ですので、何が起きているのか、あなたに確かく認にんしてきて欲しいのです」

「そんなの、ベルに頼めばいいじゃないですか」

「他種族の集落にあの子を一人で行かせることには不安が残ります。外交的な意味で」

　リーネさまがため息をつくように言った。

　妹のことを、よく分かっていらっしゃるようだった。

「……分かりました。行って、見てきます。けど、もちろんいただけるんですよね？」

「何をです」

「休日出勤手当とか、出張手当的な」

「報告次第ですね。楽しみにしています」

　おお、と僕は内心ガッツポーズした。

　リーネさまが前向きに手当を検討してくれようとしている。

　奇き跡せきじゃないかな？

　そんなわけで、ドワーフの集落を確認してくることになった僕は、ついでにドンドールさんに本の返却を依頼しに行くことにした。







「ヤバいって、どうヤバいんだろうな」

　図書館からゲートへと向かいながら、同行するベルにそう話を振ふった。

「我が騎き士し団の者たちの話だと、『神がジェリービーンズをぶちまけて潰つぶしたホールケーキ』だとか『あの世とこの世のミックスパフェ』だとか」

「何だその喩たとえは……騎士団の人たちは甘党か何かか」

「いや、最近、城の料理人がトショカンからホンを借りただろう？」

　ベルの言葉に、僕は思い出す。

　確かにそれらしき人が本を借りて行った。料理や菓か子し作り関係の本だったはずだ。僕が読み上げたものをメモしてらっしゃった。

　僕は口外していないので、ベルは恐らく本人から聞いたのだろう。誰が何を借りたか、図書館の人間は人に言ってはならないとじいさまが言っていたので、一応僕も守っていた。

「料理人が、そのホンを元にいろいろ作っているのだ。材料はドリアード族に手伝ってもらって、それっぽいものを用意してな。それが、どうやら騎士団員たちのお気に召めしたらしいのだ」

　なるほど。寺澤文庫図書館の本は、そういう風にも活用されているのか。

「まあ、それでもホンにあって、ここにない道具も多いようでな。〝おーぶん〟、とか〝でんしれんじ〟があればいいのだがと料理人がドワーフ族に漏もらしておったわ」

「ああ、確かにそういうのはあれば便利だよな」

　このファンタジックな世界でそういったものがあっても、すごく違い和わ感かんな気がするけど。

　それに、ファンタジックっていうのもあるんだけどさ……

　……僕は周囲を見み渡わたす。

　この世界、植物はやたらとデカいし、恐きよう竜りゆうっぽい鱗うろこ肌はだの動物とか多いし、何となく〝太古の世界〟ってイメージがちらつくんだよな。まあ、太古の世界にドリアードとかドワーフとかいたなんて話知らないけど。

　そう言えば、エルフもいるとは聞くけど見ないなぁ……結構憧あこがれがあるんだけど。

　やっぱり美人さんばっかりなんだろうか──







　──そんなことを吞のん気きに考えながら、ゲートを通ってドワーフ族の集落へ到とう着ちやく。

　僕は、そこに広がる光景に……絶句した。

「ゆ、ユーイチ、これは……」

　何事にも動じなそうなベルも、さすがに啞あ然ぜんとして呟つぶやく。

　集落が、山のようなビビッドカラーの謎なぞの物体に埋うもれていたのだ。

　その、目に鮮あざやか過ぎる光景は、まさに『神がジェリービーンズをぶちまけて潰したホールケーキ』であり、『あの世とこの世のミックスパフェ』だった。

　というか、一見すると、言い方は悪いが色とりどりのペンキをぶちまけた産さん廃ぱい場のようだ。しかし、集落の奥の方には、この世界に似つかわしくない謎の高層建造物が立っていたりもする。太たい陽ようの塔とうのようなものも立っていた。ドワーフさんたちの芸術が爆ばく発はつでもしたのだろうか。

「何なんだ、これ……」

　僕は恐る恐る近づいて、物体の一つを確認した。

「ちょっと待て……これ、冷蔵庫じゃないか!?」

　冷蔵されてないけど、冷蔵庫だった。

　何を言っているか分からないと思うが、僕も分からない。

　ただ、形的には、まごうかたなき冷蔵庫だったのだ。

「こっちは、テレビ？　こっちは車か!?」

　物体の山々を眺ながめ回して、僕は驚きよう愕がくする。アレンジされているのか何なのか、根本的に何かが違ちがっているものの、ぱっと見は日本で普ふ通つうに見た文明の利器ばかりだ。

　動きはしないか……だが、そう思っていた時、

「ふおおおっ、ユーイチ、なんだこれはっ！」

　ベルが突とつ然ぜん大声を上げた。

　ベルが手にした物体から、歌が流れ始めた。歌、と言っても、そんなに上手うまくはないし、バックミュージックもない。だが、はっきりと歌だと分かる。

「すごいぞユーイチ！　これは中に誰だれか入ってるのか声が聞こえる！」

「ああ、すごい、な……」

「愛してるって言われた！　いや、すまない、わたしには心に決めた人が」

「ベル、それ音楽プレーヤーか何かだから、返事はしなくてよろしい。相手はいない」

「へっ、おんがくぷれーやー？　そうなのか、いないのか？」

　ベルがきょとんとした。

　だが、頰ほおを染めて音楽プレーヤーに返事をしていた彼女の発言に、気になる単語が一つ。

「お前、心に決めた人なんていたんだ？」

「……みなまで言わせる気か、ユーイチ？」

「いや、別に」

「そうかー言わせたいのかー仕方ないのうー」

「言ってもいいけど、聞かないからな」

「な、なぜ……！」

「そこまで興味ないし？」

　今のは、『僕』とかいうオチはさすがにないだろう。だって、ここまででフラグ立つ要素皆かい無むだったし。何のイベントも経ずに僕を好きになる女の子なんているわけがない。

　僕くらいのフツメンだったら、俺ＴＵＥＥＥならぬ僕ＴＵＥＥＥイベントの一つや二つ軽く起こさないと。

「むう、興味くらい持ってもよいではないか……」

　ベルが頰をぷくーっと膨ふくらませながら、歩き出した僕についてきた。

「興味なら一つあるぞ」

「おおっ、なんだなんだ？」

「ベルはいつも防具をつけてるけど、リーネさまみたいなドレスとか着ないの？」

　騎士団長とはいえ、一応、彼女も一国のお姫ひめさまだ。

　リーネさまが身に着けているような裾すその長いドレスくらい着てもいいものだが、こいつはいつも防具着用のミニスカートである。常々疑問ではあった。

「ほほう。見てみたいのか？」

「いや、別に」

「見せてやってもよい。今度見せてやろう」

「いや、あの……ええ、じゃあ、お願いします」

　別に見たいと思ったわけではないが、ベルが見せたいようだったので頷うなずいておいた。

　どうせ一日経たてば武器や防具のことで脳内が書き換かえられて、こうして約束したことも忘れるはずだ。

　しかし……ドワーフ族の集落はすさまじい様相だった。

　ここだけ文明のレベルがおかしい。

　進めども進めどもガラクタ（失礼）の山である。僕はドンドールさんの職人工こう房ぼうへと向かっていたのだが、そちらに近づけば近づくほどその数が増えてゆく。まさかとは思ったが、どうやらこのガラクタ（失礼）の出どころは職人工房のようだ。

「うーわー……」

　工房に到着した僕は、思わず棒読みでそんな声を上げてしまった。

　予想は何となくしていたのだが、ここが一番潰れたホールケーキの様相を呈ていしていた。謎アイテムたちに埋もれていたのだ。工房の入り口すら見えない。

　何とか道らしきものを発見して、入り口にたどり着いた僕らは、工房の中へと入った。

　工房の中にも、比ひ較かく的てき小さなアイテムたちがみっちり詰つまっていた。恐おそらく工房内に収まりきらなくなったものが、街に溢あふれて、あのようになったのだろう。

「いらっしゃいませ～」

　受付ドワーフが何事もなかったかのように積み上がった物体の陰かげから出てきた。

　何だか派手になっていた。頭には浮うき輪のような物をかぶり、髭ひげからはカラフルなカラーリボンのようなものが飛び出している。失敗したパリコレのようだ。

「ど、ドンドールさんのところに用が……」

「ああ、工房長ですね。どうぞどうぞ」

　前来た時と同じように来らい客きやく簿ぼらしき石板へ記名させられて、僕らは工房の中を進む。だいぶ通路が狭せまい。

「ユーイチ、助けてくれ、挟はさまった！」

　振り返れば、大きな胸が物体につっかえて、ベルが進めなくなっている。

　引っ張ってやると、物体の山が崩くずれて、道がなくなった。

「片付けておきます～」と受付ドワーフ。「気にせずに奥にお進みください」

　僕とベルは、通路に転がった謎アイテムを半ば踏ふみつけるようにして進んだ。

　そうして何とか僕らはドンドールさんの工房にたどり着いた。

「おお、久しぶりだなユーちゃん、姫騎き士しさま！」

　歓かん迎げいしてくれるドンドールさん。

　だが、その格好がおかしい。

　何というか……スチームパンク風とでも言うのだろうか？

　歯車仕じ掛かけの片かた眼鏡めがねをかけて、腕うでとかにも工具が一いつ瞬しゆんで切り替かえられるような金属製の作業補助用アームがついている。

　正直に感想を言おう……かっこいいっす。

「あの、ドンドールさん、どうしたんですか？　この前来た時にはなかったものが、工房や集落にたくさん……」

「ああ、あれは俺たち職人が作ったんでい」

　やっぱりね……そんな気はしてました。

「どうしてあんな……いや、ああいう物を？」

「ホンにあったもんをとりあえず作ってみるかーって職人連中と話してたら、みんな超ちようノリ気で作り始めちまってなぁ……けど、俺に一番影えい響きようを与あたえたのは、このホンだな」
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　そう言ってドンドールさんが差し出したのは、僕が最後に追加した一冊だった。

「お前さんが読み聞かせてくれた言葉がなぁ、こう、胸に響ひびいたというか、視界が開けたね。あれから何でも作れる気がしてな、気づいたらこんな感じだったんだ」

「そう、だったんですね。あの本が……」

　極力笑え顔がおを心がけたつもりだったが、内心では頰が引きつる思いだった。

　……そうか。この文明爆発の犯人は、僕自身か。

「何か、すみませんでした……」

「何で謝るんでい、ユーちゃん。いやーしかし、これまでは作るだけ作ったが、まだまだ動かないものとかもあるからな。改良していかにゃーならん。そこでユーちゃん、また新しいホンを──」

「ええと、返へん却きやく期限過ぎてるんで新しく貸し出しできません。とりあえず最初の十一冊返しに来てください話はその後で。それじゃ」

「おいおいユーちゃん。来たばっかりなのに、もう帰るのか？」

　ドンドールさんが引き止めるのを「仕事があるので～」と言って躱かわす。

　……言ってから、ちょっと仕事があるってかっこいいなと思う。僕、日本では無職だったけど、いま図書館の館長やってるんだよな、そう言えば。

　館長……ちょっと艦かん長ちようと同じ響きで、かっこよくないですか。

　そんなことはさておき。

「ユーイチ、すごいな。これはここを押すと花が咲さくんだ」

「ベル、いいから帰るぞ」

　アイテムを面おも白しろそうに観察していたベルの襟えり首くびを引っ摑つかんで、僕は工房からそそくさと退散した。

　ダンジョン工房から出て、そこで一いつ旦たん立ち止まる。ベルが不思議そうに振ふり返った。

「どうしたのだユーイチ？　こんなに急いで出てくることもなかっただろうに」

「いや……あれ以上ドワーフに本を見せたらまずいと思って……」

　あれ以上、本──というか知識を与えてしまうと、さらに文明の進化が加速しそうだった。僕はもうこれ以上、この世界の生態系を変えるような真似まねはしたくない。

　まあ、言っても、もう住人たちにはある程度の本の知識は広がってしまっているし、ドンドールさんだってまた図書館へと来るだろうから、僕が非協力的になったとしても、焼け石に水なんだけど。

　何となく、心情的な問題だ……急激な変化というのは、心理的に大きなストレスになるのである。自分が原因の一いつ端たんを担になっているとなれば、なおさらだろう。

　しかも、これが僕のせいだとバレては、リーネさまに何を言われるか……

　……考えるだけで、気が滅め入いる。

　うーん。何て報告しようかなぁ……

　せっかくの休日出勤手当だとか、出張手当だとかの話も、なしになりそうだ……

「そうなのか？　わたしは面白かったがな」

　能天気な姫騎士さまがそう仰おおせられた。

「気楽に考えられる人はいいですね……」

「ユーイチも発想の転てん換かんをすればよいのだ。そういったホンを読めばよい」

　……まさか、ベルから本を読めと言われるとは思わなかった。

　しかし、発想の転換とはすごいものだ。

　こうして一集落の景観というか、世界観すら変えてしまうのだから。

　改めて見み渡わたしても、ビビッドカラーにまみれた世界が強きよう烈れつである。目が痛い。

「……とりあえず今回、一つ勉強になった」

「何だ？」

　ベルの問いには答えず、僕はドワーフ族の集落を後にした。

　今回の一件で、熱意ある人たちが得るべきものを得ると、質的にも量的にも、もの凄すごいものが生まれるということが分かった。

　文明すら軽く進めてしまうほどの化学反応が起きるということが分かった。

　僕のいた世界の人たちだって、宇宙にロケットを飛ばしてしまうような熱意ある人たちがいたのだ。この世界でも不可能ではないのかもしれない。




　つまり、僕が学び得た結論はこうだ。




　……ドワーフたちに本の知識を与えると、本当ヤバいです。
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　唐とう突とつに失礼する。

　私はエテルニア。エルフ族の女だ。

　いま私は人間族の集落にいる。ちょうど物もの陰かげに隠かくれているところだ。

　なぜ物陰に隠れているか、だと？

　神に選ばれし高貴で清せい浄じようなる種族であるエルフ族の者がいるとあっては、卑ひ小しような人間族のことだ、すぐに噂うわさを流すだろう。

　そうなっては、エルフ族の中でもただでさえ目立つ顔立ちをしている私だ。「あっあそこに美しいエルフさまが！」などと声こわ高だかに指を差されて「エルフさま、その美しいお顔をお見せになって！」などと懇こん願がんされてしまうに違ちがいない。

　いや、間違いないのだ。太陽が東から昇のぼって西に沈しずむくらいの確定事じ項こうだ。

　そんなわけで、ローブのフードもばっちり目ま深ぶかに被かぶっている。

　で、何でそんなことまでして、この不浄なる人間族の集落なんぞに来ているかと言うと、だ。これには深い理由があった。

　そう、それはかれこれ三日前の話だ──




「人間族の集落に、謎なぞの建造物が現れた、ですか？」




　エルフ族の族長に呼び出された私は、唐突にそんな話を聞かされた。

　曰いわく、何でも三ヶ月ほど前に、人間族の集落に唐突に現れたその建造物は『トショカン』と言って、中には『ホン』と呼ばれるものが保管されているらしい。

　そして、そのホンには、なんと知識や知ち恵えが詰つまっているというのだ。

　知識や知恵……それが本当ならば、トショカンやホンというものは、大変素す晴ばらしい存在だろう。それは神がエルフ族に与えたもうものだからだ。我々エルフ族は、元来、知識や知恵を重んじ、継けい承しようし、そうして生きてきたのだから。

　話を戻もどそう。

　人間族の集落に、そんな知識と知恵の保管庫が現れた──事実ならば、大変に忌いむべき事態だ。

　人間族のように武器だ防具だと武力ばかりを声高に叫さけぶ蛮ばん族ぞくに、知識や知恵が上手うまく扱あつかえるとは思えない──エルフ族の族長は、そう危き惧ぐされた。

　そうして私に勅ちよく命めいが下りたのだ。

　人間族の集落へ赴おもむき、トショカンとホンというものがどんなものか、調査せよ。そして、それが人間族に扱える代しろ物ものか判断せよ、と。




　──そうして現在。私は澄すみ渡わたる清浄な空気に満ちたエルフの隠れ里から、わざわざこの不浄極きわまりない人間族なんぞの集落へとやって来たのだった。

　さて、そのトショカンだが、見える場所まで行ってはみたのだ。

　だが、初めて見る建造物、恐おそろしくて近くまで行けなかった。野蛮な人間族の集落に存在するものだ、突とつ然ぜん剣けんとか槍やりなどが飛び出してくる罠わながあるかもしれぬ。

　そんなわけで用心に越こしたことはないだろう。捕つかまって見み世せ物ものにでもされてはたまらんからな。

　どうしたものかと私は大いに悩なやんだ……しかし、集落で人々の話に耳を傾かたむけていたらば、大変に重要な事が分かった。

　どうやら、トショカンには主ぬしがいると言うではないか。その主は、時々トショカンから出て街をぶらついているそうだ。

　ならば、まずはその主を調査すればいい。

　私は、族長から旅のお守りにと渡された〝物見の鏡〟を取り出し、中を覗のぞき込んだ。

　この鏡を使うと、何と探しているものが見つかるのだ。超ちよう便利だろう、素晴らしいだろう。エルフ族が誇ほこる叡えい智ちの力の結けつ晶しようだぞ。

　ドワーフ族のような繊せん細さいさの欠片かけらもない種族はゲートなんぞを作っていい気になっているようだが、この摩ま訶か不思議な鏡はさすがに真似できまい……

「ふふ、完かん璧ぺきな変装だ……」

　ふと鏡に映る自分を見て、思わず呟つぶやいてしまった。

　エルフ族の特とく徴ちようである長く尖とがった耳も、美しく豊かな銀ぎん髪ぱつも隠せている。

　正面から覗き込まれなければエルフだとはバレまい──




「あーっエルフだにゃん！」




　猫ねこ耳みみ娘むすめが、声を上げた。

　こ、こん畜ちく生しようめ、目の前から私の顔を正視しおった！

「珍めずらしいにゃ～。何でこんなところにエルフが──あっ」

　私は脱だつ兎との如ごとく全速力で駆かけ出し、猫耳娘から逃にげた。再び物陰に隠れる。エルフは森の民たみ、身のこなしも俊しゆん敏びんなのだ。ドリアード族めが森の友人だなどと呼ばれていい気になっているが、我々エルフ族のキャラと被ってくるのはやめていただきたい。本当に。




　ふう……




　見つかってはしまったが、まだまだ挽ばん回かい可能だ。

　猫耳娘が追ってこないことを確かく認にんし、再度、物見の鏡を捧ささげ持った。

「鏡よ鏡。この世で一番私に必要な人はだあれ？」

　鏡に優やさしく声をかける。なお、長ちよう寿じゆで不死のエルフにつがいの概がい念ねんはないので、必要な人なんて言っているが、別に伴はん侶りよのことではないのであしからず。そもそも高貴で清浄なるエルフ族の者は、他者に心など許さぬ。それが他種族ならばなおのことだ。

　やがて、鏡が一人の人間族らしき人物を映し出した。

　青年だ。ふむ……こう言っては何だが、これといって特徴もないな。

　だが、この世で私にいま一番必要な人なのだろう。

　そう判断した私は、彼を探すことにした。




　　　　＊




「ユーイチ、どうしたんだ？　そんな辛しん気き臭くさい顔をして」

　シャムシールを腰こしに差したベルが、やって来て早々そんなことを言ってきた。

　僕が、しょんぼりしていたからだろう。

「いやなに……ちょっとリーネさまに叱しかられてね」

　数週間ドワーフの一件について誤ご魔ま化かし続けていたのだが、ついにリーネさまにバレてしまったのである。

　隠していた僕が悪いのだが、今朝こってり絞しぼられた。

　主に、隠していたことについて。

『わたくしに隠し事など、大した度胸をお持ちですね。減給』

　世にも恐ろしい言葉だった。膝ひざから崩くずれ落ちそうになった。

　だが、きっとこの世界に紙が存在していたら、減給のみに留とどまらず、長大な反省文を書かされていたのだろう。それがなかっただけマシかもしれない。

　今度からは、きちんと『報告ホウ・連絡レン・相談ソウ』を実行しようと思いました。

「姉上は、ユーイチに期待しているからな。それだけに厳しくしてしまうのかもしれぬ」

「は？　期待だって？　……噓うそだろ、幻げん滅めつされてるなら分かるけど」

「いや、姉上は期待している者に対しては厳しい人なのだ。だから、わたしなどよりも、ユーイチはよほど期待されているよ」

　リーネさまが、あの高ハイ圧プレ女ツシ王ヤーさ・クイまーンが、僕に……期待？

「……ないないないない。ありえないよ。それよりも、ベル、お前どうしたんだ？」

「どうしたとは、何だ？」

「防具はどこ行った」

　今日は来るのが遅おそいなと思っていたが……

　何というか、今日は彼女の服装がいつもと違う。

　いつも、まさに肌はだ身み離はなさずつけている防具が、今日はないのだ。

　しかもあろうことか、お淑しとやかそうなドレスを着ているではないか。

　当然のように帯たい剣けんはしているけれども。

　問えば、ベルは胸を張って言った。

「先日、おぬしが見たいと申したから、見せてやると約束したではないか」

「見たいとは言ってないけどな？　よろしくはしたけどな？」

　とりあえず、胸、本当に大きかったらしい。防具に包まれていないので、がっかりおっぱいではなかったのが分かる。リーネさまは関かん東とう平野だけど、そこは似てないようだ。

　しかし、馬ま子ごにも衣い装しようとはよく言ったものだ。

　美しいドレスを着たベルは、まるでどこかの国のお姫ひめさまのようだった。

　……あ。こいつ、まがりなりにも一応お姫さまだった。忘れてましたよ。

「どうだ？　どうだ？」

　ベルがひらひらしたドレスの裾すそをひらひらさせて、流し目を寄よ越こしてくる。

　普ふ通つうに似合っているのだが、何というか……

「……いつもの方がいいな」

「な、なぜだ!?　そこは『今日の君はまた一段と素す敵てきだね』的なことを言って褒ほめちぎるところではないのか!?　城の者たちは、みな泣いて褒めてくれたというのに……！」

「いやまあ、そうかもしれないけどさ……いつもの方が、お前らしい」

　防具をつけていなかったら、ベルではない気がした。

　例えば遠目で見た時に、今のドレス姿では難しいが、いつものアーマースタイルのベルならばすぐにそれと分かるだろう。そういう、『らしさ』って大事じゃないかな。

　なんて、『らしさ』がないようなことを就活で言われた僕なんかは思うよ。

　たぶん、城の人たちが泣いて褒めてくれた理由は分かる。きっとこいつにお姫さま然としていて欲しかった積年の願いが叶かなったと思ったのだろう。僕が城の人だったら、たぶん感激して号ごう泣きゆうして滂ぼう沱だの滝たきができるレベルだ。

　だが、僕個人は別に、ベルにお姫さまな部分を求めてはいないのだった。

「らしさ、か。そうか……」

　ベルは目をぱちくりさせて、自分の姿を確認するように見て、

「……ふむ。おぬしがそう申すならいつもの服に戻そう。部屋を借りるぞ」

　そうしてカウンターの奥、僕が寝ね泊とまりしている管理人室の中へ颯さつ爽そうと入っていった。

　……あの。いいって言ってないんだけど。

　……そこ、僕の生活の痕こん跡せきありまくりなんだけど。

　止める間もなく呆ぼう然ぜんとしていると、ベルがあっという間に出てきた。早すぎるし、着き替がえていない。

「ユーイチ！　泥どろ棒ぼうが入ったのではないか！　部屋の中がめちゃめちゃにされている！」

「うるさいほっとけ。いつも通りの異状なしだ」

　僕がごちゃごちゃにしているだけです、すみません。

　そろそろ片付けねばならないのは分かっているのだが、いかんせん毎日が忙いそがしかった。

　仕事仕事の労働三ざん昧まいで、片付けする余よ裕ゆうと時間が皆かい無むだった。

　そう、僕は働いているのだ。

　毎日、あくせく、この図書館で。

　リーネさまにこき使われていると思う部分ももちろんある。

　だが、人の役に立って、感謝されて、喜んでもらえている。

　一度は就活で、どこからも、誰だれからも、見向きもされなかった自分が。

　一度は存在価値がないと、この世界に来た当初、断じられようとしていた自分が。

　きちんと居場所を定めて、生きている。

　……うん。悪くない毎日だ。

　これでリーネさまが僕を認めてくれればいいんだけど。あの人の攻こう略りやくは、なかなかヘルモードでしてなぁ……

「むー、仕方がないなぁ。わたしが後で片付けておこう」

　言いながら、ベルが再び中へと入っていった。

「へえ、あいつ、片付けなんてできたのか。感心感心──……」

　……って。いやいや、無理だろ。

　丁てい重ちように断って、自分でどうにか片付けよう。

　そう考えていると、ベルが戻もどってきた。

　着替えを持ってきていたのか、いつものアーマースタイルである。

「……うん。そっちの方がいいな、やっぱり」

　赤いミニスカドレスに胸当て。非常にしっくりくる。

「わたしもこっちの方がいいな。動きやすいし、あれでは武器を扱あつかえぬし、高いところや低いところにあるホンも取りづらいからな」

　ベルがそんなことを言った。

　基本的に『世界の武器防具大全』しか読んでいないベルだが、僕の手伝いでいろんな本に触ふれることがあった。棚たなから本を取ることも結構あるのだが、確かに先ほどのドレスでは大変だろう。

　まあ、ミニスカのベルが高いところの本を踏み台ステツプに上って取ろうとすると、スカートの中身が見えそうで、下で見ている僕が大変なんだけどね。

　本人がまるで気にしていないのは、どうかと思うんだ……

「そうだ、ユーイチ！　今日はおぬしを面おも白しろいところに連れて行こうと思って来たのだ！」

「面白さなら間に合ってるんだが」

「そうなのか？　面白いものがあったのか」

　お前のことだ、と言いかけて、僕は黙だまった。

　ベルが褒められたと勘かん違ちがいして、喜びそうだったからだ。

「で、どこに連れて行ってくれるんだ？　危ないところじゃないんだろうな？」

「危ないところとは？」

「剣けんとか槍やりが飛び出してくるような」

「そんなところがあるのか!?　連れて行ってくれ！　ぜひっ！」

「いや、そうではなくてだな……まあいい、そうじゃないならどういうところだ？」

「ついて来たら分かる。さあ、ゆこう」

　僕は図書館内を見み渡わたす。割と結構な利用者がいる。

「……ベル、今日は無理だ。図書館をこのままにしていけないって」

「こんにちにゃーん」

　その時、常連のミーナが館内に入ってきた。

「あっ、館長にゃん、聞いてにゃ！　あのね、エルフを街中で見たにゃ！」

　ミーナが興奮したように言った。

「図書館ではお静かに……って、エルフ？　そう言えば見たことなかったけど、珍めずらしいんだよな？」

　僕と図書館がここへやって来て、もう三ヶ月が経過している。

　だというのに、僕は一度もエルフという種族の者に遭そう遇ぐうしたことがなかった。本当に存在するのか疑問だったくらいだ。

　エルフがいない異世界とか、存在してはならない。ショートケーキから苺いちごが取り除かれたような状態だとすら思って落らく胆たんしていたのだが……どうやら苺は載のっていたらしい。

「珍しいなんてもんじゃないにゃ。あいつら、自分たちの里から出たら空気が汚きたなすぎて死ぬとかほざいてる連中にゃ。他ほかの集落にいるなんて、滅めつ多たにないことにゃんよ」

「へえ……そんなエルフが、なんでまた」

「知らないにゃ。あいつらの考えることは、曰いわく『深すぎて他種族には到とう底てい理解できないこと』らしいにゃ」

　……とりあえず、エルフがもの凄すごく扱いが難しそうな種族であることは分かった。何というか、面めん倒どうくさそうだ。

「ユーイチ、エルフなんぞのことよりも、外出だ」

「エルフなんぞって何だ。僕はエルフに興きよう味み津しん々しんだぞ」

「ならば、わたしに興味津々になればよい」

　どういう論理の飛ひ躍やくだろうか。

「ユーイチ。外出だ。今すぐ」

「……いや、だから、図書館と管理の仕事を放置できないだろって」

「その猫ねこ耳みみ娘むすめに任せればいい」

「にゃ？」

「何ならうちの兵士もつけよう」

「職権乱用っていうんだぞ、それ。兵士さん怒おこるだろ」

「何を言う。仕事を与あたえてやってるのだぞ。喜ばれはすれど、怒られる謂いわれはない」

　こいつ、リーネさまに負けず劣おとらず、日本にいたらブラック企き業ぎようでワンマン社長やってそうだな……と思った時だ。

「ユーイチ、おぬし、仕事熱心なのは感心だがな。ほとんど休みを取ってないではないか。たまにちょっとくらい仕事を離れたっていいと思うぞ。でないとさすがに疲つかれてしまうだろう、身体からだを壊こわしかねん」

　ベルが珍しくまともなことを言い出した。

　とってもホワイト。姉のリーネさまにも、耳穴かっぽじって聞かせてやりたいですね。

「でも、リーネさまに怒られるだろ？　僕だけじゃなくて、ベルもさ」

「いや、姉上には既すでに許可を取っておる」

「はいっ？　うっそ、本当……？　あのリーネさまから？」

　仕事ほっぽって外出する許可を？

　こいつ……神か！

「ああ、本当だ。というか、これはそういう仕事だ。わたしに付き合う仕事。たとえ火の中、水の中。どこまででもついて参れ。異論は認めぬ」

　状じよう況きようがブラック一択たくだった。

「お前は僕を一体どこに連れて行こうというのかね……」

「だから、面白いところだと言っておろう。詳くわしくは秘密だ。気になるだろう？」

「……ふむ、仕方ない。ミーナ、図書館の管理、ちょっとの間、頼たのめるかな？　ミーナなら、普ふ段だんから図書館にいるし、大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど」

「任せろにゃ。ミーナはできる子にゃよ。やってやれにゃいことはにゃい！」

　仁に王おう立ちで薄うすべったい胸を叩たたくミーナ。

　少し不安になる言葉だったが、彼女が結構しっかりした人物なのは知っていた。四六時中一いつ緒しよにいてもさすがにベルには頼めないが、ミーナであれば大丈夫だろう。

　本の貸し出しは断ってもらって、店番的な感じでいてくれと彼女に頼む。

　そうして僕はベルに連れられて図書館の外へと出た。

「で、どこに連れて行きたいんだ？」

「まあまあ、せっかちになるな。楽しみにしておれ」

　ベルが、僕の手を取った。

　何の乙女おとめチックなためらいもなく取られ、僕の手はされるがまま引っ張られる。

　女の子と手をつなぐイベントは、もう少し触れるか触れないかの葛かつ藤とうという前まえ振ふりがあって、クライマックスに胸がドキドキ高鳴ってようやくゴールインおめでとおー！　的な感じで起きると思っていたのだが、そんなことは全くなかった。

　まあ、ベルにそういうためらいとか、葛藤とかを求めるのは、この世界に例えば……

　……そうだな、寿す司しを求めるようなものだ。

　何とかの実とか、ネズミを食べたりする種族がいるこの異世界に、米が握にぎられて魚ぎよ介かいが載ったあの洗練された和風高級食があったら、それこそおかしい。

　あー、久しぶりに食べたいかも。

　回らない寿司なんて贅ぜい沢たくは言わない。回転寿司、いや、スーパーに置いてあるくらいのお手軽な感じでいいから、日本独特のあの料理が食べたいなぁ……
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「ユーイチ、ついたぞ」

　意識を今は遠い日本の地に飛ばしているうちに、いつの間にか目的地に到とう着ちやくしてしまったらしい。




　目の前に、寿司屋があった。




　どうしてそう思ったのかと言うと、看板にそうデカデカと書いてあったのだ。

　正確には『司』の字が『同』になった『寿同屋』だったけども、たぶん寿司屋なのだろう。和風っぽい造りの建物の入り口にはデカいマグロっぽい木き彫ぼりの魚が飾かざってあるし、恐おそらく、間ま違ちがいない。

「な、何なんだ、ここは……」

「入るぞ、ユーイチ」

　ベルが暖簾のれんを潜くぐって中へと入っていく。僕も恐る恐るそれに続いた。

　中も寿司屋だった。回転しない寿司屋だった。とはいえ、カウンター前を寿司が右から左へ流れてゆくので、回転寿司の亜あ種しゆかもしれない。

　この謎なぞのテクノロジー……ドワーフの仕し業わざだろう、と直感的に思い至った。しかし先日よりもかなり作るものが洗練されてきた気がするのだが、気のせいだろうか。

　ベルが椅い子すに座り「隣となりに座るのだ」と促うながしてきた。座布ぶ団とんが敷しいてある木製の椅子だ。

　僕は椅子に座り、目の前を流れてゆく寿司を凝ぎよう視しした。絶ぜつ妙みようなスピードで、絶妙に寿司の姿をしたものが流れてゆく。動力どうなってんだ、これ。

「さあ、ユーイチ。好きなだけ食べるがよい！」

「………………これ、食べれるの？」

「何を言うか！　我が城の料理人が腕うでを奮って作ったのだぞ。食えぬ訳があるまい」

　その言葉を聞き、僕は少し安心した。

　城の料理人さんの料理は何度かいただいていて、どの料理も大変おいしかったのだ。

　目の前を流れてゆく寿司らしきものに、手を伸のばして、一度ためらったものの、傍かたわらに置いてあった醬しよう油ゆ的な黒い液体をつけて口に放ほうり込んだ。

「…………………………寿司だ」

　思わず声にする。

　まごうかたなき、日本の味だった。

「ふむ、この料理はスシというのか」

「寿司だし、寿司屋だ……何なんだ、ここ……？」

「ホンを元に作ったのだそうだ」

「ホン……？　図書館の？」

「ユーイチに解読してもらったホンを元に作ったと、料理人が言っておったぞ」

「僕が……？」

　そう言えばだいぶ前に料理の相談を受けた時に、海苔のりや醬油の作り方を訊きかれたことがあった……それか。

「いやでも、酢すとかはどうやって」

「スならば、作り方を調べてドリアード族に伝えたではないか」

「あ……うどん粉病対策の散布用のやつか……」

　木もく酢さく液えき以外の治ち療りよう法も知りたいからと、ネロリさんから頼まれて酢や重じゆう曹そうの作り方を結構前に回答していたことを思い出す。そこが情報の出どころか。

「いや、しかしすごいと思わぬか。ドワーフ族が獣じゆう人じん族と力を合わせて店の建物やこの動く板を作り、ドリアード族とウンディーネ族が材料を見つけ、人間族が料理を作ったのだ……これだけの種族が協力し合ったことなど、近年稀まれに見ることだぞ」

「そうなのか？」

「そもそもドリアード族が人間族を嫌きらっておったのは知っておるだろう」

　人間族というか、嫌われていたのは主にベル単体なのだが。

　まあ、平和に協力できる関係になったのなら、いいことだ。

「でも、何でこんな店を……」

「おぬしのために作ったのだ」

「僕のために？　何でまた」

「故郷が恋こいしくなっておるかと思ってな」

「いや、まあ……そういうこともあるけどさ。でも、こんなに大層なものを、僕のためにどうして作ろうなんて」

「姉上はなかなか滅めつ多たに人を褒ほめない方でな、評価も基本的に辛から口くちだ。だが、ユーイチは既に随ずい分ぶん国に利益を出してくれているし、毎日しっかり働いておるから、わたしが個人的に労ねぎらいたいと思ったのだ。というわけで、職権を利用した。姉上には内ない緒しよだぞ？」

　……全く、時々全力で権力を使いに行くから、権力者ってのは怖こわい。

　職権の利用って言うより、それほぼ乱らん用ようですからね。

　あと、この子、隠かくし事できないだろうし、絶対リーネさまにバレるからね……

「どうだ？　美味うまいか？」

　僕は手元の寿司を見つめる。

　握り方が甘かったりはするかもしれない。

　魚の種類も、日本で寿司になっていたものとは微び妙みように違ちがう。

　けれど、

「──ああ、おいしいよ」

「そうか。では、たーんと食べるがいい」

　ベルが満足そうに笑って、一緒に食べ始めた。

　寿司を食べながら、僕は考える。

　寺澤文庫図書館の本の知識が、僕の仕事によってこの世界の住人たちに伝わり、住人たちが協力することで、こうして寿司屋まで実現してしまった。

　これって、何気にすごいことなんじゃなかろうか。

　ありえなかったものが、ここにこうして存在する。

　それが不思議で、それに僕が関かかわっていることに現実感がないというか。

　日本では役立たず認にん定ていされてしまったような僕が。上司ベルに、全力で労われている。

　何というか……寿司がおいしい。




　　　　＊




　物見の鏡に従って、私はトショカンの主がいるであろう場所へとやって来た。

　……何だ、この建造物は。

　謎の魚の置物に……板にデカデカと描えがかれたあれは何だ。

　まさか、文字か？　ぐぬぬ、読めぬ。

　木で造られた建造物の入り口には、謎の布がかけられている。

　この中に主がいるというのだろうか。

　中に入ることは出来ない。私は窓から中を覗のぞくことにした。

　……何だ、ここは!?

　皿が動いているのだが!?!?

　その上に二つセットの、白かったり赤かったり黄色かったり黒かったりする謎のこぢんまりした物体が載のっているが、あれは何だ!?!?!?

　しかも人間族がそれを──食った!!!!!!

「エルフ族の叡えい智ちにもまるでない光景……何なのだ、ここは」

　非常に興味が尽つきないが、早まってはならない。私の目的はトショカンの主の調査だ。

　動く皿の前に座っている人間族──

　片方の女は、かの悪名高き姫ひめ騎き士しだろう。思考回路が狂くるった傍ぼう若じやく無ぶ人じんで残ざん虐ぎやく非道極きわまりない最も忌いむべき人間族だと聞いている。関わりたくはないものだ。

　その隣の男。物見の鏡が映した人物だった。あれがトショカンの主か。

　姫騎士が何やら笑っているが、話の内容はさっぱり聞こえん。

　何とか接近したいものだが……入り口の方が近いだろうか。

　そう思った私が、入り口の布を潜って、扉とびらに触ふれられるほどに接近した時だ。




　ガラッと扉が横よこ滑すべりに開いた。




「ごちそうさんでしたー……ん？」

　出てきた男と目が合った。

「あれ？　もしかしてお客さ──あっ」

　私は脱だつ兎との如ごとく逃にげ出した。

　目標に見つかってしまうとは、このエテルニア一生の不覚！

　ふふふ、だが私がエルフだとはバレておるまい！　このように目ま深ぶかに被かぶったフードのおかげで長く尖とがった耳も、この美しい銀ぎん髪ぱつも見え──

「──あれっ？　あれ……あれっ？」

　フード、外れておるではないか……

　いつ、何故なぜ──立ち止まり物もの陰かげに隠れて考える。

　……分かったぞ！　あの扉の前に下がった布だ！

　何ということだ、あれは変装を見破るための装置だったのか……恐るべし人間族の建造物……！

　しかし、こうなるとトショカンとやらには、もっとたくさんの罠わななどが仕し掛かけられている可能性が高い。しかも私は顔を主に見られてしまった。

　とはいえ、トショカンに近づかぬわけには行かぬだろう。長おさに、報告せねばならぬのだ。エルフ族の者たちが、私の報告を待っているのだ。

　……気を引き締しめ、私はトショカンに向かうことにした。




　　　　＊




「どうしたのだ、ユーイチ？」

　突とつ如じよ走り去った銀髪の美女を呆ぼう然ぜんと見送っていたら、背後からベルに声をかけられた。

「いや……何だかえらいべっぴんさんがいたんだけど、逃げられた」

「べっぴんさんなら、ここにいるではないか」

「あっ、そういうのいいんで」

　ベルがばちこーんとウインクしてきたので、僕は両手のひらで顔をガードした。

「ふむーつれないのう」

「つれなくて結構だ、それより、」

　正直に言おう……ちょっと傷心だった。

　まさか目が合った瞬しゆん間かんに女性に逃げられるとは。しかも美人に。

　何だ、僕はそんなにアレな感じだったのか。この世界に来てからはウンディーネ御ご用よう達たしの泉で身体からだもそこそこ洗って日本にいた時以上に清潔にしてあるし、髭ひげもドワーフ謹きん製せいのカミソリで最近はスムースに剃そっているから身み綺ぎ麗れいなはずなんだが。

　うーん、おかしい。リーネさまはともかく、ベルは懐なついてくれているのに……まあ、ベルも大たい概がいアレなやつだからな。

　悲しいけど、これ、類友ってやつなのかもしれない。

「『それより、』なんだ？」

「……図書館が心配だ。早く戻もどろう」

　傷ついたなんてベルに言っても仕方がないと思った僕は、とりあえず事実で誤ご魔ま化かした。

　かれこれ二時間以上経たっているはずで、さすがにミーナも飽あきているだろう。歩いて戻っても三十分以上かかるし、急がねば……と思っていた時だ。

「では、あれを使おうか」

　ベルが通りの傍らの小屋を指差した。

　そこに、鱗リン馬バがいた。

　僕がこの世界で最初に出会った動物だ。ロープ状の植物でぐるぐる巻きにされ、これに乗せられてリーネさまの城へと運ばれたのである。

　近くでまじまじと見るのは初めてだったが、何というか……やっぱり恐きよう竜りゆうっぽい。

　鱗うろこだらけなせいか、顔もトカゲっぽく見える。羽のない四つ脚あしの小型ドラゴンといった感じだ。これで鳴き声が「ヒヒーン」なのだから混乱を禁じ得ないのだが。

「鱗馬小屋にいる鱗馬は、街の中の移動に使ってよいのだ」

「え、どうやって返すんだ？」

「帰き巣そう本能が優すぐれているのでな。帰れと言えば、元の小屋へと帰る」

「……何だ、その便利な機能は」

「鱗馬を使えば、ゆっくり向かっても時間を半分以下に短縮できるぞ」

「そうか。なら使わせてもらおう……でも僕、乗ったことないけど」

　荷物のように乗せられた以外では乗鱗馬経験がない。

　するとベルは「わたしがついているから大だい丈じよう夫ぶだ」と言った。片付けなんかを任せるのはおっかないが、こういうことなら何となくこいつを頼たよって間ま違ちがいない気がする。

　僕はベルの手を借りて鱗馬に跨またがった。

　鱗馬はその強面こわもてな見た目と違って気き性しようは大人しいようだ。ベルが僕の背後に跨るまで、じっと待機していた。

　ベルは、僕の背中を抱だきかかえるように密着する。

　さっきのドレス姿だったら「背中に柔やわらかいものが！」なんてイベントが発生したのかもしれないが、現在のベルはいつもの防具姿。残念ながら、僕の背中には金属製の胸当てが当たっているだけだった。硬かたいです。

「摑つかまっておれよ、ユーイチ……さて、出発だ！」

「うおわっ！」

　ぐんっとベルが手た綱づなを引くと、鱗馬が前まえ脚あしを上げてヒヒーンと嘶いなないた……かと思った次の瞬間にはもの凄すごい勢いで走りだしている。

「ばかっばかばかばかばか速い速すぎだっ！」

「気持ちいいだろう～！」

「危ない！　人はねるだろ！　はねる！　危　な　い　っ　て　ば　!!」

　道行く人々が「わー！」とか「ぎゃー！」とか言って回かい避ひしている。しかし住人のみなさんは大変な運動神経の持ち主のようだ。アクロバティックに横っ飛びに飛んだり、着地後に前転するローリング回避までしている。狩かりとかで鍛きたえてるんだろうか。

　僕は何とかベルを止めようと、両手を背後に回す。

　あ、何か触さわった、と思った瞬間、「あひゃっ」という奇き妙みような声がした。

　途と端たんに鱗馬の速度が落ちていって、歩くくらいの速さになる。

「ゆ、ユーイチ、そこはくすぐったいぞ……」

　ベルの艶つやっぽい声に手の行方ゆくえを見れば、どうやら僕は彼女の太ももに触っていたらしい……思わず手を滑すべらせると、ベルが「ひゃはは」と笑い出した。リアクションに色気も素っ気もない。

「あれ、もう触らぬのか」

「何でもっと触れば？　みたいに言うんだよ」

「もっと触れば？　と思ったのだが」

「結構です」

　何度でも言おう。

　下着と同じだ。恥はじらいのない誘さそいには、何の面おも白しろみもないのだ。

「ふむ。速いのはだめか？　ユーイチを楽しませようと思ったんだが」

「ゆっくりでいいから、安全運転で頼たのむ……」

　僕はジェットコースターみたいな絶ぜつ叫きよう系は苦手なのだ。ベルは好きそうだが。

　さて、速度が落ちたことで、だいぶ周囲を観察する余よ裕ゆうができた。

　まず、目の前の鱗馬の背中に触れてみる。ひんやりとしていて、ざらついた質感ともども爬は虫ちゆう類るいのようだった。

　それから周囲に目を向ける。

　シダ類のような形のでかい植物が、店や民家など、西洋風の建物が並ぶ道に街路樹のように生えていた。

　……相変わらず、もの凄いミスマッチ感だった。

　西洋風の街並みにドラゴンのような馬までは、まあ、分かる。

　だがそこにぐるぐる巻きのゼンマイのような頭をしたシダ植物が溶とけ込んでいる様は、僕がこれまでイメージしていた一いつ般ぱん的な異世界とは違ちがっていた。

　何というか、オーソドックスではないのだ。異い端たんというか、邪じや道どうというか……

「……ベル、この世界って、〝ペルム〟って言うんだよな？」

「ああ、そうだが？」

「ゲートで簡単に移動できるからすっかり聞きそびれてたんだけど、この世界の地理ってどうなってるんだ？」

　自分の身の回りのことで精せい一いつ杯ぱいな時は、身の回りのこと以外を考えている余裕などなかった。だが、この世界のことについて知っていきたいと思えるほどには、近ちか頃ごろは生活にも余裕が出てきていた。

　ここへやって来て、もう三ヶ月……

　日本に戻る方法も分からないままだし、そろそろこの世界に永住することを本気で考えた方がいいかなと思い始めていた。

　リーネさまが、現状目の上のたんこぶだけど……ここ、居い心地ごこちがいいんだよな。

「ええとだな、この世界には、でっかい大陸が一つ。海を挟はさんでその北側に中くらいの大陸が一つ。それからその端はしっこに小さい大陸が一つあって、他ほかに島がいくつか点在しているらしい」

　おお、ちゃんと地理っぽい話だ。

　ベルには荷が重いかもしれないと思ったが、やはりまがりなりにも一国の姫ひめだ。

　姫のハードルだいぶ低い気もするけど……

「で、大きな大陸はパンゲア超ちよう大陸というのだがな。北がローラシア、南がゴンドワナと呼ばれていて、我が人間族のリクリウッド王国は、ローラシアの西側に位置している。

　獣じゆう人じん族はローラシアの東側、ドワーフ族は小大陸、ウンディーネ族は小大陸周辺にある島が拠きよ点てんだな。ハルピュイア族やドリアード族の集落はゴンドワナにあってそれぞれ北側と南側、エルフは中大陸シベリアに隠かくれ里があるらしい。ウィスプ族はそれこそどこにでもいるようで、どこにもいない」

　頭の中がごちゃごちゃし始めたが、とりあえず知ってる単語が出てきた。

　シベリア。

　これって、ロシアの地名と同じだけど……偶ぐう然ぜんだろうか。

　あと、気になることがもう一つ。

「ウィスプ族がいるようでいないっていうのは？」

「光や火があるところに住みつく者たちで、昔はあったようなのだが、現在は特定の集落を持っていないようなのだ。種の絶対数は多いらしいが、なぜか目もく撃げき情報が少ない」

「多いのに、見れないって、矛む盾じゆんしてないか？」

「恐おそらく他の種族の目につかないように、隠れておるのだろう」

「隠れる？　何で？」

「うむ……わたしも詳くわしくは知らんのだが、ちょっとしたことが昔あったようなのだ」

「ふーん、そうか。ウィスプ族にも会ってみたいけど」

「それより、ユーイチ。おぬしのいたところは、どんなところだったのだ？」

「僕のいたところ？　そうだなー……こことは全然違うなぁ。馬には鱗なんてなかったし、こんなぐるぐるしたでかい植物もなかった」

　その代わりに車や電車が走っていたし、ちょっと都会に出ればでかいビルなんかが建っていたけれど。

　人も、もっとたくさんいた。

　代わりに動物は少なかったと思うし、人種の違いはあれど、人はみんな人間だった。この世界のように、姿形が明らかに違うような種族の違いはなかった。

「いいところだったか？」

「まあ、それなりに」

「ここよりもか？」

「どうだろうな。どっちもいいところがある」

「帰りたいか？」

　僕は口を開けたまま言葉を探す。

　その質問だけがやけに難しかった。

「帰りたいか、か……どうなんだろうな。まあ、帰れって言われても、帰る方法がないからな。嫌いやでもいるしかない」

「そうか。いるしかない、か……ふふ、ふふふ」

「何だ、突とつ然ぜん笑ったりして……気持ち悪い」

「ふふふ、いやなに……くふふ♪」

「おいばか落ちるぞ揺ゆれるな」

　ゆーらゆーらと、左右に身体からだを揺らし始めたベルの腕うでを、僕は慌あわてて摑んだ。

　図書館に帰り着くまで、ベルはずっとそんな調子で終始ゴキゲンだった。愉ゆ快かいなのは、まあ、いいことだろうけど……しかし何なんだろうな、一体。

　もし、僕がこの世界から帰れないことを喜んでくれているのだとしたら。

　そう仮定したとして、それなら、どうしてそんなに喜ばしいのか。

　こいつにそんなに懐なつかれるようなイベントは、繰くり返すがなかったはずなのだ。

　……本当に、理解不能な姫ひめ騎き士しさまだ。




　　　　＊




　トショカンの主から逃にげた私は、トショカンを目指して歩いていた。

　その道のりで、集落の様子をついでに観察する。

　何だか、以前はなかった建造物や植物が増えている気がした。

　その原因は、すぐに分かった。

　獣人族がいるのはいつものことだ……だが、先ほどからすれ違うドワーフ族の数が多い気がする。

　そして、驚おどろいたのはドリアード族がいたことだ。

　非常に珍めずらしいことだった。

　あやつらは我らエルフに引けを取らぬくらいに人間族を嫌っていて、そんなところまで我がエルフ族に属性を被かぶせてくるのかと忌いま忌いましく思っていたのだが……

　……やはり、トショカンの力だろうか。

　トショカンとホン……それほどまでに魅み力りよく的なものなのだろうか。

　これはいよいよ調査せねばなるまい。

　私はトショカンへと急いだ。




　　　　＊




　僕とベルは、図書館に戻もどってきた。

　鱗リン馬バを使ったため、ベルが言っていたように、徒歩で行った時の半分の時間で戻ってくることができた。「小屋へおかえり」とベルが言うと、鱗馬はどこかへ行ってしまう。恐らく元いた小屋へ戻ったのだろう。本当に便利な帰き巣そう能力だ。

　さて。

　館内に戻ると、何やらミーナが本とにらめっこしていた。

　カギ尻尾しつぽがゆらんゆらんと振ふられている。

「ミーナ、戻った。留守番ありがとう。変わったことはなかった？」

「あっ、館長にゃん！　ええと、トショカン運営の方は変わったことなかったんにゃけど」

「けど？」

「これ、このカウンターの中で見つけたんだけどにゃ」

　そう言って、ミーナが手元の本、数冊を示した。

　何だか分厚い本が数冊。それから……これはノートだろうか。

　僕はノートを手にとって数ページ目を通す。

　日誌だった。しかも館長──じいさま手書きの日誌だった。いや、日誌というタイトルの、完全なる日記だった。その日に読んだ本とか書いてあるし……

「何か、このホンに書いてあるのが、ホンの下の方に書いてあるのと同じような文字でにゃ。気になって考えてたんだけど、ミーナには全然分かんないにゃ」

　懐かしい癖くせのある文字の羅ら列れつに見入っていると、ミーナがそう唸うなった。

　僕は日誌から顔を上げてミーナが睨にらんでいる本を覗のぞき込んだ。

　何やら横書きで数字と単語が書いてある。

　リストのようだが……そのリストを数行眺ながめて、ミーナの言葉を思い出す。

『ホンの下の方に書いてあるのと同じような文字』──背に貼はられたシールの数字のことだろう。

　確かに最大三桁けた＋小数点という数字の並びが同じだ。

　そうなると、これは……

　僕は本を持ち上げてタイトルを見た。




『ＮＤＣ　日本十進分類法』




「ミーナ、ちょっと貸して」

　その本を持って、僕は適当な本ほん棚だなに向かった。

　以前ネロリさんに貸し出した『植物の病気と治ち療りように関する本』を探す。

　位置は大体覚えていたので、その辺の棚を探して──あった。

　その本の背に貼ってあるシールの数字を確かく認にんする。

『６２３』

　その数字を本のリストで探す。

　──『６００　産業』……『６２０　園芸』……




　……『６２３　園芸植物学．病虫害』




「あった……これだ」

　本のシールに書いてある数字の謎なぞが解けた。

　謎でもなんでもなくて、きちんと法則があったのだ。

　この『日本十進分類法』に書いてある法則──いや、日本十進分類法が法則の名なのだろう──それに従って、シールに数字が記されているのだ。

　何だか、もの凄すごい発見をした気がする……のだが、きっと図書館で仕事をしてる人には常識なんだろうな。

　まあ、僕も今は図書館で仕事をしている身だ。この法則を上手うまく利用できれば本を探す時の時短になるだろうし、知っていて損はないだろう。今後活用すれば、リーネさまを「ぎゃふん」と言わせる働きができるかもしれない。言わせたい、ぎゃふんって。

「ミーナ、お手て柄がらだ」

　僕はベルとミーナが待つカウンターに戻った。

「にゃ？　よく分かんないけど、褒ほめられたにゃ？」

「ああ、褒めた。めちゃめちゃ褒めた。超かしこい」

「にゃにゃーん！　照れるにゃあ」

　ミーナが尻尾をぴんっとまっすぐ上に向けるように立てて喜んだ。

　と、それを見てベルが頰ほおを膨ふくらませている。

「ずるいぞ。わたしのことも褒めろ」

「お前、別に褒められるようなことしてないだろ……」

「している！　さっきはユーイチを楽しいところに連れて行ってやったではないか！」

「連れて行って〝やった〟？　へえ……見返りを求めていたのか」

「へ？」

「そうかー。僕は、ベルが無む償しようの厚こう意いで連れて行ってくれたのだとばかり……」

「そ、そうだぞ。無償の好意だ！」

「何だか意味が違ちがった気もするが、そこはまあいい。じゃあ、褒めなくてもいいよな？」

「ぐぬ……」

「無償、だもんな？」

「ゆ、ゆ……ユーイチの……──ユーイチのばかーっ!!」

　ダッとベルが走っていく。

　そのまま図書館の出口から飛び出していってしまった。

「まったく、図書館はお静かにと言っているんだが……」

「今のは館長にゃんがいじわるするからにゃん」

「……まあ、少しいじりすぎた」

「好きな子はいじめちゃうってやつにゃんね。分かるにゃあ～」

「好き？　僕がベルを……？　……うーん。ないなぁ」

「えー、本当かにゃ？　一いつ緒しよにいてドキドキしないのかにゃ？」

「ドキドキはするけど、あいつに感じるドキドキは恋れん愛あいのそれではなくて、どっちかというと吊つり橋ばしを渡わたる時のドキドキだ」

「そうかにゃあ。割と結構お似合いだと思うんだけどにゃ」

「無責任にくっつけようとするのはやめてください」

「にゃは。バレたにゃ」

　ミーナが舌を出して身体を竦すくめた。全く、油断ならない猫ねこ耳みみ娘むすめである。

　さて、ベルをどうするかだが……まあ、放ほうっておいてもどうせ戻ってくるだろう。

　……そういう安心感は、恋愛対象として悪くないな。

　ふと思ったそんな感想に、いやいや何をと首を横に振った。

　全部、ミーナが余計なことを言ったせいだ。




　　　　＊




　何やら姫騎士と主が揉もめたようだ。

　やはり人間族、諍いさかいや争いは絶たえないようだな。実に愚おろかな種族である。

　さて、現在、フードを目ま深ぶかに被かぶった私は、トショカンの窓から中を覗き込んでいた。

　トショカンとやら……なかなか興味深い建造物だ。中に何やら並んでいるようだが、あれがホンだろうか。中に入ってじっくり見たいところだが、私は珍しくて美しいエルフ族の女。見つかって捕とらえられ見み世せ物ものにされては困る──




「おや。エルフではないか。そんなところで何をしているのだ？」




　──耳元で声がして、私は硬こう直ちよくした。

　恐おそる恐る声のした方に顔を向けると……触ふれんばかりの距きよ離りに、最接近状態で姫ひめ騎き士しの顔があった。

「な、何で──」

　フードちゃんと被ってたのに！　くっ人間族、獣じゆう人じん族に劣おとらず野生動物並みの勘かんを有しているということか！

　私はここでも脱だつ兎との如ごとく逃げ出そうとして──……失敗した。

　姫騎士に、がっしりと両りよう肩かたを摑まれていたのだ。

「ふむ……ユーイチがエルフに興きよう味み津しん々しんとか申しておったな。連れてゆけば褒めてくれるやもしれぬ。『ベルはデキる子だなーよしよし偉えらい偉い』とか言ってくれるやも」

「あ……ああのあの、あの……」

「おぬし、ついて参れ」

「わ、私は誇ほこり高きエルフ！　人間族の命令など聞く耳持たぬ！」

「耳ならこんなに長いのがあるではないか」

「あひゃんっ」

　この姫騎士め私の敏びん感かん過ぎる耳に許しもなく勝手に触れおってからにぃやあああやめてやめっそこやめてえええ！

「ついて参れ」

「ひゃ……ひゃい……」

　何とか返事をしたものの、身体からだがガタガタと震ふるえる……これが恐きよう怖ふか。

　姫騎士が足取り軽く鼻歌まで歌って私の腕うでを引いてゆく。恐ろしい、エルフを捕らえることはそれほどまでに喜ばしいことなのか。武ぶ勲くんでも立つというのだろうか。そうだろうな、神に愛されし高貴で珍しくて美しいエルフを捕つかまえるということは、人間には高級食材を手に入れるようなものであるに違いない。

　……私は、一体どうなってしまうのだろう。何をされるのだろう。

　穢けがされるのだろうか。ま、まさか隠かくれ里で噂うわさに聞いていた陵りよう辱じよくっ……──




　　　　＊




「ユーイチ！　エルフだ！」

　あっという間に館内に戻もどってきたベルが、喜々として言った。

　ベルの右手の先を見る……女性が手を引かれていた。

　俯うつむいているため顔も見えなければ、そもそもエルフ族に会ったことがない僕にはエルフかどうかも判断できない。しかし、どうやらこちらのお方、震えているようだ。

「ベル、お前……まさか無理やり連れてきたんじゃないだろうな」

「無理やりなどではない。きちんと命じた」

「一いつ般ぱん市民に気軽に命令するんじゃありません！」

「なぜだ！　城では普ふ通つうにやっていることだぞ！」

　誰だれかこの子に一般常識というか良識を教えてやってください。

「すみません、何だかこいつが強ごう引いんに連れて来させてしまったようで……って、あれ？　あなたは……」

　顔を覗き込んで、僕は思わず瞬まばたきした。

　それは先刻、寿同屋の帰りに目が合うなり逃にげられた銀ぎん髪ぱつの女性、べっぴんさんだった。

「さっき会いましたよね」

「え、エルフ違いではないか」

「本当にエルフなんですね」

「はっ。我が口を割らせるとは……！　くっ、おのれ策士め、やるではないか！」

　策、全く使ってないんだけど。使う必要も皆かい無むっぽいんだけど。

「ええと……さっきの今で会うって、もしかして僕に用事あったりしました？」

「ななな、何のことかな～？」

「それとも図書館に用が？」

「にゃ、にゃんのことかにゃ～」

　一いつ瞬しゆんミーナかと思うくらいに嚙かみつつ、エルフさんは答えた。

　しらばっくれるの下手すぎですか。

「貴様……まさかユーイチを狙ねらって……！」

　その時、ベルが、はっとしたように目を見開いた。

　何だ何だ、僕は命を狙われるような危険な立場だったのかと思っていると、

「ユーイチはわたしのだぞ！」

「ちょっと待てどういうことだそれは」

　聞き捨てならないことを言われた。詳しよう細さい如何いかんによっては大問題発言だぞお姫さま。

　ベルを追つい及きゆうしようとしたのだが、僕が続けるより先に口を開いたのはエルフさんだった。

「人間族の姫の息がかかったしもべということか……なるほど」

「いや、待って。しもべになったことないから。待って、納なつ得とくしないで」

「では、女王のしもべということか」

「それは…………うん、合ってますね」

「い、いやらしい！」

「どうしてそうなる」

　どうしよう。この人、ベルに負けず劣らず会話が通じない人かもしれない。

「あの。何か用があったんですよね？　僕とか、図書館とかに」

「……………………認めよう」

　よかった。とりあえず意思の疎そ通つうができないわけではなさそうだ。

「用件の前にお名前、訊きいてもいいですか」

「陵辱したりはせぬか」

「……はい？」

　いま、何だかとんでもない単語を聞いた気がする。

　……いや、間ま違ちがいなく聞いた。

「せぬか」

　何で陵辱とか知ってるんだよ、このエルフは……と思っていると、再度確かく認にんされた。

「しませんって」

「絶対にか」

「絶対に。当たり前でしょうが」

「なぜだ……なぜやらぬのだ……」

　むしろ、なぜそんなにがっかりしているのか、こちらが訊きたいです。

「ユーイチ、わたしはいつでも陵辱を受ける覚かく悟ごがあるぞ！」

　そして、なぜうちの姫騎士さまはそこで張り合ってくるのか。

　あと、そんな覚悟はするんじゃありません。

「エテルニアだ」

　僕が華か麗れいにベルをあしらっていると、エルフさんがそう言った。それが名前らしい。

「ええと……エテルさん、でいいですか」

「許そう」とエテルさんが頷うなずいた。

「じゃあ、エテルさん。図書館にはどういったご用件で」

「偵てい察さつ……あ、いや見学したくてだな」

「いいですよ。ただ、僕も一緒に回ります」

「な、なぜだ……！」

　密みつ偵ていが口にするような単語を聞いたからですよ。

　それに、エルフは本が好きだろうと思った。

　以前にベルが「くその役にも立たん知識や知ち恵えなど、エルフにでも食わせておけばいい」などと言っていたし、恐らくそういう知識や知恵が内包された本には並々ならぬ興味を持つに違ちがいない。

　というか、それで図書館を見に来たのだろう。最近では何だか他種族にまで、この図書館の噂が広まっていると聞く。エルフの隠れ里まで噂が届いていても不思議ではなかった。

　そんなエルフを黙だまって好き勝手にうろつかせては、図書館のルールを知らないこともあるし、館内の大事な本を持って行かれかねない。

　そんなわけで、僕はエテルさんの館内見学に同行を義務付けたのである。

「……仕方あるまい。条件を吞のもう」

　エテルさんも納得したようだ。頷いてくれた。

「じゃあ、行きましょうか。僕は少し後ろ歩きますから」




　　　　＊




　トショカンの主が、偵察もとい見学を許可してくれた。

　姫騎士に捕まった時にはどうなることかと思ったが……とりあえずトショカンの中に入ることができたので、結果よしとしよう。

　さて、せっかく堂々と見ることができるのだ。余すところなく調べていこうと思う。

　トショカンというこの建造物は、人間族の城・リクリウッド城のような趣おもむきがあった。

　石材と木で造られているのだろうか。何やら温かみのある不思議な力の流れを感じる。まるでこの建造物自体が生きているかのようだ。どうも、人間族の建造物にしては古いものらしい。もしかしたら私と同じくらいの年ねん齢れいかもしれない。

　高い天てん井じようを見上げると、上にも階層があるようだった。

　私は人々が使っている机に触れてみた。これら内部の調度品も木でできているが、長い年月、使用者たちに触れられてきたことを感じさせるような趣のある色になっている。いい色だ。大切にされてきたことが分かる。

　そして棚たなには、何かがたくさん並んでいた。

　これが、ホンというものか。

　四角くて、さまざまな厚さの、見たこともない謎なぞの物体だった。知識や知恵が詰つまっているというが、そういった用よう途とで使われている石板とは少し違うようだ。

「本、手にとって見てもいいですよ」

　私の背後、少し離はなれたところから、トショカンの主がそう声をかけてきた。

　そう許可をもらっては触さわらぬわけにはいくまい。私は並んでいるうちからホンを一つ引き抜ぬいた。石板より軽い。

「ひゃあっ、な、何だ……開いた……？」

　ホンが口を開けるように上と下に開いた。

「あ、見方は、こう」

　主がホンの角度を変えてくれる。

　右に直角に回転させると、ホンの口は右と左に開く形になった。

　ホンは、何やら不思議な手て触ざわりだった。

　どことなく、木の机を撫なでた時の感かん触しよくに似ていた。何やら、生命の力を感じなくもない。これはもしかして、植物から作られたのだろうか。

　開いた口の中は、ぺらぺらという複数の薄うすい布のようなものが密集していた。そこに謎の文字がびっしりと書き込まれていた。これが……まさか全すべて知識や知恵なのか!?　そうだとしたら、何て素す晴ばらしいのだ……！

「それ一枚を一ページって言うんです」

　文字の書き込まれた布状のものを、何とか解読できないかと触っていると、主が説明してくれた。なるほど、既すでにその呼び名が私にとっては新たな知識だ。

　もっと詳くわしく知りたい。

「……材質は何だ？　このホンは何でできている？」

　ためらったが、主に質問をしてみた。すると、主はあっけらかんとした様子で、

「紙だけど」

「か──神ッ!?」

　ま、ままままさか、神!?　神だったのか!?

　おお、神よ、お許しください、エテルニアは全く気づけませんでした！　いつも愛していただいているエルフ族の一人として、大変不ふ甲が斐いない……

　……しかし、これが神ならばこの内包されている文字の量──つまり、知識や知恵の量にも頷ける。やはり、神は何でも知っているのだ……

「はっ……で、では、ここに居並ぶホンは全て……神ッ!?!?」

　思わずその場に膝ひざをついてひれ伏ふす。主が「どうしたんですか!?」と慌あわてているが、これがひれ伏さずにいられるか！　一体何百何千の神がここにおわすとお思いか！

　しかし主はケロッとしている。これだけの神を目の前にしてこの堂々たる態度……や、やはりこの者、このホンという名の神の居城であるトショカンの主──つ、つまり──




　──神々の主ッ!?




「ははあ～ッ！」

　私は主に向かってひれ伏した。主がぎょっとしたように慌てている。

「え、エテルさん、どうしたんですか。あの、立ちましょう、立とう」

　神々の主が私にこうべを上げよとおっしゃっている。従わぬことなどできようか……立ち上がり、私は謝罪する。

「数々の無礼をお許しいただきたい……！」

「いや、別に無礼ってほどのことは特に」

　神々の主は、何と広い心をお持ちなのだろうか！

　しかし、主が人間の姿をしているということは……

　はっ。ま、まさか、人間族もエルフと同じように神に愛されているというのか!?

　……何ということだ。

　人間族は、それほどまでに素晴らしい種族だったのか……

「ええと、本、見なくていいんですか？」

「ぬ、主さまがそうおっしゃってくださるのであれば、見せていただきますっ」

　私はこの幸福な機会を最大限に活用せねばならないと思った。

　ホンを手に取って、まじまじと眺ながめる。

　何度見ても素晴らしい。知識や知恵の保存媒ばい体たい。

　つまりこのトショカンは集合知──とんでもなく神こう々ごうしい場所だ。

　ああ……何だか頭がぼーっとしてきた。

　まるできつい酒でもあおった時のようだ。多幸感が身体からだの奥からじわじわと湧わき上がってくる。鼓こ動どうが速くなり、息が苦しくすら感じられる。私は……興奮しているのだろうか。

「ぬ、主さま……ここで最も知識や知恵を含ふくんだホンはございますか」

「えっと……そうだな、ちょっと待って」

　主は、何やら手元に持っていた厚みがあるホンの中を見始めた。

「ええと……あれは辞典だから８１３……８の棚か。エテルさん、こっち」

　ホンを睨にらんで何やら思案しているようにぶつぶつ呟つぶやいていた主が歩き出した。ついてくるように言われて、私も主のあとを追った。

　主は、トショカンの中を進み──やがてとある棚と棚の間に入っていった。

「んーと、『８１３』はここで──あった」

　何やら見つけたらしい主が、棚に挿さしてあったホンに手を伸のばした。

　私は、そのホンを見て絶句した。

　……ぶ、分厚い！

　その周辺のホンもなかなかの厚みがあったが、主が手にしたのは一ひと際きわ分厚い。

「ぬ、主さま、これは……？」

「『広こう辞じ苑えん』。よく分かんないけど、知識とかがたくさん入ってるって言ったらこれかなあと……どうぞ」

　差し出され、私は恐おそる恐るそれを受け取った。

「わ……！」

　お、おおお重い……！　危なく落とすところだった。

　何という圧あつ倒とう的重量感。思わず生なま唾つばを飲んでしまう。
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　私は、主が教えてくれたようにホンを開く──

「な、何なのだこれは……この文字の量はっ!?」

　細かな文字がびっしりと、ぎっしりと、みっちりと詰め込まれるようにそこには記されていた。

　な、何ということだ。

　これが全部知識……これが全部知恵……これが……これが……──




「──ああ、凄すごい…………しゅごぉいぃいぃ!!」




　　　　＊




　……現在の状じよう況きようを説明しよう。

『広辞苑』を渡わたしたところ、エテルさんが昇しよう天てんした。

　僕はエテルさん本人ではないので、その表現が適切かは分からない……だが、傍はたから見ていた分には、そうとしか思えなかった。

　エテルさんが銀ぎん髪ぱつを振ふり乱して叫さけんだ瞬しゆん間かん、長年、僕の中に積み上げられてきた〝エルフ〟という憧あこがれもあった存在へのイメージが、ガラガラと音を立てて崩くずれた。エルフって、もっと神聖な感じの種族だと思ってたんだけどな……

　……なお、残念なことに現在進行形の話だ。

「なんと素晴らしい………しゅばらしいのだ！　あっああっ……ホンしゅき！　エテルはホンがしゅきでしゅううううみゃああああああああんっ……!!」

　エテルさんが、『広辞苑』の中を見ながら危ない薬でもキメたような勢いで奇き声せいを発している。うーん、エテルさんの涎よだれが垂れそうだ。資料を汚よごして欲しくはないのだが。

　それより何より、図書館ではお静かにって言ってるんだが……それも、この世界の人たちにはない概がい念ねんなんだろうな。

　この図書館の中にあるものは全て、この世界にとって新しいものなのかもしれない。

「どうしたのだユーイチ？」

　その時、ベルがやって来た。

「何やらおかしな声が聞こえたが──うお。こ、これは……」

　エテルさんのガンギマリな様子を見て、ベルが珍めずらしく狼狽うろたえている。

　そりゃ驚おどろくよね。エルフがアヘアヘ言ってるんだから。僕もびっくりだよ。

「ユーイチ、これは一体どうしたのだ……？」

「うーん、ええと、何て説明したものか」

「わ、わたしが見ていないのをいいことに、エテルニアどのを陵りよう辱じよくしたのだな!?」

「その発想はなかった」

「したのか！　してしまったのか！」

「ベル……よーく冷静になって考えてみろ。僕がそういうことをすると思うか？」

　ベルの青い目を覗のぞき込んで、嚙かんで含めるように優やさしく尋たずねる。

　その言葉を、ベルはじっと僕を見つめ返して聞いていたが──やがて「それもそうだな、冷静に考えるべきだった……」と理解したように頷うなずき、真顔で言った。

「すると思う」

「しねえよ」

　とんだ思考力だ。冷静になった意味、まるでない。

　本当にこの姫ひめ騎き士しさん大だい丈じよう夫ぶだろうか。リーネさまがいなかったら、今いま頃ごろこの妹姫が女王だったかもしれないと思うと、人間族は運がいい。リーネさまはリーネさまでケチだし高圧的だしで性格に多大な難があるけど、執しつ政せい者的にはあれで正解なんだろう。

　さて。

　現時点では、彼女たち以上に問題のある人の話に戻もどろう。

「ベル。あの人、大丈夫だと思うか？」

　本に頰ほおずりして「えへ、えへへへ」と恍こう惚こつの表情を浮うかべているエテルさん。

　さすがにだいぶイッちゃってるので、不安になってベルに尋ねた。

　すると、ベルは他人ひと事ごとのように肩かたを竦すくめた。

「さあ？　エルフの考えていることは高こう尚しようすぎてわたしには分からんよ。新しい武器や防具になら頰ずりもしたくなるし、欲情もするがな」

「同類って言うんだぞ、それ」

　エルフも人間も変わらないってことですね。よく分かりました。




　その後。

　正気を取り戻したエテルさんは、逃にげるように図書館から出て行ったのだが、翌日には再び利用者に紛まぎれて寺澤文庫図書館へとやって来ていた。

　相変わらず辞典の並ぶ棚たなの前で奇声を発している。

　とりあえず他ほかの利用者からの苦情はないので、そのままにしておこうと思う。

　こうして、この老図書館にも珍しいエルフの常連ができたのだった……




　……が、後日。

　僕は、相も変わらず早朝にリーネさまに謁えつ見けんしていた。

　今日は、なにゆえに呼び出されたのだろうか……

　寝ねぼけ頭で考えていると、リーネさまが眉み間けんの皺しわを深くして、鳥でも落とせそうな視線を僕に向けてきた。

「ユーイチ。最近、トショカンの利用者から『うるさい人がいるのに放置されているのだが』、『何やらヨダレを垂らして奇声を上げている人がいて怖こわい。利用しづらい』との苦情が入っているのですが、一体どうなっているのですか」

「う。ないと思ってたら、こっちに来てたのかクレーム……」

「管理に問題があります。そもそも、そういった利用者がいながらわたくしに逐ちく一いち報告しないというのは一体どういうくどくどくどくど──」

　リーネさまの説教を、思わず出そうになるあくび（早起きなので仕方がない。生理現象でしょうよ）を堪こらえて聞きつつ、僕はぼんやりとエルフの美女に思いを馳はせる。

　エテルさんには、「図書館はお静かに」と言い聞かせよう。図書館の主として。

　……しかし。

　リーネさまが、説教する以外で僕を城に呼び出すってこと、ないな。

　この人に認められるなんてこと、あるんだろうか……

「ユーイチ、話をちゃんと聞いているのですか！」

「はいはい……聞いてますよ……」




　……ちょっとくらい、この口うるさい人にも褒ほめられたいものです。
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　僕がこの世界にやって来てから半年が経過した。

　その間、僕は、図書館とそこでの仕事を通して、この世界の人々にたくさん会った。僕が日本で生まれてからこの年になるまでに会った人々と、同じくらいのたくさんの人に会ったと思う。大げさかもしれないが、割と結構な事実だ。

　なお、ここまで一度もリーネさまには褒められていない。

　……悲しいけど、これ、事実なのよね。

　さて。

　この世界にはたくさんの種族があるそうだが、人口の多い主な種族は八つ。

　僕はこれまで、その主な種族の人たちに会っていた──そのうち一つの種族を除いて。




　その一つとは、ウィスプ族だ。




　正確な種族名は、ウィル・オ・ウィスプ族……火と光を操あやつるという、マジカルでミラクルな能力を持った種族である。

　彼らは他種族とは異なり、特定の集落を持っていない。

　この世界中のどこにでもいる、最も絶対数の多い種族なのだという。

　なのに、会えない。会える気配すらない。

　リーネさまやベルを始めとした人間族たちの中にも、ウィスプ族を実際に見たことがある人はいなかった。本当に、そんな種族は存在するのだろうかとは思ったのだが、なんと、ドリアード族の族長であるネロリさんは会ったことがあるらしい。

　あまり詳くわしくは教えてくれなかったけれど、とりあえずウィスプ族なるものが存在しているのは間ま違ちがいないだろう。ネロリさんは、噓うそや冗じよう談だんを言うような人ではないからだ。

　ネロリさんから聞いた話では、ウィスプ族は、妖よう精せいのように小さな身体からだの種族らしい。だから、本当はすごく身近にいたのに、これまで見つけられなかったのかもしれないな、なんて僕は思っていた。

　まあ、本当に身近にいるとは夢にも思ってなかったんだけどね。







　その日の夜、僕は閉館後の図書館で調べ物をしていた。

　この世界の名、ペルム。

　そして、以前ベルから聞いたこの世界の地理。そこで出てきたシベリアという単語が、ずっと頭の片かた隅すみにあったのだが──思い出したのだ。

　ペルムという言葉をどこで聞いたのかを。

　ペルムという言葉と、シベリアという単語を、同時に知った日のことを。

　僕がこの世界にやって来た時に〝ペルム〟という言葉を浮き上がらせた『恐きよう竜りゆうのほん』を、僕はカウンターで読むことにした。

　利用者の帰った図書館の中は静かで、真っ暗で。

　僕は、手元のランプをつけた。

　この図書館には電気が通っていないのだが、このランプは不思議なことに点灯する。

　図書館には火気厳禁だとじいさまが昔言っていたこともあって、この図書館には松明たいまつなども持ち込んでいない。本が燃えたら大変だしね。そのため、管理人室も含ふくめ、館内で夜に明るい環かん境きようを用意できるのは、大変不便だがこのカウンターだけだった。

　そろそろドワーフ族が電気を開発してくれそうだが、配電設備なんかが完成するまではまだ時間がかかりそうだった。なので、当分はこのランプに頼たよらねばならない。

　補助電源か何かがあって、それが生きていて点灯しているのかもしれないので、いつまで保もつのかだけが不安だが、本当、このランプには救われたと思う。

　さて、唐とう突とつだが……真っ暗な夜、死にたくなったことはないだろうか。

　僕は、ある。

　この世に自分しかいないんじゃないか、自分だけが取り残されたんじゃないかっていう、そういう恐きよう怖ふに襲おそわれたこと。

　実は、この世界に来て数日の間は、そんな恐怖を感じていたことがあった。

　見知らぬ世界に突とつ然ぜん飛ばされて、リーネさまから『自分の有益性を示せ』とか難題で圧力かけられて……さすがに不安だったんだろうなと思う。

　利用者は閉館と同時にいなくなり、ベルも日が沈しずむ前に帰ってしまう。そうなると真っ暗な図書館には、本当に僕一人だけになってしまって……

　そんな風に心細かった時、このランプの明かりが勝手についたのだ。

　古いランプだから、配線か何かがおかしくなっていたのかもしれない。

　だが、以来、僕は、そんな風に闇やみに食い殺されそうな心境になると、このランプの元で夜をやり過ごすようになった。そこに光があるだけで、安心感を取り戻せたのだ。

　自分は、一人ではない。そう思うことができた。

　今ではそういった恐怖を感じなくなったが、そんな経けい緯いもあって、僕はこのランプに大変な愛着を持っていたのだった。だから、




「こ……こんばんゎ？」




　そんな風にランプから声がした時、僕はいよいよ自分の望みが幻げん聴ちようを生み出してしまったかと思った。

　……ランプが喋しやべった？

　思わず耳を澄すませた。これが幻げん覚かくだったら二度見していただろう。

　いや……ランプの中から〝それ〟が現れた時、僕は二度見どころか三度見した。

　それは、羽が生えた可愛かわいらしい妖精さんだった。

　五センチくらいの、それはそれは小さな女の子で。童話の親おや指ゆび姫ひめってこれくらいのサイズだろうか……と思っていると、

「こんばんゎ？」

　再び声をかけられた。

　どうやら彼女が僕の幻聴もとい、声の主らしい。小さなか細い声だ。

「こ、こんばんは……え、ええと、君は」

「れぃ、です。うぃすぷぞく、です」

　おお、と僕は思わず感かん嘆たんの声を上げた。

　これがかのレア種族！

「……あれ？　でも、いつからここに？」

「ずっとぃたょ？」

「ずっと？」

「ゅーぃちが、ここ、きたときから、ずっとぃた」

「何だって……あ。もしかして、このランプがついてたのって、君が？」

　レィは、こくんと頷うなずいた。

　ってことは、半年も前からここにウィスプ族が……

　……何てことだ、全然気づかなかった。

「それじゃ、僕は全然一人きりじゃなかったんだな……」

　暗闇の中で孤こ独どくに怯おびえていた時、レィが傍そばにいてくれたんだ。

「……ありがとうな」

「ぅん？　どーぃたしまして？」

　レィがちかちかと明めい滅めつしてみせた。本体は五センチほどしかないが、彼女を包んでいる光の輪っかは三倍の十五センチくらいあるので、結構存在感がある。

「でも、どうしてここに？」

「ぉもしろそぅって、ぉもった」

「半年間、どうして出てこなかったんだ？」

「ぇぇと……れぃたち、かくれてなくちゃ、ぃけなくて」

　ウィスプ族は隠かくれているのでは……そんなことを、確か以前ベルが言っていた。

　やっぱり、何か理由があるのだろうか。いや、それよりも、

「なのに、どうして出てきてくれたんだ？」

「ぇぇと、ぇぇとね、それはね……」

　レィは言おうかどうしようかと迷っているようだった。

　だが、何やら決意したように僕を見つめてきた。




「ぁ、ぁのね、ゅーぃち。ぉねがぃ、ぁるの」




「お願い？　僕にできること？」

「わかんなぃ……でも、ゅーぃちにしか、たのめなぃ」

　レィは、カウンターテーブルの上、僕の前にちょこんと正座した。

「れぃ、ずっとみてた。ゅーぃち、すごぃ。ほかのしゅぞくと、なかよしこよし」

「仲良し、かな」

　レィから見ていて、そうだったのだろうか。

　だとしたら、そうなのかもしれない。

　どの種族の人たちも種族の枠わく組ぐみなんて関係なしに、いや、この世界にとっては異質な存在だった僕相手に、みんなみんな、優やさしくしてくれて……仲良くしてくれている。

「……でも、うぃすぷぞく、そぅじゃなぃ」

　レィの声が、沈んだ。

「そうじゃないって……」

「……ぁのね、うぃすぷぞく、むかしむかし、わるぃこと、した。ひどぃこと、した。だから、みんなと、なかよしできなぃ、しゅぞく……」

「悪いこと？」

　レィがふるふると首を横に振ふった。

　もしかしたら口にも出せないような話なのだろうか。

「……れぃ、ゅーぃちみたぃ、みんなとなかよし、したぃ……でも、むずかしぃ……だから、ゅーぃち、ぉねがぃしよって。みんなと、なかよしなる、ほうほう、おしぇてほしぃ」

「なるほど、そういうことか……うーん、でも、みんなと仲良しになる方法か」

　……正直、難しい。

　そんな確実な方法があるならば、いじめも差別もなくなるはずだからだ。

　僕がみんなと仲良くできたのは、みんなが僕を受け入れてくれたからで……あとは、この図書館とここの本のおかげだと思うのだ。

　僕自身の力だけで、受け入れられたわけではない。だって、僕、日本でぼっちだったし。そういうコミュニケーションスキルの低さなら、自じ慢まんじゃないけど人には負けないと思うんだよね……待って。考えるとつらくなるから、この話はやめよう。もう、忘れよう。

　それに、ウィスプ族が過去に何かとんでもないことをやらかしてしまっているのなら、さらに難易度は高くなるだろう。壁かべを壊こわすような何かが必要だ。

「うーん、みんなと仲良しになる方法……みんなが喜ぶような……」

「れぃにも、できる、みんな、よろこばす……ぁる？」

「レィにもできることか……レィって、光とか火とか操れるのか？」

「ぇ……ぅ、ぅん、ぃちぉぅ……」

　あれ？　何だか気まずそうな顔になった？

　でも、光とか火が操れるなら、他種族の人たちを喜ばすことができるかも……いや、できるな。日本でもみんな大好きな、〝あれ〟がある。

「レィ、花火を上げるのはどうかな？」

「はなび？」

「ええと写真とか載のった本あるかな……えーと、『写真集』の番号は『７４８』だから、７００の棚たなか。レィ、ちょっとついて来てもらっていいかな」

　寺澤文庫図書館には、花火に関する本がある。

　なぜなら、うちのじいさまが花火オタクだったからだ。

　この寺澤文庫図書館があった東京都世田谷区には、多た摩ま川という川が流れている。そこでは毎年夏に花火大会があるのだが、いつも川を挟はさんで向かい側の神奈川県川かわ崎さき市と合同になるので、規模がやたらめったらにでかい。

　じいさまは毎年、そんな人でごった返す多摩川の河か川せん敷しきにわざわざ出しゆつ陣じんするくらい花火が好きだった。人がたくさんいて、そこで見る花火が格別だとか言っていた。

　人ひと混ごみが嫌きらいな僕には分かりかねる趣しゆ味みだったが、花火が大勢の人を喜ばせるのは分かる。僕も、花火を見るのは嫌いじゃないし。

「レィ、棚の間、照らしてくれるか？」

「ぅん、まかせて」

　言うなり、レィはピカッと発光した。まるで白熱球のようだ、まぶしい。

　その光を頼りに、僕は花火の写真集などがないかと探す。

「……あった。これこれ」

　日本十進分類法を知ったおかげで、本を簡単に見つけられるようになった。仕事が大変捗はかどります。

　見つけたのは、『空に咲さく花、打ち上げ花火』という写真集だ。

　硬かためのつるつるしたコート紙に、写真が載っている。

　レィが、覗のぞき込みながらそれを照らす。

「ゅーぃち、これ……はなび？」

　鮮あざやかな花火の写真に興奮したのか、レィが頰ほおを紅潮させた。

「そう、花火だよ。これ、レィが空に打ち上げたらみんな喜ぶんじゃないかなって。そうしたら、仲良くできるきっかけとかにならないかな、とか」

「れぃ、できる？」

「花火は、火をつけて打ち上げるものだから、レィの力が使えるよ」

　レィの表情が、ぱああっと明るくなった。

　まるで光が灯ともったようだ。光の輪も喜びを表すように大きく発光している。

「れぃ、やりたぃ！」

　瞳ひとみをきらきらさせて言うレィ。

　そう言われては、是ぜ非ひとも打ち上げさせてやりたいと思う。




　だって、彼女は、いつかの闇の中で、僕を救ってくれた光なのだから。







　さて。

　そんなわけで、僕は夜のうちにレィと共に棚を回り、花火製作に関する資料を集めた。

　さすが花火オタクのじいさまが館長をやって、館に並べる本を自ら選んでいただけある。花火の資料は十分にあった。

　さて、ここまでの就労経験から、僕は一つ大事なことを学んでいた。

　報告ホウ・連絡レン・相談ソウ、ですよ。

　空に花火を、リーネさまに黙だまって勝手に打ち上げたらどうなるか。

　……間ま違ちがいなく命の危機に瀕ひんするだろうね。あのほっそりとしたおみ足でギッタンギッタンに踏ふまれる覚かく悟ごはせねばなるまい。

　それくらいの危機予測ができるようにはなりました。僕も成長したものです。

　そんなわけで、僕は夜が明ける頃ころ、初めて自分からリーネさまに謁えつ見けんするためリクリウッド城に登城した。

　事前に約束したわけでもないし、こんないきなりで会ってもらえないかもな……なんて懸け念ねんもあったのだが、リーネさまは玉座の間で、いつも通り隙すきのない姿で会ってくれた。

「あなたから話とは、珍めずらしいではありませんか。どうしたのです」

「実はご相談がありまして……」

　かくかくしかじかと、僕はリーネさまに花火を打ち上げたいと思っていることについて説明した。ややこしい話になりそうだったので、ウィスプ族のレィのことは伏ふせて、図書館の集客イベントということで。

　リーネさまは相変わらず見下す角度で話を聞いていたが、

「……いいでしょう、ハナビとやら、打ち上げてみなさい」

「いいんですか、本当に」

「ええ。そのような派手な催もよおし物を行うとあれば、人間族の集落に収益もあるでしょう」

　ソロバンをパチパチ弾はじいて、リーネさまは満足気に頷いた。

　やっぱり大事なのは利益そこですか……

「人間族の存在意義を示すことができる機会にもなりましょう。やるならば、失敗は許しませんよ、ユーイチ」

　しかも超ちようプレッシャーかけてきましたよ。さすが高ハイプ圧レツシ女ヤー・王クイーンさまです、抜ぬかりなし。

　人間族の存在意義とか、またでかいものを僕の頼たよりない双そう肩けんにかけてきやがります……

　いつもなら、ここでやる気も削そがれるんだけどね。

　……でもね。

「僕も、失敗する気はないですから」

　レィのためにも。僕のプライド的にも。

　やるならば、絶対に成功させたい。

「だから、リーネさま。成功したら、ボーナスを出してください」

　僕がやる気を見せているのが珍しかったのだろう。リーネさまは眉み間けんに皺しわを寄せるのも忘れて目をぱちくりさせていたが、ふっと口元に挑ちよう戦せん的な笑えみを浮うかべた。

「……ええ。いいでしょう」







　さて、心配していたリーネさまの許可は取れた。

　ただ、問題なのは、これを誰だれが作るのか、ということだ。

　僕は、自じ慢まんじゃないが小学校の時の図工２、中学以降も技術２、美術２みたいな、物事の創造力にいささか欠ける男である。完成できるかどうか怪あやしいし、完成させても不発、最悪の場合、暴発とかさせかねない。

　自分で言っていて悲しいが、自己分ぶん析せきをきちんとするのも、いい仕事をする上では重要なことなのだ。現実から目を逸そらしてはだめだ、たとえどれだけつらくとも……（号ごう泣きゆう）

　そもそも、日本で免めん許きよを持たないものが花火を作るのは禁止されている。

　それだけ難しい技術がいるのだろう。僕なんぞでどうにかできるとは思えない。

　さて、どうしたものか──




「おうっ、俺に任せなっ！」




　そう豪ごう快かいに胸を叩たたいて言ってくれたのは、ドンドールさんだった。

　レィと本を探した夜が明け、日中。

　図書館に本を借りに来たドンドールさんに、ちらっと花火を作りたいのだけれど、と相談したところだった。

「任せろって……いいんですか、作ってもらっちゃって？」

「ドワーフ族を文明開化させてくれちまったユーちゃんの頼たのみとあっちゃあ断れねえよ。それに、空に咲く花なんて粋いきじゃねえか。俺は作ってみたいねえ」

「ありがとうございます！　すごく助かります！」

「ただ、材料はあるのかい？」

「ええと、それもこれから探そうかと……」

　ドンドールさんは「ふむ」とアゴ髭ひげを撫なでる。

　今日のアゴ髭は高級感のあるストレートだ。最近のドンドールさんは、会う度たびに髭のデザインが違ちがう。ドワーフ族は、結構おしゃれを重んじる種族のようだ。かなり奇き抜ばつだけど、見る人が見たら流行だとか分かるのかもしれない。なお、僕は見れない人だ。

「材料は、どんなものなんだ？」

「ええと、打ち上げるのは火薬なんですけど、ありますか？」

「あるぜ。燃やすとシュボアアアッてなるやつが」

　火薬ってそんな風に燃えるのか。知らなかった。

　でもよかった、これでいろいろ説明が省略できる。

「それから、本来は金属が必要なんですが、ない場合は炭とか混ぜるみたいです」

　江え戸ど時代頃ごろの花火は、炭を混ぜるタイプだったみたいだ。これは今でも花火として使われている。オーソドックスなオレンジ色一色の花火が、これらしい。

「じゃあ、金属はドワーフで用意しよう。どんなだ？」

「基本的に、燃やした時に色が出るものですね。赤とか、青とか」

　たぶん炭酸ストロンチウムとか酸化銅なんて言っても伝わらないだろう。

「あとは、火薬を包む紙のようなものが必要ですね」

「カミって、あのホンみたいなやつか」

「はい」

　クラフト紙のようなものが適当らしいが、館内の備品にはそういったものはなかった。

「カミって、そもそも何でできてるんでい？」

「ええと、植物とかですね。木とかから作られてるはず」

「じゃあ、ドリアード族を頼ってみたらどうでい？」

　ドンドールさんが気楽な口調で言った。

「ドリアード族を、ですか」

「そうとも。ユーちゃん、ドリアード族を助けたことがあるって聞いたぜ。頼めば、ドリアードの長おさも、ユーちゃんに協力してくれるんじゃねえか」

　なるほど、ネロリさんに……うん、頼んでみる価値はありそうだ。というか、僕にはネロリさん以外の仲が良い（当社比）ドリアードがいない。

「でも、何でハナビを上げたいんだ？」

「ええと……」

　話したものか、迷う。

　ウィスプ族は過去に何かよくないことをしたようだ。だから、ウィスプ族についてドンドールさんがよく思っていなかったら、協力してもらえないのではないか。

　……いや、むしろよく思っていない人に、黙って手伝わせるわけにはいかないだろう。

「……実は、ウィスプ族からの相談なんです」

「ウィスプ!?　あの、滅めつ多たに見ない!?　へええ、すげえなぁ。ユーちゃん会ったのか」

「会ったというか……居たというか」

　僕はランプをちらりと見た。

　そこにはレィがいる。隠かくれているのだ。

「へぇ～、ウィスプ族か。俺も会ってみてえなあ」

「ドンドールさんもウィスプ族に会ったことないんですか？」

「ああ。あいつら、あんまり見ないもんだから、俺たちの種族の中じゃ〝幸運の証しるし〟なんて呼ばれてるくらいなんだよ」

「あれ？　ドワーフ族は、ウィスプ族のこと悪く思ってないんですか？」

「悪くだなんて、とんでもねえよ！」

　ドンドールさんが、髭を左右に揺ゆらして否定した。

「俺たちの遠いご先祖さまは、あいつらと協力して鍛冶かじやってたんだ。ゲートも、ウィスプ族の協力あっての産物らしいし、火の使い方とかも、あいつらが教えてくれたんだと。なのに、突とつ然ぜん消えちまってな。あいつらがいてくれたら、ドワーフはきっともっといいものが作れるのによォ」

　あれあれ？　ウィスプ族嫌きらわれてたんじゃないの？

「ええと……だってよ、レィ？」

　ランプの中で話を聞いていただろうレィに話を振ふってみた。

　すると……おずおずとレィが顔を出した。

「ほ、ほんと？」

「おおっ!?　……こ、これが、ウィスプ族？」

　ドンドールさんが髭ひげ面づらを近づけたため、レィはびっくりしたのかランプの陰かげに隠れてしまう。

「おお、こりゃ失敬。いやーでも、初めて見たなあ」

「は……はじめまして？」

　再び顔を出したレィが、ぺこり、と頭を下げた。

「こちらこそはじめましてだ、可愛かわいいお嬢じようちゃん。お嬢ちゃんがハナビを上げたいんだな。どうしてなんだ？」

「ぇぇと……みんなと、なかよしこよし、したぃ」

「そうかそうか！　じゃあ、このドンドールおじさんが手伝ってやろうな！」

　ドンドールさんがドンッと胸を叩いた。

　その様子に、レィが目と光の輪を輝かがやかせた。

「どんどーる、ぁりがと！」







「レィ、ドンドールさん、全然ウィスプ族のこと嫌ってなさそうだったけど」

　意気揚よう々ようと金属探しのために帰っていったドンドールさんを見送って、僕はレィに尋たずねた。

「なんでだろ？」

「レィは、何で嫌われてると思ったんだ？」

「うぃすぷ、みんな、そぅぉもってる。みんな、かくれなきゃって、ぃってる」

「何か理由があるんだろ？　ウィスプ族が悪いことしたっていうのと、関係があるのか？」

「たぶん。れぃ、そのこと、くわしくなぃ。むかし、うぃすぷ、わるぃことした。ぃぃつたぇ、きぃただけ」

「昔あったことの言い伝えか……それじゃ、案外いまはもうみんなと仲良くやれるかもしれないぞ？　ドンドールさんなんて、全然気にしてなかったみたいだし」

「ぅん。そぅかも」

　その時、ベルが図書館に駆かけ込んできた。

　とは言っても、小走りで。それもそのはず、彼女は走れない姿だった。

「ユーイチ！　見てくれ！」

「お前……それ、どうしたんだ？」

　ベルが、着物姿だった。正確に言えば、浴衣ゆかただ。

　両りよう腕うでを開いてベルがくるんと回ると、浴衣の袖そでがひらりんと揺れる。

「城のばあやが作ってくれたのだ。ここで借りたホンに描かいてあったのだそうな。履はき物はドワーフに依い頼らいしたそうだ」

「この世界には、浴衣や下げ駄たまでできてしまったのか……」

　寿す司し屋やもあるし、そのうち僕がいた日本みたいになりそうだ。

「どうだ、似合うか？　それともやっぱり……いつもの防具姿の方がいいか」

「似合う」

「本当か！」

　ベルが、きゃっきゃと喜んでいる。

　いやほら、浴衣姿の女の子には「似合う」って噓うそでも言っとかないといけないってルールがあったと思うんだ。まあ、本当に似合っていたんだけどもね。

「そうだベル。あのさ──」

　レィを紹しよう介かいしようとして、その場にレィがいないことに気づく。

　恐おそらくランプの中に隠れたのだろう。人見知りというか、隠れていなきゃいけないと刷り込まれているようだし。

　どうしようかなーと思って、ベルを見る。

　ベルは、キョトーンとしていた。もうこの顔も随ずい分ぶんおなじみである。

　こんな人じん畜ちく無害な顔をしたやつもなかなかいない。

　……出会った時、僕に剣けんを突つきつけてきたのが噓みたいだね。

　あの時のベルと、今のベル。どちらが本当の彼女か……考えるまでもないだろう。

　いま僕の目の前にいるのは、〝今のベル〟だ。

　ベルはレィに対して嫌な顔をするようなやつじゃない。

　リーネさまには黙だまっておいたけど、ベルになら──

「──レィ、友達を紹介したいんだ」

　ランプに向かって声をかける……と、レィがおずおずと顔を出した。

「レィ、僕の友達のベルだ」

「こ……こんにちゎ？」

「ユーイチの無二の親友いや親友以上の関係のベルフローリアだこんにちは──って、」

　何だか話をだいぶ誇こ張ちようされた気がするが、突っ込む前にベルは自分が何を相手に話しているか気づいたらしい。

「ユーイチ、まさか……ウィスプか？」

「ああ。彼女はレィ、僕の友達だ」

「こんなところでお目にかかるとは……いや、会えて嬉うれしいよ。光栄だ」

「べる、ょろしく？」

　レィが、ベルが差し出した人差し指を摑つかみ、握あく手しゆ？をした。ベルはにこにこしてレィの摑んだ指をぴこぴこと振る。
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「して、ユーイチは、レィどのと一体どこで知り合ったのだ？」

「いや、それが、図書館のランプの中にずっといたんだよ」

「まさか、ずっとここに住んでいたというのか……ユーイチと、一つ屋根の下？」

「……ええと、ベルフローリアさん？」

「わたしもここに住む！」

「どうしてそうなる」

「だ、だって、だって、レィどの女の子だし……他ほかの女の子が住んでるならわたしだって住まねばならんだろう！」

「なぜそこで張り合うのか」

「……べる、ぉこ？」

　レィが心配そうに僕とベルの顔を交こう互ごに見ている。

　それに気づいたベルが、慌あわてて否定した。

「いや、違ちがうのだ。レィどのに怒おこっているわけではない。怒っているとしたら、煮にえ切らんユーイチに対してだ」

「僕が何を煮え切らないって言うんだ」

「分かっておるくせに。いけず」

　唇くちびるをつーんと尖とがらせてベルが拗すねたように言う。

　……うーん、こいつが本気で言ってるのか、最近本当に分からなくなってきたぞ。

「ええと……ベル、それはいいとして話が」

「よくないんだが」

　などと言って、今度はぷっくぅ～と頰ほおを膨ふくらませるベル。表情豊かなやつだ。

　さて、よく膨らんだものを見ると、つついてみたくならないだろうか。

　僕はなる。

　そんなわけで、思わずベルの膨らんだ頰に指を突き刺さしてしまった。

　ぷすっと空気が抜ぬける。

　ベルの顔がみるみる赤くなった。

「……もうよい」

　こいつが武器以外のことで顔を赤らめるとは。もしかして、照れたんだろうか。僕……というか本にドンドールさんが初めてデレた時みたいな顔をしおって。

　……ちょっと可愛いかもしれない。

「で、何なのだ、話とは？」

　ベルが、こほん、と咳せき払ばらいして話を戻もどした。

「ああ……ええと、実はレィからとある相談をされてだな」

　僕はベルに、レィがみんな──つまり他の種族──と仲良くしたいと思っていること、そのために花火を上げようと思っていることを伝えた。

「……なるほど。それならわたしも、いや、我が人間族も協力しよう。人間族ができることなら、何でもしようじゃないか！」

「べる、ふとぱら。ぁりがと」

　レィに感謝されたベルが嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　確かに太っ腹な申し出だ。ちょっと姫ひめ騎き士しさまのこと見直しました。

「ユーイチ、姉上には相談したか？」

「花火の許可はもらったけど」

「そうか、ではわたしが動いても問題はないな。人間族にできることはあるか？」

「うーん。作るのはドワーフ族に任せるとして、素材はこれからドリアードに頼たのみに行こうと思うんだけど……人間族にねえ……」

　具体的に考えようと思ったけど、なかなか出てこない。

　すると、

「何かあるはずだろう！　あるはずだ！」

　ベルが、何故なぜか焦あせったように声を上げた。

　驚おどろいた。こんな真剣な顔で、突とつ然ぜんどうしたんだろう。

「ええと……うん、そうだな。会場の手配をお願いできるだろうか」

「かいじょう？」

「つまり、花火の打ち上げ場所。火も使うから、周囲に建物とかがない広い場所が必要なんだけど、実験みたいな印象があるから、他の種族のところには頼みにくいし、できればでいいんだけど──」

「用意しよう！　任せてくれ!!」

「お、おう……任せた」

　カウンターの机を叩たたく勢いで身を乗り出して宣言したベルは、僕の相あい槌づちを見るやいなや、図書館からものすごい勢いで飛び出していった。

　……な、何があいつを、あそこまで駆り立てたのだろう。

　とりあえず場所のことはベルが何とかしてくれるに違いない。

　そうなると、僕があとやるべきは、ドリアード族に素材の提供を依頼することだ。

「べる、ぃぃひと」

　図書館から出て行ったベルを、レィがそう評した。

「ああ、そうだな。あいつはいいやつだ」

　ベルだけじゃない。この世界の人は、みんないい人だと思う。みんな優やさしい。

　あくまで、それは僕というフィルターを通して見て、という話だ。

　でも、世界なんて結局のところはそれぞれの主観でしか認にん識しきできないものなんじゃないかと思う。だから、この世界は優しい世界だ。




　そんな世界にも、わだかまっていることがある。

　僕は翌日になって、それを知るのだった。







　翌日、僕は図書館を休館にして、ドリアード族の集落へと向かうことにした。

　休館だろうが毎日ベルはやって来る……はずなのだが、今日は、太陽が真上に昇のぼっても来なかった。恐らく昨日頼んだ会場の手配を頑がん張ばってくれているのだろう。

　そんなわけで、僕はレィと二人で図書館を出た。

　レィは僕の服のポケットに入っている。やはり人目にはつきたくないようだ。

　広場へと向かい、ゲートを通過して、ドリアード族の集落へ赴おもむく。

「この方角にまっすぐ進めば族長の家です」

　ゲート付近にいたドリアード族の青年に声をかけると、親切にネロリさんの住居の場所を教えてくれた。

　僕は彼に礼を言って、示された方角へと向かった。

　ベルの話だと、最近はドリアード族の人間族に対する当たりも、以前に比べてだいぶ軟なん化かしてきたとか。

　まあ、その当たりの原因であった姫騎士さまが、僕とほぼ四六時中一いつ緒しよにいたからね。種族間問題を起こしようもなかっただろう。

　つまり、僕も世界の平和に貢こう献けんしているということだ。

　つまり、リーネさまは、もっと僕を労ねぎらうべきだと思うのだ。労うべきなのだ！

　……まあ、言ってもあの人にそれを期待するだけ無む駄だなのだろうけども。

　さて。

　ドリアード族の緑溢あふれる集落を、レィをポケットに隠かくしながら歩く。

　とは言え、すれ違う人はほとんどいない。

　ゲート前を過ぎると、そこはもう普ふ通つうの森の中だった。

　チチチチと鳴く鳥の鳴き声を耳に心地ここちよく感じながらネロリさんの家を目指して歩いてゆく……と、生おい茂しげった木々の葉の上を、どデカい翼つばさのある生き物が滑かつ空くうしていった。

「うおお、何だあれ……」

　驚いた。ドラゴンみたいだった。

　こういうジャングルみたいなところだと、やっぱり人間族の集落のような平地では見られない生き物もいるようだ。ゲートを使って一いつ瞬しゆんで来たので実感はないが、ここはかなり深い森の中なのかもしれない。

　以前この集落に来た時は入り口しか見られなかったが、こうして歩くといろいろと気づく。地面がふかふかしていたり（枯かれ葉が堆たい積せきして腐ふ葉よう土どになったのだと思われる、つまり古い森なのだろう）、目の前をパパパパと翅はねを鳴らして飛ぶ虫や、ネズミっぽい小動物も見かける。

　あと、心なしか呼吸が気持ちいい。

「……うん。いいところだな」

　周囲を見み渡わたして思わず呟つぶやいてしまうレベルだ。

　レィも、ポケットから顔を出して興味深げに見て「ぃぃとこ」と呟く。

　ドリアードは森の友人なんて呼ばれているらしいけど、こういう森に住んでいると、やっぱり土地への愛着も湧わいて大事にしたくなるんじゃないかな。

　そんな森の中を進んで行くと……ふっ。何てことだ。




　……ネロリさんの家に着きません。




　うーん……考えたくはないのだが、迷子になったらしい。

　ははは、まあ、普通に考えてそうだよね。いくら民家がところどころにあるとはいえ、白しら神かみ山地とか富ふ士じの樹海のような深い森をガイドさんなしで、森の素人しろうとどころかインドア派である普通の人間が無事に目的地にたどり着けるわけがない。

　……さて、どうしたものか。

「ゅーぃち、まぃご？」

　ポケットの中からレィが尋たずねてきた。

「すまない、そのようだ……」

「ぉぉ……たぃへん」

　レィが目をまん丸にした。

　そりゃあ丸くもするだろう。迷子っていうか、遭そう難なんだし。

　くそう、ゲート前のドリアードめ、よくもテキトーな方角を示したな。やはり人間族とドリアード族の溝みぞは深かったか……そんなに簡単に仲の修復なんてできないってことなのか。

「すぅ～…………誰だれかあー！　いませんかあー！」

　とりあえず叫さけんでみることにした。

「助けてー！　いやだあー！　死にたくなあああーいいい!!」

　全力で叫んだ。

　自分の声が、森に吸い込まれていくように消える。

　子供の迷子は、たいてい捜さがしてくれる人がいる。けれど、大人になって捜されるとしたら、それはもう公的機関のご厄やつ介かいになるくらいだろう。

　今日はベルも来なかったので、僕がここで迷子ってることを知っている知人はいない。つまり、そういう公的機関がこの世界に存在していても、通報してくれる人がいないのだ。

　……そうか。こういうこともあるから、報告ホウ・連絡レン・相談ソウなのだな。

　なぜかこのタイミングで悟さとる僕。

　死を感じると、人はこうも反省するのだろうか。本気でまずいな……

　そんな風に、いよいよ全力で焦り始めた時だ。




「死にたくないならば、死ななければいいではないか」




　背後から聞き覚えのある声がして、僕は思わず振ふり返った。

　ネロリさんが眉み間けんに皺しわを寄せた相変わらずの表情で立っていた。

「ね、ネロリさん……っ！　なぜここに！」

「なぜって、家の近くで叫んでいる者がいたら、様子を見にも来るだろう」

　ネロリさんがくい、と顎あごで方角を示す。

　そこにある木々。ネロリさんの家は、その陰かげにあるらしい。

　ゲート前の青年は、どうやらちゃんと教えてくれていたようだ。心の中で彼に向かって土下座する。疑ったりして本当にすみませんでした。







　ドリアード族の家に入るのは初めてだった。

　木の洞うろを利用して造られた家の中は、思いのほか快適だ。置かれている花や小物には温かみがあるものばかりで意外だが、ネロリさんの人ひと柄がらが出ているのかもしれない。

　なお、ネロリさんは独身の一人暮らしらしい。訊きいたら面めん倒どうくさそうに答えてくれた。ちゃんと答えてくれるあたり、気難しそうな人ではあるが嫌いやな人ではない。

「で、わざわざ私を訪ねてくるとは、何の用だ」

　通された客間で、家主であるネロリさんからそう尋ねられた。

　切り株を切り出し装そう飾しよくされた椅い子すに座って、テーブルを挟はさんで向かい合う。

　お茶まで出してもらった。不思議と落ち着くような香かおりの液体が、木を削けずり出して作られたマグカップに注がれている。

「用というか、相談というか……実は、花火を打ち上げたいと思っていて」

「ハナビ？　何だそれは」

「ええと、これなんですけど」

　図書館から参考にと持ってきた数冊の本のうち、花火の写真集をネロリさんに見せる。

「こんな風に、空に光の花を咲さかせたいんです。それで、必要な素材には植物由来のものもあって、植物に詳くわしいドリアードのネロリさんに協力してもらえたらなと」

「光の花……どういう原理で咲くのだ」

「ええと、花火の種のようなものを作ります。それに火をつけて打ち上げ──」

「火をつけるだと？」

　その時、それまで和なごやかだったネロリさんの雰ふん囲い気きが一変した。

　ピリピリとした緊きん張ちよう感かんが客間に満ちる。

「え、ええ…………あの、ネロリさん？」

「協力は、できない」

　ネロリさんが険しい表情で僕を睨にらみ、低い声で言った。

「そんな……ど、どうして」

「火を使うからだ」

　ネロリさんは苦い顔でカップに口をつけた。

　それからカップをテーブルに置き、しばらく眉間に普ふ段だんよりも深い皺を刻んでいたが、

「……千年ほど前の話だ。我々ドリアード族は、今とは別の森に住んでいた」

　そんな風に、森を抜ぬける風のように静かな声で話し始めた。

「別って……集落を移動したんですか？」

「そうだ。ここより南方の、ここよりも古い森に住んでいた」

「訊いていいのか分かりませんが……あの、どうして移動を？」

「……森が、炎ほのおに焼かれたからだ」

　ネロリさんの言葉に、僕は黙だまり込むしかなかった。

　……何となく、予感はあった。

　火に反応したネロリさんの様子から、もしかして、そうなんじゃないかと……でも、そうじゃなかったらいいなと思っていたのだ。

　そして、もう一つ『そうじゃなかったらいいな』が残っている。

「原因は……？」

　繫つながってしまいそうな一つの可能性……

　どうか〝その名〟が出ませんようにと、祈いのるようにネロリさんの答えを待つ。




「原因は……ウィスプ族の発火だ」




　ネロリさんは、静かにそう言った。

「ウィスプ族と我がドリアード族の者との間で諍いさかいが起きたらしい。その際に、ウィスプ族が火を使った。それで森と一緒に我らが集落が焼しよう失しつしたのだ。幸い死者は出なかったようだが、森は死んでしまった」

　僕が何も言えずに黙っていると、ネロリさんは詳しよう細さいを教えてくれた。

「エルフと違ちがい死こそあるものの、我々ドリアード族は長命だ。もうわずかではあるが、未いまだ故郷を火によって焼かれた記き憶おくを持つ者もいる。だから、火に対しては過か敏びんになってしまうのだ。その茶も、火を使わずに太陽の光から生じる熱で作っているくらいだ」

　手元のカップを見る。

　温かかったが……そうか、火は使っていないのか。

　そう言えば、木もく酢さく液えきを作る時も木を燃やすことに抵てい抗こうがあると言ってたっけ……あれは、森を守るためだったから仕方なく受け入れたのだろうな。

「ユーイチよ。そのようなわけで、協力は──」

「ごめんなさぃ」




　その時、僕とネロリさんの間でレィが謝罪した。




「れ、レィ!?」

　慌あわててポケットを確かく認にんするが、レィは目の前にいるのでポケットは当然カラだ。

　どうやら僕らの話を聞いているうちに、我が慢まんできず出てきてしまったらしい。

「そなたは……ウィスプ族の者か！」

　ネロリさんが警けい戒かいするように立ち上がった。

　突とつ然ぜんのことに、僕が椅子に座ったまま「これはですね、その、あの」などとまるで意味のない言葉を言いつつあわあわしていると、

「ごめんなさぃ。もり、ころした。どりぁーど、かなしませた。うぃすぷ、さぃてぃ。れぃ、しらなかた、さいてい。ごめんなさぃ……」

　テーブルに下りたレィが、ネロリさんに一いつ生しよう懸けん命めい頭を下げている。

　ウィスプの寿じゆ命みようは長くない。人間族よりも短いと聞く。

　だから、ドリアードの集落焼失の原因は千年前のウィスプで、レィは全くの無関係だ。なのにレィは、ごめんなさい、ごめんなさい、と謝罪の言葉を繰くり返す。

「……もう顔を上げよ。それは、そなたが謝ることではないだろう」

　ネロリさんも、レィが悪いわけじゃないと分かっているようだ。難しい顔はしたままだが、少しその警戒を和やわらげてくれていた。椅子に再び腰こしを下ろす。

「ウィスプ族の娘むすめよ、レィというのか」

「は、はぃ」

「この森は、ウィスプ族の立ち入りを禁じておる」

「ぁ……ぁ、ぁぅぅ……ごめんなさぃ……」

「済んだことは、もうよい。どうしようもないからな……それよりユーイチ、訊ききたいことがある」

「は、はい。何でしょう」

「ハナビを上げたいというのは、ウィスプ族絡がらみのことなのか」

　ぎくりとしたどころの話ではない。

　そもそも、レィがこの場に姿を現している時点で、もはや下手に誤ご魔ま化かすのは無意味だ。それに、ネロリさんには恐おそらくそういう誤魔化しは利きかない。

　正直に、話すことにした。

「……そうです。ウィスプ族というか、レィ個人の相談から発展したことで」

「相談、というのは」

　ネロリさんの問いに、僕はレィに目配せした。

　レィが、自分が説明すると言うように強く頷うなずく。

「れぃ、みんなと、なかよし、したぃ。うぃすぷぞく、みんなと、なかよし、したぃ」

「……というわけなんです。そのために、みんなに喜んでもらえそうな花火を上げようかって……ウィスプ族とドリアード族の間にそういうことがあったっていうのは、すみません、いま初めて知りました」

「どりぁーど、ぃやなら、はなび、しなぃ……れぃ、はなび、したぃわけじゃなぃ。みんなと、なかよし、したぃ」

「というわけで、無理に決行したりはしません。ドリアード族のみなさんが花火を見て、もしそういう過去のことを思い出し嫌な思いをするのであれば、それは本来レィが望んでいることに反するわけですから……」

　補足して、僕らのターンエンドだった。

　伝えられることは、伝えたと思う。レィの気持ちも、伝わったのではないかと思う。

　黙ってネロリさんの反応を待つ……




「……そなたたちは、花を咲かせるのだろう？」




　そう言って、ネロリさんはカップのお茶を一口飲んだ。

　何を言われたのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。

「まあ、空に、ですけど……しかも光というか、火、ですけど」

「……変わらんさ。花が咲くのを見るのは、嬉うれしいものだ。ドリアード族は、他ほかのどの種族よりも、その瞬間の喜びを知っている」

「ええと、それはどういう──」

「協力しよう」

　ネロリさんが、素っ気なく言った。

　何を言われたのか、またしても一瞬理解できなかった。

「……ぃぃの？」

　疑問を口にしたのは、僕ではなくレィだった。

　僕が森で迷子になったと言った時よりも目を丸くして、ネロリさんを見ている。

「いい」

「ど、どうして……？」

　今度の疑問は僕の口から出た。

　ネロリさんが、窓の外の森に目を向ける。

「この森は、比ひ較かく的てき若い森だ。まだ一〇〇〇歳にはなっていない……我々ドリアードが、古い森を失ったあとに育てた森だからだ」

　ドリアードは人間の十倍の時を生きると聞いている。一〇〇〇歳って、人間の僕なんかからするとかなり古い気がするけど……ドリアードたちが元々いた森は、きっとそれよりずっと古かったのだろう。

「ウィスプに燃やされた森があったことを、この森は知らぬ。私もその時にはいなかったし、同じように、今の一族はほとんど当時生まれていなかった者たちばかりだ。このウィスプの娘もそうだっただろうし……他の種族も、エルフ族を除けばそれぞれの族長のような位の者以外は、森が燃えたことすら知らぬ者たちばかりだろう」

　なるほど。ベルは、ウィスプ族が姿を消した件について詳細を知らないと言っていた。ドンドールさんも知らなかったのだろう。

〝知らなかった〟。

　だから二人とも、今回の件に快く協力を申し出てくれたのだ。もし知っていたら渋しぶったかもしれないし、僕らを止めていたかもしれないし、最悪レィにつらく当たったかも知れない……いや、あの二人に限っては、最後のはないだろうけど。

　リーネさまに言わなくてよかった。言ってたら反対されてたかもしれない。女王、つまり族長であるあの人なら、ウィスプ族とドリアード族の一件も知っているはずだし……

　……いや、待て。本当か？

　僕はリーネさまに、もしかして花火を打ち上げるよりも大事なことを、相談しなかったのではないだろうか。

　相談……するべきだったのではないだろうか……？

「忘れられるのは、悪いことばかりではない……大昔の禍か根こんを永遠に残しておくのは、無意味なだけか互たがいに不利益なだけだしな。そんなわけで、私はドリアード族にとって、長おさとして建設的なことをしようと思っただけだ」

「ねろり、ぁりがと」

　ネロリさんは、レィのその言葉を聞いて、口の端はしを少しだけ上げてみせた。

　この人、やっぱりいい人だと思う。

「さて、ユーイチ。素材が必要と言ったな。私は何をすればいい」

「ええと……この本みたいな〝紙〟を作りたいんです」

　僕は図書館の棚たなで見つけた『紙の見本誌』という本の中から、花火の材料に上がっていたクラフト紙のページを選んで見せた。寺澤文庫図書館には、こういう面おも白しろい本もある。じいさまを始めとした歴代館長が面白いもの好きだったのだろう。

　ネロリさんがクラフト紙のページを指先で触さわる。

「カミは、植物でできているのだな。以前ホンを借りた時にも植物の力を感じた」

「この紙、作れそうな植物って分かりますか」

「そうだな……木だ。比較的硬かたい……ああ、分かった。あれなら適当だろう」

　クラフト紙に触ふれている指先から、ネロリさんは該がい当とうの植物に当たりを付けたらしい。さすがドリアード……僕はクラフト紙が木でできてるってことをいま知りました。

「これは、熱と水を使って作るのか」

「え？　ええ、たぶん……いえ、すみません、分からないです」

「製法を調べて教えてくれ、水を使うならウンディーネたちの力を借りよう。そちらには私から話を通しておく」

「いいんですか、そこまでしていただいて」

「ドリアードがウンディーネの世話になるのはよくあることでな。あそこの族長とは懇こん意いにしているのだ。そなたが頼たのむよりも早いだろう」

「なるほど……ネロリさん、ありがとうございます」

「どれ、一族の者にアールスの実をたくさん摘つませてこよう」

　例の超ちよう高級果をウンディーネに渡わたせば、快く引き受けてもらえるということらしい。

「あの、ねろり。ょろしく」

　最後に、レィは握あく手しゆを求めた。

　……が、ネロリさんは首を横に振ふってそれを拒きよ絶ぜつした。

　完全にわだかまりが消えないのは、仕方がないことだろう。そんなに簡単だったら苦労しない。

　ネロリさんは、僕らを家から送り出す時に言った。

「疑わず、迷わず、この方角へとまっすぐ進め」と。ネロリさんは言いながら森の中、ゲートの方角を示した。レィをポケットに、僕はその方向へと歩き出す。

「ゅーぃち、ねろりと、ぁくしゅ、だめだた……でも、ょかた」

「ああ、よかったな。花火の打ち上げ、成功させような」

　レィが「ぅん」と嬉しそうに返事をした。




　　　　＊




「……で、どうしたのですか、ユーイチ？」

　玉座に腰かけるリーネさまが、そう僕に問う。

　ドリアードの森から人間族の集落に戻もどったその足で、レィを連れてリーネさまに会いに来たところだった。朝以外のアポ無しだったが、僕が何をしようとしているのか、誰だれの依い頼らいで動いているのか、すぐに報告すべきだと思ったのだ。

　僕の説明を聞き終えたリーネさまが、鱗リン馬バの鼻息くらいの盛大なため息をついた。

「まったく…………あなたは、本っ当に愚おろか者ですね。そんな大事なことを黙だまっているなんて。ネロリどのが冷静な方だったからよかったものの、種族間問題に発展したらどうするつもりだったのです。デリケートな問題もあるのですよ」

「……すみません。今回ばかりは、僕のミスです」

「〝いつも〟ですよ。あなたが全すべて完かん璧ぺきにまるっとさっくり何の手落ちもなく終えた仕事なんて、ありません」

　ぐっ……今日のリーネさまの言葉は切れ味がいい。ベルのシャムシール並みだ。

「だいたい、あなたは日ひ頃ごろから報告が遅おそいのです。なぜわたくしに先に相談しないのですか。いいえ、せっかくだから訊ききましょう。なぜです」

「……リーネさまが怖こわいから」

「は。こんなに慈じ愛あいに満ちた女王に向かって何を言うんでしょうね、あなたは」

「申し訳ございませんでした」

　ビキビキ引きつるリーネさまの笑えみに、僕は即そく座ざに謝罪した。土下座していた。

　人は、瞬しゆん時じに高圧の負ふ荷かをかけられると、地面と友達になるものなのかもしれない。僕の傍かたわらで飛んでいたはずのレィも墜つい落らくしていた。慌あわてて拾い上げた。

「怖いからといって逃にげるから、こうしてもっと怖いことになるんです。反省なさい」

「はい、それはもう、心から」

「次からは、頼みますよ」

「はい、それはもう、もちろん」

「あと、ウィスプ族の件は、しっかりおやりなさい」

「はい、それも、もちろん………………えっ。いいんですか？　問題なしですか？」

「問題があったのは、あなたの相談不足だけです」

　油断したところで言葉のシャムシールが飛んできた。息が止まる。

「他の種族ももう動いてくれているようですし、言い出しっぺの人間族が止めてしまっては種族の沽こ券けんに関かかわります。それに、前にも言いましたが、これは我々人間族の存在意義を示すことができるかもしれない催もよおし物なのです。我々、人間族にもできることがあるということを、他の種族に示すことができる──」

　……おや？

　リーネさま、何だかベルが言っていたようなことを言っている？

「──わたくしもできることをしますから、しっかり成功させなさい。いいですね」

「は……はい。善処します」

「はい？　善処？　……ユーイチ、違ちがうでしょう？　そんな生なま温ぬるい覚かく悟ごなのですか？」

　リーネさまが、相変わらず超目つきの悪い視線を向けてくる。

　だが……ああ、ちょっとだけ分かったかもしれない。

　この人が、僕に何を求めているのか。

　ちょっとためらうんだけど。ちょっと恥はずかしいんだけど。でも。

「……はい。全力で頑がん張ばります」

　僕は、これまでの人生で言ったこともない暑苦しい言葉を口にした。

　そんな僕の視線の先で、リーネさまが、つい、と口の端を上げる。

「そうですか。期待していますよ」




　　　　＊




　ネロリさんの力添ぞえあって、ドリアードが素材を集め、ウンディーネがそれを紙にしてくれた。茶色くてパリッとしたその紙は、どこからどう見てもクラフト紙だった。情報を伝えたのは僕なのだが、一体どうやって作ったのかと不思議だ。

　ドンドールさんの方も順調で、花火の中でも空中で光る部分である〝星〟をもうさっそく作り始めたとか。

　メジャー八種族ではないマイナー種族に、何やら金属に詳くわしい〝ノーム〟という種族がいるらしいのだが、ドンドールさんの伝つ手てでそちらから必要な金属を手に入れることができたらしい。さすがドワーフ族が誇ほこる職人工こう房ぼうの長だ。可愛かわいいだけじゃない。

　材料も、クラフト紙を残して全て揃そろったとのことだった。

　企き画かくを立ち上げてまだ一週間なのに、これも僕の普ふ段だんの行いが──いや、レィの人徳だな。

　さて。

　そして準備といえば、我らが姫ひめ騎き士しさまである。

「ユーイチ！　見ろっ！」

「はいはい、見てますよ」

　ベルが、僕の目の前でバッと両手を広げて言った。

　僕らは今、図書館からほど近い場所にあるだだっ広い空き地にいた。

　花火の打ち上げ場所としてベルが用意してくれたのだ。もし何か打ち上げトラブルがあっても、周辺には燃えそうなものはないし、広さ的には十分だ。

　図書館も見えるし、非常に悪くない条件の場所だと思う。さらに打ち上げ時には、そこ一帯に人が立ち入らないように兵の配備もしてくれるらしい。

「っていうか、むしろよくこの範はん囲い内で、こんないい場所を見つけてきたな」

「ふふふ。この地を治めているのが誰か理解したか」

「リーネさまだな」

「くっ……だが、見つけて押さえたのはわたしなのだぞ？　トショカンにも見せてやりたいと思い、できるだけ近くで探してきたのだ。もっと褒ほめちぎってもらいたいものだな！」

　まるで図書館が生きているような言い方だった。

　面白い。

　図書館あいつは、僕の相棒だ。この世界に一いつ緒しよに来て、一緒に過ごしてきた。

　最初こそ興味がなくて、木の剣けんや鍋なべの蓋ふた程度に考えていたけれど……でも、今では歴戦の愛刀みたいに思う気持ちがある。

　この見知らぬ世界で、あいつとは一緒に頑張ってきたんだ。

　まあ、基本的に僕が頼たよりっぱなしなんだけどさ。

　だから、その相棒のことをベルに考えてもらえて、僕は嬉うれしかった。

「ベル。よくやってくれました」

　僕の言葉に、ベルはキョトーンとしていた。

　……が、何を言われたのかすぐに理解したらしい。

「ゆ、ユーイチがわたしを褒めた……褒められた……」

「褒めちぎれって言っただろ。まだちぎってないぞ」

「いや、ちぎられなくても嬉しいぞっ！　とても！　嬉しい!!」

　にこにこするベルに、僕も釣つられて笑ってしまった。

　さて。打ち上げ場所の下見を終えた僕は、ベルと一緒に図書館に戻る──

　──と、図書館の周囲が、何やら賑にぎやかだった。

　色とりどりの飾かざり物を、ハルピュイア族がゼンマイ状の街路樹に取り付けていた。獣じゆう人じん族はテーブルや椅い子すを運んだりしている。

「……何やってるんだ、あの人たち？」

　その時「館長にゃんっ！」と聞き慣れた声が。

　図書館の常連である猫ねこ耳みみ娘むすめミーナが駆かけ寄ってきた。何やらでっかい布を引きずりそうになりながら抱かかえている。

「これ、何してるんだ？　みんなで」

「お祭りの準備にゃん」

「おまつり？」

「姫騎士にゃんから聞いたにゃ。何だかみんにゃで楽しいこと、やるんにゃよね？」

「まあ、楽しい……かな」

　みんなかどうかは分からないが、複数の人や種族が関わってるから、〝みんな〟でいいのかもしれない。

「みんにゃで楽しいことするんにゃら、それはもうお祭りするしかにゃい！」

「ペルムにも祭りなんてあるのか」

「にゃ？　当然にゃあ」

「そうだぞ。当然だ」

　ミーナとベル、二人揃って頷うなずく。

　そうか、当然だったのか……僕は知らなかった。

　本とか紙とか、あると思っていたものはなく、今度はないだろうと思っていたものがあった。最近この世界について分かった気になっていたけれど、まだまだのようだ。

「女王陛下もお祭り開かい催さいの許可をしてくれたみたいで、それで盛大にすることににゃったのにゃ」

「へえ、リーネさまが……本当に乗り気なんだな、あの人」

「楽しいことにゃら、誰だって乗り気になるはずにゃん？　それじゃ、ミーナもノリノリで準備してくるにゃ～！」

「あっ……行ってしまった。花火の打ち上げ、まだ先だって伝えようと思ったのに」

　花火製作の本によると、打ち上げ花火は一いつ朝ちよう一いつ夕せきには作れないようだ。

　一尺玉と呼ばれるもので一ヶ月、それより大玉の花火になると二、三ヶ月もの時間がかかるらしい。ほとんどが火薬作りの時間なんだとか。

「うーん。祭りをするにしても、今から準備は早過ぎる気がするけど……」

「獣人族とハルピュイア族は、特に祭りが好きな者が多いからな。まだ先だと言っても準備を進めるだろうさ。まだ先だってよいではないか。楽しいことは、準備する時間も楽しいのだから」

「まあ……それもそうだな」

「きっと打ち上げまであっという間だろうよ」

　楽しい時間が過ぎるのは早い──そういう意味でベルは言ったのだろう。

　しかし、図はからずも言葉通りになった。

　まさかドワーフ族の謎なぞ技術が、打ち上げまでの時間を一週間に短縮してしまうとはね。







　ベルと打ち上げ会場の下見をしてから、かれこれ一週間が経過した。

　本日、快晴なり。

　午後の青空には雲ひとつなく、ここローラシアにあるリクリウッド王国の大地を太陽があたたかく照らしている。

　さて、僕は最近、口が酸すっぱくなるほど言っていることがある。

『図書館では、お静かに』。

　この世界にはない概がい念ねんのようだったが（そもそも図書館がないので無理もない）、僕の不断の努力もあってか、最近では常連さんたちがそのルールを守り始めてくれている。

　さて、翻ひるがえって、本日。

　寺澤文庫図書館の中には、静かで穏おだやかな空気が流れて──いなかった。

　それどころか、

「これ何？」

「ホンだって？」

「何か書いてある」

「読めないけど」

「すごいんじゃない？」

「よく分かんないけど」

　……いつもの十割増しで賑やかだった。

　一いち見げんさんが、大挙して押し寄せるようにやって来たのである。

　まあ、賑やかなのも今日に限っては仕方ないかもしれない。

　なにせ、今日は花火が打ち上げられる日なのだから。

「ユーイチっ、ほら、差し入れだ！」

　ベルが何やら香こうばしいにおいのする物を持って駆け込んできた。上手に焼けた肉だった。おいしそうではある……が、

「ベル、館内では飲食禁止だぞ。本が汚よごれたらどうするんだ」

　目の前でもぐもぐしているベルに、僕は苦言を呈ていす。

　はっとしたベルは管理人室に駆け込んでいった。

　……うん、確かにそこでは飲食できるんだけどさ。そこ、僕の部屋だからな。生活感溢あふれまくりだからな。プライバシーとか考えような。

　この世界にエロ本なんかがなくてよかったと一いつ瞬しゆんだけ思った。

「ユーイチ！　この間よりひどくなってるぞ！　もしかしてここだけ大地が激しく揺ゆれたとか──」

「案ずるな、ベル。激しくもなければ、一度も揺れてすらいない」

　部屋が汚きたないのは平常運転の証あかしだ。だが……まあ、さすがにそろそろ片付けねば。

「ユーイチ。明日、城の者を寄よ越こそう。ここを片付けさせる」

「えっ、いや、自分で片付けるし」

「寄越そう。トショカンが可哀かわい想そうだ」

「……お願いします」

　それを言われたら頼たのむしかあるまいて。プライバシーもくそもないけど。

「そう言えばベル、今日は浴衣ゆかた着てないんだな」

「うん？　ああ、この通りいつもの服装だが……しかし、なぜまたそんなことを？」

「僕のいた世界──というか国では、祭りで浴衣を着ている人が多かったからさ」

「なんと。あれは祭り用の衣服だったのか」

「いや、祭り用というと語ご弊へいが……まあ、民族衣い装しよう的なもんかな」

「なるほど。催さい事じに民族衣装を着るという風習はこの世界にもあるが、そういうものか。ユーイチの故郷ではああいった服を着る、と……いや、でもそれだったらわたしも……」

「うん？」

「……いや、うん。何でもない、気にするな。それより、レィどのの調子はどうだ？」

「んー。それがねぇ……」

　僕はレィがいるランプの中をそっと覗のぞき見る。

　レィが膝ひざを抱えるようにして引きこもっていた。

「レィ、どうだ？」

「れ、れぃ。きんちょ……」

　今朝からずっとこの調子だ。同じ格好のままだし、表情もカチンコチンに固まっている。

　こうなる気持ちも分かる。

　本日、花火の着火を行うのは、レィなのだ。ドンドールさんが計百発もの打ち上げ花火を用意してくれたのだが、その全すべての着火をレィが行う予定なのである。

「……というわけで、レィは絶賛緊きん張ちよう中です」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　火を使う練習はしたのだろう？」

「ああ。そっちは問題ないんだ。ただ……」

　再度ベルと共に、レィの様子を覗き見る。

「れぃ、ひ、つかぅ、こわぃ」

「怖こわいとな……？　どういうことだ。火を使ったらまた火事など起きるやもと考えて、それで怖いのか？」

「そう。だけど、それだけじゃなくて……どうも、他ほかの一族のみんなに怒おこられやしないだろうかと思っているらしい。他のウィスプ族とは、結局会えずじまいで相談ができなかったようでさ」

「ウィスプ族は族長クラスなら、離はなれている一族に思念で呼びかけるような力があるらしいが……」

「そうか……でも、レィは族長じゃないからな」

「ふむ。心配とはつまり、火を使うことでみなから怒られるのでは……ということか」

「それそれ。うーん、ウィスプ族の族長に会えれば話が早かったんだけど……」

「それは考えても詮せんなきことだ。……レィどの、しっかりするのだ」

「べる……」

「おぬしはみんなと仲良くなりたいのだろう。仲良くなるためにハナビを空に咲さかせるのだろう？」

「ぅ、ぅん」

「それに、これは楽しいことなのだ。ハナビのようなものを、火と光の眷けん属ぞくであるウィスプたちが喜ばぬわけはないではないか。緊張する必要などないのだぞ？」

「ぅ、ぅん」

「できる」

「ぅ、ぅん」

「頑がん張ばれ頑張れできるできる絶対できる」

　ベルが拳こぶしを握にぎって熱弁した。どこかの熱血コーチみたいだ。

「それに、一族のみなに叱しかられるようなら、わたしが一いつ緒しよに叱られてやろう！　いや、ユーイチが代わりに叱られよう」

「なぜ僕を引き合いに出すのか」

「姉上にいつも叱られているから、叱られ慣れていると思って」

　一瞬「それもそうだな」と納なつ得とくしそうになってしまった。冷静になれ、僕。

　レィはというと、強く頷く。

「ぅん。れぃ、がんばる……がんばる……」

　小さくなっていく声に不安は残ったまま。

　だが、花火の打ち上げ予定時刻は着実に近づいていた。







　図書館を閉館する頃ころ、一いつ旦たん城へと戻もどっていたベルが浴衣姿で登場した。

「わざわざ着き替がえてきたのか」

「そうだ。おぬしのために、おぬしの国の民族衣装にわざわざ着替えてきてやったのだ。ふふん、よいだろう？」

　恩着せがましいやつめ……だが、そう言われて悪い気はしない。

　意図があろうとなかろうと、女性が自分のために身み支じ度たくしてくれるのはいいものだと思う。しかも似合っているのだから文句などあろうか。だから言ってやったさ。

「よいではないか、よいではないか」

「ふふふ、そうだろう～そうだろう～♪」

「ほら、もうこっちは閉館作業終わったから、打ち上げ場所に急ぐぞ。ドンドールさんたちが待ってる」

　嬉うれしがるベルとレィと一緒に外に出た。

　図書館前広場は、完全にお祭り会場だった。もの凄すごい活気だ。

　館内にも微び妙みようににおいが漂ただよってきていたのだが、おいしそうな食べ物や胡う散さん臭くさそうな露ろ天てん商しようの屋台が立ち並んでいるし、子供も大人も種族を問わず、何が愉ゆ快かいなのか分からないが全力で笑っている。いや、大人はほぼ確実に酔よっぱらってるな。

　音楽が鳴って何事かと目を向ければ、美しいハルピュイア族たちが翼つばさを広げ、地面から浮うき上がって歌い始めた。それに合わせて、民族衣装らしき色いろ鮮あざやかな服で着き飾かざった獣じゆう人じん族たちが地面で踊おどり始める。

　そんな賑にぎわう人ひと混ごみをかき分けるように抜ぬけて、僕たちは打ち上げ会場の空き地へ。

　空き地の周囲にはリクリウッド城の兵士さんたちが等とう間かん隔かくに配備されていて、中に関係者以外立ち入らないように見張っていてくれた。上空では、ハルピュイア族の有志が、打ち上げ圏けん内ないに有ゆう翼よく動物が入り込まないように監かん視ししてくれているとか。確かに先日ドリアードの集落で見たようなのが飛んできたら大変なことになりそうだ。

　そんな彼らのおかげで、中にいたのは見知った顔だけだった。

　ネロリさんに、ドンドールさん。それから──

「なぜエテルニアどのがいるのだ？　別に関係者ではないはずだが」

　ベルが尋たずねると、エテルさんはおどおどし始め、

「な、なぜって～ほら、あれだ。記録係だ」

「記録だと？　何の？」

「この世界にとって新しいものが生まれようとしているのだ。エルフ族は後世に伝えるべく、それを見届け、記き憶おくに留とどめる義務がある」

「それって、ただ近くで見たいだけじゃ……」

「ぎくっ」

　僕が突つっ込むと、エテルさんが声に出して狼狽うろたえた。

「……まあ、別に構わないんですけど。邪じや魔まさえしなければ」

「しません！　絶対しませんから！」

　エテルさんがぺこぺこと頭を下げながら言った。よほど近くで見たいらしい。

　まあ、全く無関係というわけでもないだろう。

　不老不死で、千年前に〝ウィスプ族が何を起こしたか知っている〟エルフ族の一人。そのエテルさんがここにいるっていうのは、多分エルフ族全体がこのウィスプ族のレィが主体となって行うイベントに関心を持っているということ……じゃないかな。

　とか言って、エテルさんの個人的な欲求だけの可能性大だけど。

「ユーちゃん、レィちゃん、こっちの準備はできてるぜ！」

　ドンドールさんが手招きする。

　レィを肩かたに乗せて一緒にそちらへ行くと──複数の筒つつ状じようのものが立っていた。大きさはまちまちだが、どれも真上に向いた大たい砲ほうのようで、大きなものは僕の背せ丈たけ以上ある。

　花火の打ち上げ台だ。

　この中に花火の種である玉を入れ、着火し、天高く打ち上げるのである。

「あとは、火をつけるだけだぜ」

「レィ、いけそうか？」

　肩の上のレィに声をかける……が、レィの表情は曇くもっている。

「………………ぅ。や、やぱり……………………やぱり、れぃ、むり──」

　レィが弱音を吐はこうとした瞬しゆん間かんだった。

　花火の打ち上げ台の中から、淡あわく発光する光の玉が浮き上がるように出てきた。

　ホタルのような動きで僕らの元にやって来たそれに、レィが声を上げる。

「ぉ、ぉささま」

「長おさって……まさか、ウィスプ族の族長？」

「ぃかにもじゃ～」

　僕の目の前に漂ってきた光の玉の中に、親指サイズのよぼよぼの老人が見えた。

　レィ以外のウィスプに会うのは初めてだ。ちょっと驚おどろいた。

「りーねじょぉぅから、ききました。それで、ぃちぞく、みな、しょうしゅぅ」

「えっ、リーネさまから？」

　意外な名を聞いた。

　けど、そういえば「わたくしもできることをします」って言ってたな。それでウィスプの族長に声をかけてくれたのか。コネクションがあったとは。

　……やっぱり報告してよかった。

「こたびは、なにやら、れぃが、おせわになりましたようじゃ」

「い、いえいえ、滅めつ相そうもない！」

「うぃすぷぞく、ずっと、かくれてた、ですじゃ。それが、つぐない。にどと、ひ、つかわない。それが、はんせい。それが、ほかのしゅぞくと、なかよしこよし。ずっと、しんじてましたじゃ。けど、」

　老ウィスプは、真っ白でふさふさな眉まゆ毛げの間から、レィを見て、

「なにやら、ちがっていたようす。なにやら、もっと、なかよしこよし、できるほうほう、ありそうですじゃ？」

「ええ。そうだよな、レィ？」

「ぅ、ぅん。れぃ、みんな、なかよしこよし、なう」

　そう、いま、レィは他の種族と仲良くやっている。過去に過あやまちを犯おかしてしまったウィスプ族の一人だって、こうしてみんなと力を合わせることができている。

　僕は、ウィスプ族全体を説得するなら今だと思った。

「……ウィスプ族の族長さん。お願いです、レィに火を使わせてもらえませんか。彼女の火が、この花火を完成させるんです。彼女の火がなくては、ウィスプ族は──」

「ぉっけぃ」

　説得は途と中ちゆうも途中だったが（就活の自己ＰＲのように最低でも一分は語らねばと思ったのだ）、何だかとってもフランクに許可をもらってしまった。

「りーねじょぉぅから、せっとく、されずみ」

　リーネさまが既すでに根回しをしてくれていたってことか。

　あの人、玉座に座って偉えらそうにしてるだけかと思ってたけど……

　……もう少し、素す直なおに頼たよってみてもいいのかもしれないな。

「うぃすぷぞく、はなび、かんげぃしてますじゃ。れぃ、ぉんりー、のーのー。うぃーうぃる、どぅーぃっと」

　このおじいさん、英えい語ご圏けんにでも住んでるんだろうか。これで通じるのか謎なぞだけど。

　とりあえず……自分たちでやる、ということだろうか。

　レィだけでなく、ウィスプ族全体で。

　それは、レィにとって大変心強い申し出だったらしい。

「ぅ、ぅん。うぃーうぃる、どぅーいっと」

　……この英語っぽいの、もしかしたらウィスプ語なんだろうか。

　だが、とりあえず、レィは着火する勇気を出せたらしい。




「れぃ、やるです」

「やりますじゃ～みなのもの[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]でーぁぇ～」




　気合いのこもった声で宣言したレィの隣となり、ウィスプ族の族長が時代劇の台詞せりふのような声を上げたと同時だった。

　周囲に、光の玉が。

　一つ、二つ……

　十、二十……

　……数えきれないほど、浮かび始めた。

「ウィスプ族がこんなに……！」

　ベルが驚きに目を瞠みはる。

　それもそのはず、辺り一帯が光の海になっていた。

　レィが長とともに花火の打ち上げ台へと向かう。

　すると、その場にいたウィスプたちが、それについていく。まるで川に流された灯とう籠ろうのように、みんながみんな同じ方向に進み──

「みんな、ゃる。ぃくょ……せーのっ」

　レィの掛かけ声の直後。




　ド　ン　ッ　!!




「うわっ！」「うおおっ！」

　鼓こ膜まくが破れるんじゃないかという音の衝しよう撃げきに、僕とドンドールさんは二人で抱だき合うようにもんどり打って地面に倒たおれた。だが、頰ほおを染め合ったり、まだ恋れん愛あいフラグ立っていたのかよ、などと考える間はない。

[image: ]

　ひゅるるるる～……　……　……　……

　仕込まれた笛の音と一筋の光が、花火の玉が空に上がったことを告げる。

　その光の尾おが消え、暗くら闇やみに支配された一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくのあと、




　ド　パ　ア　ア　ン　ッ　!!




　まばゆい、大輪の光の花が夜空に咲さいた。




「おお……花火だ……」

　ズレた眼鏡めがねをかけ直し、思わず呟つぶやく。

　それは、僕が日本で見たのと同じ、まごうかたなき花火だった。しかも距きよ離りが近いから、音が遅おくれて聞こえない。光と同時に音の衝撃が身体からだを走ってゆく。

　最初の一発を皮切りに、花火は次々と空に咲いてゆく。

　色もさまざま、形もさまざま……まるで百花の花を一束にまとめた花束が、その場に現れたようだった。頼りない松明たいまつの明かりが点在するだけだった暗闇の中が、真昼のような光に炙あぶりだされて、そこにいた人たちの顔が見えるようになる。

　感動なのか音と光が怖こわかったのか、空を見上げて涙なみだを流している兵士さんがいた。腰こしを抜ぬかして呆ぼう然ぜんと空を見上げている兵士さんもいるし、拍はく手しゆをしている兵士さんもいるし、何か大声で空に向かって叫さけんでいる兵士さんもいる。「たまやー」的なあれだろうか。

　とりあえずみんな楽しそうだ……と思ったその時。打ち上げ台の方からドンドールさんの元に、協力してくれたドワーフの職人仲間たちがわっと駆かけ寄ってきた。

「工こう房ぼう長！　やりやしたね！」

　ドワーフたちは何やら樽たるを手にしていたが、どうやら酒のようだ。ビールシャワーのような感じでドンドールさんにアルコールをぶっかけたかと思うと、互たがいにかけ合い始める。

　完全に野球の祝勝会の様相だった。アルコールと花火の煙けむりのにおいが混じり合って、頭がぼんやりしそうだった。

　ドーンドーンと、花火は上がり続けている。

　ドワーフたちの乱らん痴ち気き騒さわぎを横目に、その花火を眺ながめていると、

「ユーイチ、やったな！」

　ベルが駆け寄ってきて僕の肩かたを叩たたいた。

　その花火で照らされた満面の笑えみに、レィの『みんなを喜ばせたい』という気持ちが成じよう就じゆしたのだと知る。

　それと……うん、ベルさんや、やっぱり浴衣ゆかたグッジョブですよ。花火に浴衣……とても風流で、いい。

「夜空に咲く花とは聞いていたが、まことにその通りだったな」

「いいものだろう？」

「ああ。今後、祝い事や祭りなどの際には打ち上げることにしようか」

　僕のいた世界の使い方を、花火を見つめながらベルが口にする。

　やっぱり花火は嬉うれしい時に上げるべきだよね。喜びや楽しさが何倍にも大きくなる気がするし。

　打ち上げ音や破は裂れつ音の合間の静寂に、図書館の方からも歓かん声せいが聞こえた。

　みんな、打ち上げ花火を喜んでくれているみたいだ。上空からは歌も聞こえた。どうやら見張りをして一ひと際きわ近くで花火を見ていたハルピュイアたちが感激して歌っているらしい。祝福するような優やさしい歌が、辺りを包み込む。




「素す晴ばらしい」




　そう言って歩み出たのは、ネロリさんだ。

　僕の隣に立ち、ウィスプ族を前にする。

「ウそィスプなた族らは、今たくさんの人々を感動させた。少なくとも私は感動した……それは揺ゆるがぬ事実だ。レィよ、いるか」

「ぃるょ？」

　レィらしき光の玉が、ウィスプ族の中から前に出る。

　花火の光に照らされる中。

　ネロリさんは、近づいてきた彼女に──そっと手を差し出した。

「よくやったな」

　レィは驚おどろいたのか、ネロリさんの顔とその手を見比べていた……が、すぐに小さな手でネロリさんの指を摑つかんだ。そうして、その指を上下に振ふった。

　それは、あの時──ドリアードの森で、二人が初めて会った時にはできなかった握あく手しゆだ。

　ネロリさんは、レィの行こう為いを認めてくれたのかもしれない。

　花火が、それを祝福するようにまた一輪、花を咲かせる。

　……と、その時。




　打ち上げ台を取り囲んでいたウィスプたちが、みな一いつ斉せいに浮うかび上がり始めた。




　ふわぁーと、風に舞まい上がるたんぽぽの綿毛のように、

　空へ、空へと昇のぼってゆく……

　まるで地上から生まれた幾いく千せんもの星々が、空を目指して昇ってゆくような光景だった。確か、元の世界のタイかどこかの国で、空に灯籠を気球のようにして上げる仏教の祭りがあったはずだけど、それを彷ほう彿ふつとさせる。

　しかし……あまりの美しさに、声が出ない。

「ウィスプたちが喜びに舞い上がっているようですな」

　エテルさんが目を細めてそう言った。うまいこと二重の意味になっている。

「……あれ、ちゃんと帰ってきますよね。何だか『そうして彼らはそのまま本当に星になりました』みたいな、ちょっぴり寂さびしいエンディングが一瞬頭を過よぎったんですけど」

「大だい丈じよう夫ぶです。朝になったら、そこいらに転がっているでしょう」

　何だろう、その飲み会後の酔よっぱらいみたいな状態は……

「エテルさん、記録はちゃんとできたんですか」

「もちろんです。しかと隠かくれ里に届けましょうぞ……しかし、エルフはいいとして、他種族の後世にもこの感動を伝えられぬものでしょうか、主さま？」

「そうだなぁ……………………んー、それなら、」




「ホンを作ってはどうでしょう」




　その時、頭上からものすごい風圧が。

　ウィスプたちの何人かが「ぁ～れ～」と言って吹ふき飛ばされたかと思うと、地面に巨きよ大だいな生き物が砂すな埃ぼこりを巻き上げて降り立った。

　ドリアードの森で見たような、ドラゴンみたいな生き物だ。

　そして、そこから聞こえたのは、リクリウッド城でおなじみの高圧女王陛下の声。

「り、リーネさま、物理的に圧力をかけてくるなんて……まさかとうとう人間をおやめになったんですか……っ」

「お馬ば鹿かなことを言うんじゃありませんよ、ユーイチ。やめてませんし、とうとうって何ですか。こっちですよ、こっち」

　ドラゴンのような生物の背中を見れば──

　そこに、操縦士の兵士さんと一いつ緒しよにリーネさまが乗っていた。

　横乗りの彼女は、ベルと同じような浴衣姿である。豪ごう奢しやなドレス以外の姿は初めて見たので、とても新しん鮮せんだった。

「お城から出ること、あったんですね」

「人間族の責任で行っている催もよおし物に、人間族の代表がいないというのは、おかしな話でしょう。別にハナビを見たかったから、という訳ではありませんから」

「見たかったんですか」

「話を聞いてませんね。そういう訳ではないと申し上げたはずです」

　城外だというのに、相変わらず高いところからリーネさまが見下ろしてくる。

「……で、リーネさま、いま何て？」

「ですから、ホンを作ってはどうか、と言ったのです。そうしてそこに記録を残す」

「なるほど！　それは名案だ」

　エテルさんがポンッと手を打った。

「ユーイチ、作れますね？」

「え？　ええ、まあ……花火の材料として今回紙を作ったし、ホンも作れると思います」

「神を創つくった!?　な、なんと主さまは創造主であらせられましたか、ははーッ！」

　エテルさんが地面に膝ひざをつき仰ぎよう々ぎようしくひれ伏ふした。

　何だか先日からもの凄すごい勘かん違ちがいをされている気がするんだけど、この人に言ってちゃんと理解してくれるか不安だ。

「ユーイチ、ホンを作るのか！　作れるのか」と、ベル。

「ああ、既すでに寿す司し屋やや花火が実現しているくらいだしね。本だけじゃなくて、この世界に作れないものなんて、正直ないんじゃないかって思うよ」

「なんと……あ、姉上。これはもしかしたら、わたしたちの悲願が……！」

　リーネさまが「そうかもしれませんね」と静かに、だが深く頷うなずく。

　僕には何のことか分からなかったが、二人とも、なぜか嬉しそうに空を見上げていた。

　そこにあるのは、花火が夜空に大輪の花を咲かせ、ウィスプ族の光と交じり合う光景。

　美しい、光の花畑だった。

「ユーイチ、こちらへ」

「はい？　何でしょう？」

　リーネさまに呼ばれて、僕はドラゴン状の生物の傍かたわらへ恐おそる恐る近づく。

「手を出しなさい」

　言われたままにすると、リーネさまが僕の手に布ぬの袋ぶくろを落とした。

　中に何か入っている。

「……何です、これ？」

「ぼーなすとやらですよ」

「ええっ!?　ほ、本当ですかっ!?　……って、これ、何ですか？」

　袋の中を出してみると、金属のプレートだった。バッジのようだが……

「〝トショカン館長の証あかし〟です。そろそろ、あなたも責任感が出てきたことでしょうし、身分を示すものとして付けておきなさい。ドワーフ族謹きん製せいです」

「わざわざ作ってくれたんですか、僕のために」

「いいえ。あなたのためではなく、トショカンの館長のためです」

「それって同じでは……でも、僕の知ってるボーナスとは違ちがいますね」

「いらないのなら返してもらって構いませんけど」

「いえ、謹つつしんで受け取らせていただきますよ。だってこれって……リーネさまが、僕の仕事ぶりを認めてくれたってことですよね？　有益性、あったってことですよね？」

「ちょ、ちょっとだけですから。いい気になるんじゃありませんよ。莫ばく大だいな利益とはほど遠いですから……ほ、ほら、もうお下がりなさいっ下がれっ」

　下げ駄たを履はいたつま先で、あっち行けと言わんばかりに追い払はらわれる。ちょっと顔も赤いですけど……ははん、図星だったんだな。

　っていうか……やっとだ。

　やっと、リーネさまにも認めてもらえた。

　ようやく、自分の存在価値を認めてもらえた気がして、僕は小さくガッツポーズする。

　僕、この世界に、きちんと自分の居場所を見つけられたのかも……そう思うと、何やら得も言われぬ感情が、じわじわと心の奥底からこみ上げてくる。

　承しよう認にん欲求なんて、僕の中にはないと思っていたんだ。けど。

　ああ、これ……僕……………………嬉しいんだな。

　今まで、知らなかった。

　人から認められることが、世界から存在することを許されることが、

　……こんなにも、嬉しい事だったなんて。

「ユーイチ、よかったな」

　リーネさまから貰もらった手の中のバッジをそんな風に感かん慨がい深く見つめていると、ベルが隣となりにやって来てにこっと微笑ほほえんだ。




「……ああ。そうだな」




　一際大きな花火が、ドンッと頭上に咲さいた。

　ウィスプたちが、暗くら闇やみの中でキラキラと瞬またたいている。

　我が相棒の図書館にも、ちゃんと、空に輝かがやくあの喜びの光は見えているだろうか。

　僕と図書館が頑がん張ばってきたこと。

　この世界でやって来たことも、無む駄だではなかったのだ。




　僕らの存在価値……その証が、あの光だと思う。

　じいさま。

　あなたのしてきたことは、無駄じゃなかったよ。







[image: Close…どうやら生きがいらしきものを見つけたようです]




　どうも、寺てら沢さわ優ゆう一いちです。

　僕と寺澤文庫図書館がこの世界ペルムへとやって来て、かれこれ七ヶ月が経過しました。

　いま僕の胸むな元もとには、リーネさまがくれた図書館長バッジがきらめいています。




　あれからいろいろ本を読んでみて、何となく分かったつもりになっているんだけど。

　このペルムという世界は、もしかして『恐きよう竜りゆうのほん』にも載のっていた『ペルム紀』という地球上の太古の時代にあった世界なんじゃないかと。

　つまり、地球の過去。

　そうなると異世界召しよう喚かんじゃなくてタイムスリップだったんじゃねって話なんだけど、だから何だどう違うんだと言われれば、僕には返す言葉がない。どのみち僕にとっては異世界だったわけだし。

　あと、なぜ召喚されたのか。

　……これもね、もう正直、全っ然分かんないんだよね。

　可能性としては、この世界の神さまが呼んだーとか、長い年月を経た寺澤文庫図書館に不思議な力が宿ってーとか、亡なくなったじいさまの思念パワーがーとか……何となく最後のが一番ありそうな辺りおかしいと思うんだけど、これには、実はそう思う理由がある。

　以前見つけた、じいさまの日記のような日誌。

　あれには、じいさまがこの図書館をいかに存続させたかったのかが書いてあった。ついでに、孫の僕にも楽しく愉ゆ快かいに生きて欲しいようなことも。

　その想おもいが僕らをこの地へと運んだ……と考えるのは、ありえないことだろうか。

　リーネさまは異世界の存在を知っていたようだったので、一度、これらの件について相談したことがある。

『大昔、そういう〝時と場所を超こえる力が存在した〟というのが、言い伝えとして残っています。ゲートが、その力を応用して作られた、と。その力は〝魔ま法ほう〟と言われていたようですが、いま使える者がいるのかは定さだかではありませんね』

　なるほど、魔法かと思った。

　確かに、異世界を行ったり来たりする力なんて、魔法と呼ぶしかないだろう。

　ここがどこか、どうやって呼ばれたのか──この二つの疑問は、おいおい解明できたとして……ぶっちゃけるとどこでもいいし、どうでもいい。

　だって、僕はこの世界が好きだし、ここに来られてよかったと思っているから。

　結局、日本に戻もどる方法も全く見つからず今日まで来ていますしね。いや、探す気がそもそもなかったんだけどさ。

　探す必要もなかったしね。

　日本に帰ることになったら、ここの人たちとも会えなくなるし。

　もし、帰れる方法が見つかったとして、帰るか帰らないか選べと言われたら僕は──




「ユーイチ、これでどうだろうか！」




　ドサッと目の前に数冊の本を置かれて、僕は思考を中断した。

　昼下がりの陽ひが差し込む図書館。そのカウンター前、ベルが置いた本の前で仁に王おう立ちのドヤ顔を決めている。

　カウンターの椅い子すに座っていた僕は、一番上の一冊を手に取った。

　表紙をめくって中を見る……僕が読めない、この世界の文字が手書きで書いてあった。

　これは、この世界で作られた本なのだ。

　ベルたち人間族が主体となって、他種族と力を合わせて作ったものだ。

　本の表紙、中のページも、図書館に元々あるものと遜そん色しよくなく……綴とじもしっかりしたハードカバーというやつだ。

「よくできてるじゃないか」

「だろう？　質感なんかはエテルニアどのに『神！』と言われた」

　紙だからな。それ、『カミ』違いな。

「そうか……まあ、何が書いてあるのかは、僕には全然分からないんだけど」

「これはあれだ、『ウィスプ族、光の奇き跡せき』──前にレィどのの頼たのみでハナビを作って打ち上げたことがあっただろう。あの時のことを、レィどのと相談しながらエテルニアどのが書いたのだ」

「へえ……じゃあ、こっちは？」

「これは『天才ドワーフ発明伝説！　～漢おとこたちの飽あくなき挑ちよう戦せん～』だな。これは『エバーグリーン～あの頃ころの元気な君をもう一度～』、これは『陵りよう辱じよくの美人エルフ潜せん入にゆう捜そう査さ官かん』……で、最後のこれが『館長さんは姫ひめ騎き士しさまがお好き～秘密の逢おう瀬せは昼下がりのトショカンで～』だそうだ」

「ちょっと待て最後のは何だ」

　他ほかのもいろいろ突つっ込みどころ満まん載さいだったのだが、最後ので全部持って行かれた。

「わたしに訊きかれても困る。これを書いたのは城の者だが……ふむ、監かん修しゆうはミーナか」

「あいつが戦犯か」

　文字が書けなかったので城の人に頼んだんだろうな。今度見かけたらカギ尻尾しつぽを引っ摑つかんで振ふり回してやる。

「ベルは何も書かないのか？」

「わたしか？　武器とユーイチについての本を鋭えい意い制作中だ」

「なぜ混ぜ込んだのか」

「それはわたしにとって大事なものだからだ」

　面と向かって言われた。人からそんなことを言われるのは、家族以外では初めてだった。

　……まあ、武器と同じ扱あつかいなのがだいぶ気になるけどもさ。

「リーネさまも書かないのか？　やっぱり仕事が忙いそがしくて？」

「いや。仕事ではない。姉上は、みなが作ったホンを読むので忙しいのだそうだ。毎日毎日、ネズミが子を産むように増え続けているからな」

　なるほど、読み専というやつか。

　読む人がいなければ、本の存在価値はないのかもしれない……けど、読む人が一人でもいれば、そこには価値が生まれる。

　そう考えると、リーネさまは本に価値を与あたえていることになるな。

「姉上は、ホンが作れて、人間族にもできることがあると証明できて、嬉うれしそうだよ」

「あのさ、ベル。それ、どういうことなんだ？」

「どういうこととは、何だ？」

「『人間族にもできることがある』……それ、リーネさまも示したがってた」

「ああ、それはな……人間族には、力がないからだ」

　首をかしげると、ベルが説明する。

「我々人間族には、他の種族に比べて突とつ出しゆつした力・特異な能力がなかったのだ。何かを発明することに長たけているわけでもないし、火や水を操あやつったりできるわけでもないし、寿じゆ命みようは長命とは言いがたい。他の種族に比べて、できることがない……はっきり言って、とても弱い種族なのだ」

　弱いかどうかは分からないが……確かに、特とく徴ちようはないかもしれない。

　……ああ、なるほど。だからこいつは、花火を打ち上げる時に、あんなに必死に何かできることはないかと訊いてきたんだな。

「この世界が優やさしいから平和に暮らせているが、他の種族と争いが起これば、人間族は全く太刀たち打うちできないと、わたしも姉上も、父と母が亡くなる前から考えていた。何か、何でもいいから、人間族が誇ほこれる力が欲しい、と。他種族に認められるような……」

「もしかして、お前が武器だ武力だ言ってたのって……」

「……武器があれば、武力があれば、この国を、人間族を守れると思ったのだ。そういった力があれば、他種族と対等になれると思ったのだ」

　ベルは、ただの武器フェチの脳筋姫騎士だと思っていたのだが……こいつも、いろいろと悩なやんでいたんだな。馬ば鹿かにして悪かったと思う。

「まあ、半分は趣しゆ味みでな。武器はかっこいい」

　ごめん前言撤てつ回かいさせて。半分は撤回させて。

「だが、人間族には、武器よりも必要なものが手に入った」

「何が手に入ったんだ？」

　ベルは、持ってきた本の一冊を手に取った。

　それから図書館を見み渡わたして──最後に僕を見て、その青くて大きな目を細めた。

「このトショカンとホンと……ユーイチ、お前だ」

「僕はものじゃないぞ？」

「何を言う、お前はわたしのものだ」

「お前のものになった覚えもない」

「じゃあわたしがお前のものになろう」

「何だその論理の飛ひ躍やくは」

「も、もしかして、姉上の方がいいのか……？」

「そうでもない。そういうことじゃなくてだな──」

「ユーイチ。もし元の世界に帰れる方法が見つかっても、ずっとここにいてくれるか？」

　その問いに、僕ははた、と考える。

　そして、胸元に輝かがやく金属製のバッジを見つめた。

　もし、帰れる方法が見つかったとして、帰るか帰らないか選べと言われたら僕は──




「……ああ、そのつもりさ」




「本当か！」

「噓うそって言ったら？」

「この剣けんの錆さびにしてくれる」

「ごめんなさい」




　噓なんて言わないよ。

　だって、僕はこの世界が好きだ。

　この世界に骨を埋うずめるのも悪くない──いや、いいと思ってる。

　この世界で、生きていきたい。




　……そんなわけで。

　ベルやリーネさまを始めとした、たくさんの人々を巻き込んで。

　僕と図書館の異世界生活は、これからも末永く続くのであった。




　　　　・・・




「ベル。武器と僕のことは、二冊に分けて作った方がいいぞ。テーマがブレすぎだ」

「そうか……ふむ。それでは武器の本から作ろう♪」

「お前さんのキャラはブレないな。悪くない」







　あとがき







　今作で初めてようこそされた方、初めまして！　三み萩はぎせんやです。

　前作の社交ダンス部でようこそされた方、またお会いできて嬉うれしいです！




　本作は『異世界で図書館ＳＵスＧＥゲＥＥー！　して、住人をようこそする話』です。

　わたし自身、異世界に憧あこがれがありまして、そこに大好きな本がある光景が見たいなと……そういう場所に異世界人たちが集まってきたら楽しいだろうなと思ったのです。

　そんなダンス部に続く私得企き画かくをするっと通してくださった担当Ｍ様、スニーカー編集部様、本当にありがとうございました！　また、再びイラストを担当してくださった伍ご長ちよう先生、素す敵てきなイラストでわたしが大好きな異世界観を存分に表現してくださって、ありがとうございました！

　そして、手に取ってくれた読者のあなた様に最大級の感謝を。

　ではでは、また次の本でお会いできれば嬉しいです！


三萩せんや　　
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